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このマニュアルについて

ここでは、このマニュアルの目的、対象読者、構成、および表記法、そして関連資料の入手方法に

ついて説明します。

次のトピックについて取り上げます。

 • 目的（P.xiii）

 • 対象読者（P.xiii）

 • マニュアルの構成（P.xiv）

 • 関連マニュアル（P.xiv）

 • 表記法（P.xv）

 • 技術情報の入手方法、サポートの利用方法、およびセキュリティ ガイドライン（P.xvi）

目的
『Cisco Unified Presence アドミニストレーション ガイド』は、Cisco Unified Presence の管理について       
説明します。このマニュアルでは、Cisco Unified Presence の管理ページを使用して実行する操作の   
手順についても説明します。

対象読者
『 Cisco Unified Presence アドミニストレーション ガイド 』は、Cisco Unified Presence システムの管         
理を担当するネットワーク管理者を対象としています。テレフォニーおよび IP ネットワーキング  
テクノロジーに関する知識が必要です。
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マニュアルの構成
次の表は、このマニュアルの構成を示しています。

関連マニュアル
Cisco IP テレフォニー関連のアプリケーションおよび製品の詳細については、次のマニュアルを参  
照してください。

 • Cisco Unified Presence インストレーション ガイド

 • Cisco Unified Presence 相互運用性ガイド

 • Cisco Unified Presence 導入ガイド
 • Release Notes for Cisco Unified Presence Release 6.0(1)

 • Cisco IP Phone Messenger for Cisco Unified Presence ユーザ ガイド

 • Cisco Unified Communications Operating System アドミニストレーション ガイド for Cisco Unified 
Presence

 • Disaster Recovery System アドミニストレーション ガイド for Cisco Unified Presence

 • Cisco Unified Serviceability アドミニストレーション ガイド for Cisco Unified Presence

Cisco Unified Personal Communicator に関連するマニュアルには、次のリンクからアクセスしてくだ    
さい。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps6844/tsd_products_support_series_home.html

パート 説明

Part 1 「Cisco Unified Presence」

Cisco Unified Presence の設定および運用に関連する一般的なトピックを取り上げます。
Part 2 「システムの設定」

［Cisco Unified Presence の管理］の［システム］メニューの各項目を設定する方法につい   
て説明します。

Part 3 「Cisco Unified Presence の設定」

Cisco Unified Presence のコールルーティング機能を設定する方法について説明します。
Part 4 「アプリケーションの設定」

プラグイン アプリケーションおよびアプリケーション インターフェイスを設定する方  
法について説明します。

Part 5 「ユーザ管理」

アプリケーション ユーザ、権限、およびユーザ グループを設定する方法について説明  
します。

Part 6 「Bulk Administration（一括管理）」

Cisco Unified Presence の Bulk Administration（一括管理） について説明します。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps6844/tsd_products_support_series_home.html
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表記法
このマニュアルは、次の表記法を使用しています。

（注）は、次のように表しています。

（注） 「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。

ワンポイント アドバイスは、次のように表しています。

ワンポイント・アドバイス 時間を節約する方法です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮できます。

ヒントは、次のように表しています。

ヒント 便利なヒントです。

注意は、次のように表しています。

表記法 説明

太字 コマンドおよびキーワードは、太字で示しています。

イタリック体 ユーザが値を指定する引数は、イタリック体で示しています。

[   ] 角カッコの中の要素は、省略可能です。

{ x | y | z } 必ずどれか 1 つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコ  
で囲み、縦棒で区切って示しています。

[ x | y | z] どれか 1 つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦  
棒で区切って示しています。

ストリング 引用符を付けない一組の文字。ストリングの前後には引用符を使用しま

せん。引用符を使用すると、その引用符も含めてストリングとみなされ

ます。

screen フォント システムが表示する端末セッションおよび情報は、screen フォントで示 
しています。

太字の screen フォント ユーザが入力しなければならない情報は、太字の screen フォントで示  
しています。

イタリック体の screen 
フォント

ユーザが値を指定する引数は、イタリック体の screen フォントで示し  
ています。

例の中で重要なテキストを強調しています。

^ ^ 記号は、Ctrl キーを表します。たとえば、画面に表示される ^D という    
キーの組み合せは、Ctrl キーを押しながら D キーを押すことを意味しま   
す。

<   > パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま

す。
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注意  「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されてい 
ます。

警告は、次のように表しています。

警告 「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。装置の取り扱い作

業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止策をとるよう努めてください。

技術情報の入手方法、サポートの利用方法、およびセキュリティ ガイド 
ライン

技術情報の入手、サポートの利用、技術情報に関するフィードバックの提供、セキュリティ ガイド 
ライン、推奨するエイリアスおよび一般的なシスコのマニュアルに関する情報は、月刊の『What’s
New in Cisco Product Documentation』を参照してください。ここには、新規および改訂版のシスコの    
技術マニュアルもすべて記載されています。次の URL からアクセスできます。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

シスコ製品のセキュリティの概要

本製品には暗号化機能が備わっており、輸入、輸出、配布および使用に適用される米国および他の

国での法律を順守するものとします。シスコの暗号化製品を譲渡された第三者は、その暗号化技術

の輸入、輸出、配布、および使用を許可されたわけではありません。輸入業者、輸出業者、販売業

者、およびユーザは、米国および他の国での法律を順守する責任があります。本製品を使用するに

あたっては、関係法令の順守に同意する必要があります。米国および他の国の法律を順守できない

場合は、本製品を至急送り返してください。 

シスコの暗号化製品に適用される米国の法律の概要については、次の URL で参照できます。

http://www.cisco.com/wwl/export/crypto/tool/stqrg.html

何かご不明な点があれば、export@cisco.com まで電子メールを送信してください。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html
http://www.cisco.com/wwl/export/crypto/tool/stqrg.html
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1
はじめに

この章では、Cisco Unified Presence システムの概要について説明し、Cisco Unified Presence がサポー      
トしている Cisco Unified IP Phone のリストを示します。

この章では、次のトピックについて説明します。

 • 概要

 • 製品の説明

 • 機能および利点

 • Cisco Unified Presence の管理ページの参照

 • Cisco Unified Presence の管理アプリケーションのナビゲート

 • このリリースの最新情報

 • アクセシビリティ

 • 参考情報

 • 関連項目

概要
Cisco Unified Presence は、Cisco Unified Communications 環境の価値を最大限に引き出すために不可      
欠なコンポーネントです。特定の時間に電話機などの通信装置を使用しているかどうかなど、ユー

ザのアベイラビリティ ステータスに関する情報を収集します。また、Web コラボレーションやテ  
レビ会議が有効かどうかなど、ユーザの通信機能に関する情報も収集します。Cisco Unified Presence  
によって収集されるユーザ情報を使用して、コラボレーション通信の最も効果的な方法を判断する

ことにより、ユーザどうしの効率的な接続を支援するなど、Cisco Unified Personal Communicator や    
Cisco Unified Communications Manager などのアプリケーションによる生産性を向上させることがで    
きます。

音声通信や IP 通信の製品で構成される Cisco Unified Communication システムは、組織のビジネス プ       
ロセスの統合、適切なリソースへのすばやいアクセス、収益性の向上などを図り、組織のより効率

的な通信を支援します。Cisco Unified Communication 製品は、Cisco Business Communication ソリュー      
ションを代表する重要なコンポーネントです。Cisco Business Communication ソリューションは、ネッ   
トワーク インフラストラクチャ、セキュリティ、ネットワーク管理製品、ワイヤレス通信、ライフ 
サイクル サービス アプローチなどを含む、あらゆる規模の組織に対応するソリューションで、柔  
軟な展開オプションや外注管理オプション、エンドユーザおよびパートナーの財務パッケージ、

サードパーティ通信アプリケーションなども備えています。
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製品の説明
Cisco Unified Presence は、新たな音声サービスを企業環境でサポートするための、Session Initiation    
Protocol（SIP）テクノロジーを展開するために役立ちます。SIP により、さまざまな機能やサービ 
スに適用できる、セッションの確立および管理に関する一連の主要な動作を提供することで、音声

ネットワークが強化されます。Cisco Unified Presence では、SIP コアをサポートするだけでなく、SIP    
for Instant Messaging and Presence Leveraging Extensions（SIMPLE）テクノロジーを採用することで、      
インスタント メッセージ（IM）とプレゼンスの両方をサポートします。

Cisco Unified Presence には、SIP プレゼンス エンジンと SIP プロキシ機能があります。プレゼンス       
エンジンでは、ユーザのプレゼンス情報（話し中、アイドル、不在、または応対可能のステータス）

だけでなく、ユーザの機能（音声、画像、IM、Web コラボレーションなどのサポート機能）に関 
する情報を収集し、ユーザ単位でリポジトリにデータを蓄積します。ユーザが採用するアプリケー

ションや機能からリポジトリへ個別にアクセスできます。各ユーザが独自のユーザ ルールおよびプ 
ライバシを適用することで、許可されたアプリケーションおよびユーザだけがプレゼンス情報へア

クセスできるようになっています。SIP プロキシ機能により、プレゼンス情報と一般的な SIP メッ   
セージの両方を、企業全体で効率的かつ正確にルーティングできます。

さまざまなデスクトップ クライアントやアプリケーションと強力に統合された Cisco Unified   
Presence を使用すると、Cisco のエンタープライズ デスクトップ クライアントである Cisco Unified      
Personal Communicator で、クリック ツー ダイヤルや電話機制御、音声、ビデオ、Web コラボレー     
ションなど、さまざまな機能を実行できます。さらに、Cisco Unified Presence では、Cisco Unified    
Communications Manager に接続される Cisco Unified IP Phone のコアとなる IM サービスを提供しま         
す。また、Cisco Unified Presence では、IBM Sametime や Microsoft Office Communicator など、エン         
タープライズ デスクトップ アプリケーションとの相互運用性もサポートしています。この相互運  
用性により、Cisco Unified Communications Manager でサポートされる Cisco Unified IP Phone ととも         
に、これらのデスクトップ アプリケーションを運用できます。
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機能および利点
この項では、Cisco Unified Presence の主な機能と利点について説明します。

標準ベースの SIP/SIMPLE ネットワーク インターフェイス
Cisco Unified Presence は、SIP または SIMPLE に対応するアプリケーションおよびネットワークに      
標準ベースのピアリング環境を提供します。ステータスおよびプレゼンスの共有に IETF 標準を採  
用することで、事実上、ユーザは Cisco Unified Presence に保存されている任意のユーザ ステータス     
を要求できます。これらの SIP および SIMPLE 標準では、受信したメッセージを定義することで、    
ステータスの要求を開始および維持し、適切な応答を提供します。Cisco Unified Presence は、展開   
したサービスのニーズに応じて、ステータス情報を収集および配布できます。

このようなインターフェイスを実装することにより、さまざまな シスコ パートナーとの相互運用  
の方法を標準化し、Cisco Unified Communication 顧客向けの付加価値サービスを構築できます。

Cisco Unified Personal Communicator のネットワーク インターフェイス
Cisco Unified Presence では、Cisco Unified Personal Communicator のコアとなる、ユーザのステータ       
ス、機能、個人のルールや設定などを含む、個人データの保存機能をサポートする必要があります。

また、Cisco Unified Presence では、Cisco Unified Personal Communicator の電話機制御やクリック ツー        
ダイヤル サービスの監視を有効にすることもできます。高度に安全な環境により、ユーザのパス 
ワードからネットワーク接続情報や個人の連絡先リストまで、さまざまな個人情報の完全性を保証

できます。

IP Phone Messenger のネットワーク インターフェイス
Cisco Unified Presence に含まれる Cisco IP Phone Messenger サービスは、プレゼンス対応の連絡先リ        
ストを完備した IM クライアントを Cisco Unified IP Phone に提供します。また、このサービスのリ       
アルタイム コラボレーション機能により、電話機ユーザが PC から離れていても、他のユーザのプ   
レゼンス ステータスを瞬時にチェックできます。また、簡単なテキスト メッセージを送受信する  
ことも可能です。これらのメッセージの多くは、フレーズや完全文のリストから使用できるため、

電話機のキーを押して入力する必要がありません。メッセージの受信者は、そのメッセージに直接

応答するか、または［ダイヤル］ソフトキーを押してコールバックできるため、電話番号を検索し

たりダイヤルしたりする必要がありません。
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Cisco Unified Presence の管理ページの参照
Cisco Unified Presence の管理プログラムには、Web サーバでない PC および Cisco Unified Presence が          
インストールされていない PC からアクセスします。サーバにブラウザ ソフトウェアはありません。   
サーバの参照に関する詳細は、P.1-4 の「Web ブラウザ」を参照してください。

追加情報

P.1-11 の「関連項目」を参照してください。

Web ブラウザ
Cisco Unified Presence の管理ページでは、次の Microsoft Windows オペレーティング システムのブ       
ラウザがサポートされています。

 • Microsoft Internet Explorer（IE）6.1

 • Netscape 7.2 以降

ネットワーク内のユーザの PC から、Cisco Unified Presence の管理ページを実行しているサーバを参     
照し、管理者権限でログインします。

（注） 多数のユーザが Cisco Unified Presence の管理ページに同時にログインすると、パフォーマンスが低    
下する場合があります。同時にログインするユーザおよび管理者の数を制限してください。

Cisco Unified Presence の管理ページへのログイン
次の手順で Cisco Unified Presence の管理ページにログインします。

手順

次の手順でサーバを参照し、Cisco Unified Presence の管理ページにログインします。

ステップ 1 任意のブラウザを起動します。

ステップ 2 ブラウザのアドレスバーに次の URL を入力します（大文字と小文字は区別されます）。

https://<サーバ名 > 

<サーバ名 > は、サーバの名前または IP アドレスです。

ステップ 3 Cisco Unified Presence の管理ページにログインするには、［Cisco Unified Presence Administration］リ      
ンクをクリックします。

ステップ 4 ［セキュリティの警告］ダイアログボックスが表示されます。適切なボタンをクリックします。

ステップ 5 ［ログイン］ウィンドウに、Cisco Unified Presence のインストール時に指定したアプリケーション   
ユーザのパスワードを入力して、［ログイン］をクリックします。

［Cisco Unified Presenceの管理］ウィンドウが表示されます。
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（注） セキュリティ上の目的で、30 分後に Cisco Unified Presence の管理ページから自動的にログアウトさ     
れるため、引き続き使用する場合は再度ログインする必要があります。

追加情報

P.1-11 の「関連項目」を参照してください。

Cisco Unified Presence の管理ページからのログアウト

手順

次の手順で Cisco Unified Presence の管理ページからログオフします。

ステップ 1 ［Cisco Unified Presenceの管理］のメインウィンドウで、右上にある［ログオフ］ボタンをクリック  
します（図 1-1 を参照してください）。

ステップ 2 ［ログイン］ウィンドウが表示されます。

追加情報

P.1-11 の「関連項目」を参照してください。

Hypertext Transfer Protocol Over Secure Sockets Layer (HTTPS)

ブラウザ クライアントと Web ブラウザ（Microsoft Windows ユーザの場合）の通信をセキュリティ     
で保護する HTTP over Secure Sockets Layer（SSL）では、証明書と公開鍵を使用して、インターネッ     
ト上を流れるデータを暗号化します。また、HTTPS では、Web 上でユーザのログイン パスワード   
がセキュリティで保護された状態で送信されます。一部の Cisco Unified Communications Manager ア     
プリケーションでは HTTPS がサポートされているため、サーバの識別が保証されます。これらの  
アプリケーションには、Cisco Unified Communications Manager の管理、Cisco Unified Communications      
Manager Serviceability、Cisco Unified Communications Manager ユーザ オプション、トレース収集ツー      
ル、Real-Time Monitoring Tool（RTMT）、XML（AXL）アプリケーション プログラミング インター    
フェイスがあります。 

自己署名証明書は、インストール時に Web サーバ上で生成されます（アップグレード時にはこの  
証明書が移行されます）。

（注） ホスト名を使って Web アプリケーションにアクセスし、信頼できるフォルダに証明書をインス  
トールした後、ローカルホストまたは IP アドレスを使ってそのアプリケーションにアクセスしよ  
うとすると、セキュリティ証明書の名前とサイトの名前が一致しないことを示す［セキュリティの

警告］ダイアログボックスが表示されます。  
 

ローカルホスト、IP アドレス、またはホスト名を URL で使って HTTPS 対応アプリケーションにア     
クセスする場合、URL の種類（ローカルホスト、IP アドレスなど）ごとに信頼できるフォルダに  
証明書を保存する必要があります。このようにしないと、それぞれの種類で［セキュリティの警

告］ダイアログボックスが表示されます。
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Cisco Unified Presence の管理ページにおける Internet Explorer および HTTPS の使用

ここでは、信頼できるフォルダに CA のルート証明書を保存する方法について説明します。この操  
作により、Web アプリケーションへアクセスするたびに［セキュリティの警告］ダイアログボック 
スが表示されなくなります。管理者またはユーザが、ブラウザ クライアントから Cisco Unified   
Presence の管理ページに初めてアクセスする場合、サーバを信頼するかどうかを確認するための［セ 
キュリティの警告］ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックスが表示された場

合、次のいずれかのタスクを実行する必要があります。

 • ［はい］をクリックすると、現在の Web セッションの間に限り証明書を信頼することになりま  
す。現在のセッションに限り証明書を信頼する場合、アプリケーションにアクセスするたびに

［セキュリティの警告］ダイアログボックスが表示されます。つまり、信頼できるフォルダに

証明書をインストールするまでこのダイアログボックスが表示されるということです。 

 • ［証明書の表示］>［証明書のインストール］をクリックして、証明書のインストールのタスク
を実行し、証明書を常に信頼することを示します。証明書を信頼できるフォルダにインストー

ルすると、Web アプリケーションへアクセスするたびに［セキュリティの警告］ダイアログ 
ボックスが表示されることがなくなります。

 • ［いいえ］をクリックすると、作業がキャンセルされます。認証が行われないため、Web アプ 
リケーションにアクセスできません。Web アプリケーションにアクセスするには、［はい］を 
クリックするか、または［証明書の表示］>［証明書のインストール］をクリックして証明書
をインストールする必要があります。 

［セキュリティの警告］ダイアログボックスで実行できるその他の作業については、『Cisco Unified 
Communications Manager セキュリティ ガイド』を参照してください。

手順

ステップ 1 Web サーバのアプリケーションを参照します。

ステップ 2 ［セキュリティの警告］ダイアログボックスが表示されたら、［証明書の表示］をクリックします。 

ステップ 3 ［証明書］ペインで［証明書のインストール］をクリックします。

ステップ 4 ［次へ］をクリックします。

ステップ 5 ［証明書をすべて次のストアに配置する］オプション ボタンをクリックし、［参照］をクリックしま 
す。

ステップ 6 ［信頼されたルート証明機関］を参照します。

ステップ 7 ［次へ］をクリックします。

ステップ 8 ［完了］をクリックします。

ステップ 9 証明書をインストールするには、［はい］をクリックします。

インポートの完了を示すメッセージが表示されます。［OK］をクリックします。

ステップ 10 ダイアログボックスの右下にある［OK］をクリックします。

ステップ 11 証明書を信頼し、再度ダイアログボックスを表示させないようにするには、［はい］をクリックし
ます。
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（注） ローカルホスト、IP アドレス、またはホスト名を URL で使って HTTPS 対応アプリケーショ     
ンにアクセスする場合、URL の種類（ローカルホスト、IP アドレスなど）ごとに信頼でき  
るフォルダに証明書を保存する必要があります。このようにしないと、それぞれの種類で

［セキュリティの警告］ダイアログボックスが表示されます。

追加情報

P.1-11 の「関連項目」を参照してください。

Cisco Unified Presence の管理ページにおける Netscape および HTTPS の使用

Netscape で HTTPS を使用する場合、証明書の資格情報を表示する、証明書を 1 回のセッションに     
限り信頼する、有効期間中証明書を信頼する、証明書を信頼しないなどの選択が可能です。

ヒント 単独セッションに限り証明書を信頼する場合、HTTPS 対応アプリケーションにアクセスするたび 
に、次の手順を繰り返す必要があります。証明書を信頼しない場合、アプリケーションにアクセス

できません。

証明書を信頼できるフォルダへ保存するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Presence の管理ページなど、アプリケーションを Netscape を使って参照します。

認証局のダイアログボックスが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかのオプション ボタンをクリックします。

 • この証明書をこのセッションのために一時的に受け入れる

 • この証明書を受け入れない /この Web サイトに接続しない

 • この証明書を永続的に受け入れる

（注） 証明書を受け入れないオプションを選択した場合、アプリケーションが表示されません。

（注） 証明書の資格情報を表示してから続行する場合、［証明書を調査］をクリックします。資格

情報を確認し、［閉じる］をクリックします。

ステップ 3 ［OK］をクリックします。

［セキュリティの警告］ダイアログボックスが表示されます。
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ステップ 4 ［OK］をクリックします。

追加情報

P.1-11 の「関連項目」を参照してください。
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Cisco Unified Presence の管理アプリケーションのナビゲート
ログイン後、［Cisco Unified Presence の管理］のメインウィンドウが表示されます。このウィンドウ   
の右上隅に、［ナビゲーション］というドロップダウン リストが表示されます（ 図 1-1 を参照して   
ください）。ドロップダウン リスト ボックスにあるアプリケーションへアクセスするには、目的の  
プログラムを選択して［移動］をクリックします。ドロップダウン リスト ボックスの選択肢には、  
次の Cisco Unified Presence アプリケーションが含まれています。

 • Cisco Unified Presence の管理：Cisco Unified Presence にアクセスすると、デフォルトが表示され      
ます。Cisco Unified Presence の管理ページを使用して、システムのパラメータ、アプリケーショ   
ンなどを設定します。

 • Cisco Unified サービスアビリティ：トレース ファイルおよびアラームの設定やサービスの有効   
化 /無効化などに使用する Cisco Unified Presence Serviceability メインウィンドウに移動します。

 • 障害復旧システム：Cisco 障害復旧システムへ移動します。このプログラムは、データのフル 
バックアップおよび復元機能を、Cisco Unified Presence クラスタ内のすべてのサーバに提供し   
ます。

 • Cisco Unified OSの管理：［ログイン］ウィンドウへ移動します。このアプリケーションを使用  
して、Cisco Unified Presence プラットフォームを設定し、管理できます。

これらのアプリケーションは、追加のセキュリティで保護されているため、これらのプログラムへ

アクセスするには、ユーザ ID とパスワードを入力する必要があります。

図 1-1 Cisco Unified Presence の管理ページへのナビゲーション

Cisco Unified Communications Manager パブリッシャ リンク
Cisco Unified Presence の管理ページのメイン ウィンドウには、関連付けられている Cisco Unified      
Communications Manager パブリッシャ サーバに直接移動するためのリンクがあります。Cisco   
Unified Communications Manager の管理にアクセスするには、［Cisco Unified Communications Manager      
Publisher Address］リンクをクリックします。
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このリリースの最新情報
Cisco Unified Presence の管理ページにログインすると、現在のリリースの新機能に関する情報が含   
まれるポップアップ ウィンドウが表示されます。この情報には、ウィンドウの右上隅にある［最新 
情報］リンクをクリックするか、［ヘルプ］>［最新情報］の順に選択すればアクセスできます。

（注） ポップアップ ウィンドウを無効化するには、［起動時にこのウィンドウを表示しない］チェック 
ボックスをオンにします。

移行の手順

SIP パブリッシュ機能のサポートを通じて、Cisco Unified Communications Manager 6.0(1) はプレゼン      
ス情報を Cisco Unified Presence 6.0(1) にプッシュできます。 

Cisco United Communications Manager パブリッシャ サーバを Release 6.0(1) 以降にアップグレードす        
る場合、［最新情報］ウィンドウに表示される次の移行の手順を実行する必要があります。ただし、

Cisco Unified Communications Manager を初めてインストールする場合は、移行の手順を実行する必    
要はありません。

（注） Cisco United Communications Manager を Release 6.0(1) にアップグレードする前に、Cisco Unified        
Presence を Release 6.0(1) にアップグレードする必要があります。Cisco United Communications      
Manager 6.0(1) を Cisco Unified Presence の以前のリリースと同期化することはできないためです。

ヒント Cisco Unified Presence 6.0(1) への移行の詳細および他の必要な設定手順については、『Cisco Unified     
Presence 導入ガイド』を参照してください。

1. 同期エージェント サービスを再起動します。同期エージェント サービスを再起動するには、  
Cisco Unified サービスアビリティ に移動し、［Tools］>［Control Center - Network Services］の       
順に選択します。

2. プレゼンスをサポートするために、ライン アピアランスをユーザにマッピングします。プライ 
マリ内線とのライン アピアランス マッピングを行っても、Cisco Unified Presence 6.0(1) の基本      
的なプレゼンスは提供されません。

3. ［Cisco Unified Presence設定 (Cisco Unified Presence Settings)］ウィンドウで SIP トランクを有効       
にします。詳細については、第 8 章「Cisco Unified Presence の設定値」を参照してください。

（注） トランクをアクティブにするには、トランクの作成時に通常行うように、SIP トランクをリ 
セットする必要があります。

4. Cisco Unified Presence の管理ページで、［システム］>［トラブルシュータ］の順に選択して設   
定を確認します。詳細については、第 7 章「設定トラブルシュータ」を参照してください。

追加情報

P.1-11 の「関連項目」を参照してください。
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アクセシビリティ
Cisco Unified Presence の管理ページおよび Cisco Unified Presence ユーザ オプション ページでは、         
ユーザがマウスを使わずにウィンドウでボタンにアクセスするための機能が提供されています。

ウィンドウの任意の場所から次の手順を実行できるため、ユーザはさまざまなフィールドでのスク

ロールやタブなどの操作が不要になります。

ウィンドウ内でのアイコンへのアクセス

Cisco Unified Presence の多くのウィンドウでは、保存するためのディスクのアイコンや追加を示す   
プラス（+）記号のアイコンなどが上部に表示されます。これらのアイコンへアクセスするには、次
の手順を実行します。

1. Alt キー、1 キー、Tab キーの順に押します。カーソルにより一番左側のアイコンが強調表示さ   
れます。次のアイコンへ移動するには、再度 Tab キーを押します。

2. Enter キーを押します。アイコンの機能（追加など）が実行されます。

ウィンドウ内でのボタンへのアクセス

Cisco Unified Presence および Cisco PCA のウィンドウの多くでは、［保存］ボタンや［追加］ボタン      
などが下部に表示されています。これらのボタンへアクセスするには、次の手順を実行します。

1. Alt キー、2 キー、Tab キーの順に押します。カーソルにより一番左側のボタンが強調表示され   
ます。次のボタンへ移動するには、再度 Tab キーを押します。

2. Enter キーを押します。ボタンの機能（保存など）が実行されます。

参考情報
 • Cisco Unified Serviceability アドミニストレーション ガイド for Cisco Unified Presence

 • Cisco Unified Presence インストレーション ガイド Release 6.0(1)

 • Cisco Unified Communications Operating System for Cisco Unified Presence アドミニストレーション         
ガイド 

 • Disaster Recovery System ガイド for Cisco Unified Presence

 • Cisco Unified Presence 導入ガイド

関連項目
 • 概要

 • 製品の説明

 • 機能および利点

 • Cisco Unified Presence の管理ページの参照

 • Cisco Unified Presence の管理アプリケーションのナビゲート

 • このリリースの最新情報

 • アクセシビリティ

 • 参考情報
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2
サーバの設定

サーバの設定のウィンドウを使用して、Cisco Unified Presence がインストールされているサーバの   
アドレスを指定します。ネットワークでドメイン ネーム システム（DNS）サービスを使用してい  
る場合、サーバのホスト名を指定できます。ネットワークで DNS サービスを使用していない場合、  
サーバのインターネット プロトコル（IP）アドレスを指定する必要があります。

（注） Cisco Unified Presence を設定するための情報を使用するには、適切な Cisco Unified Presence 名とア       
ドレス情報を使って DNS サーバを更新する必要があります。

Cisco Unified Presence データベースでサーバのアドレスを追加、更新、または削除する方法につい   
ては、P.2-6 の「関連項目」を参照してください。

（注） Cisco Unified Presence を新規にインストールする場合、Cisco Unified Presenceの管理 ページの［サー      
バの設定 (Server Configuration)］ウィンドウでセカンダリ サーバ（ノード）を定義してから、その  
サーバに Cisco Unified Presence ソフトウェアをインストールする必要があります。後続のノードを    
定義するには、P.2-4 の「サーバの設定」 で説明するとおり、［新規追加］をクリックしてサーバを  
設定します。セカンダリサーバを追加したら、Cisco Unified Presence ソフトウェアをそのサーバに   
インストールできます。
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サーバの検索
ネットワークにサーバが複数存在する場合があるため、Cisco Unified Presence では、具体的な検索   
条件に基づいて特定のサーバを検索することができます。特定のサーバを検索するには、次の手順

を実行します。

（注） ブラウザ セッションでの作業中、クライアント マシンの cookie により、検索 /一覧表示の設定が    
保存されます。他のメニュー項目に移動してからこのメニューに戻るか、ブラウザを閉じてから新

しいブラウザ ウィンドウを開くと、検索の設定を変更するまで、Cisco Unified Presence の検索の設    
定がシステムで維持されます。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［サーバ］の順に選択します。

［サーバの検索と一覧表示 (Find and List Servers)］ウィンドウが表示されます。アクティブ（優先）   
クエリーのレコードもウィンドウに表示される場合があります。

ステップ 2 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、ステップ 3 に進みます。

レコードをフィルタリングするかまたは検索します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。検索条件を追加すると、指定し
たすべての検索条件に一致するレコードが検索されます。検索条件を削除するには、［–］ボ
タンをクリックして最後に追加した検索条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンを

クリックして追加したすべての検索条件を削除します。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リストボック 
スで異なる値を選択すると、各ウィンドウに表示する項目の数を変更できます。

（注） 対象のレコードの隣にあるチェックボックスをオンにしてから［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

してから［選択項目の削除］をクリックすると、この選択で設定可能なすべてのレコード

を削除できます。
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ステップ 4 表示されるレコードのリストから、表示対象となるレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順序を逆にするには、必要に応じて、リストのヘッダーにある上向きまたは下向き

の矢印をクリックします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.2-6 の「関連項目」を参照してください。
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サーバの設定
この項では、Cisco Unified Presence データベースで、サーバのアドレスを追加または更新する方法   
について説明します。

開始する前に

サーバを追加する場合、次のガイドラインを適用します。

 • ［サーバの設定 (Server Configuration)］ウィンドウで各サーバが 2 度以上追加されていないこと   
を確認します。ホスト名を使用してサーバを追加し、その後、IP アドレスを使用して同じサー 
バを追加すると、Cisco Unified Presence のアップグレード後に Cisco Unified Presence でそのサー       
バのコンポーネントのバージョンを正確に把握できない場合があります。同じサーバに対し

て、Cisco Unified Presence の管理ページに 2 つのエントリがある場合、アップグレード前にど     
ちらかのエントリを削除する必要があります（P.2-5 の「サーバの削除」を参照してください）。

手順

ステップ 1 次のいずれかのタスクを実行します。

 • サーバを追加するには、［システム］>［サーバ］の順に選択し、［新規追加］をクリックします。

 • サーバを更新する場合、P.2-2 の「サーバの検索」の手順に従ってサーバを検索します。

［サーバの設定 (Server Configuration)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 表 2-1 の説明に従って適切な設定を入力します。

ステップ 3 データを保存してサーバをデータベースに追加するには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示

される［保存］アイコンをクリックします（または、ウィンドウの下部に表示される［保存］ボタ

ンをクリックします）。

注意 サーバの設定の変更を有効にするには、Cisco Unified Presence のプロキシ サーバを再起動する必要    
があります。再起動の間は、Cisco Enterprise SIP プロキシ サービスにより既存のトランザクション    
が停止されるため、新たな要求を受け付けることができなくなります。

ステップ 4 ［Cisco Unified Presence］>［プロキシ サーバ］>［設定］を選択します。

［プロキシの構成設定 (Proxy Configuration Settings)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 ［すべてのプロキシサービスのリスタート］をクリックします。

ステップ 6 確認のウィンドウが表示されたら、［OK］をクリックしてプロキシ サービスを再起動します。

追加情報

P.2-6 の「関連項目」を参照してください。
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サーバの削除
この項では、Cisco Unified Presence データベースからサーバを削除する方法について説明します。

開始する前に

システムで依存関係レコードの機能が有効でない場合、［依存関係レコード要約］ウィンドウにメッ

セージが表示されます。このメッセージには、依存関係レコードを有効にするのに必要な操作と、

依存関係レコードの機能に伴う CPU 消費量の増大に関する情報が表示されます。 

手順

ステップ 1 P.2-2 の「サーバの検索」の手順に従いサーバを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除するサーバを選択します。

ステップ 3 サーバを削除するには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示される［選択項目の削除］アイコ

ンをクリックします（または、ウィンドウの下部に表示される［選択項目の削除］ボタンをクリッ

クします）。

警告 サーバの設定の変更を有効にするには、Cisco Unified Presence のプロキシ サーバを再起動する必    
要があります。再起動の間は、Cisco Enterprise SIP プロキシ サービスにより既存のトランザクショ    
ンが停止されるため、新たな要求を受け付けることができなくなります。

ステップ 4 ［Cisco Unified Presence］>［プロキシ サーバ］>［設定］を選択します。

［プロキシの構成設定 (Proxy Configuration Settings)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 ［すべてのプロキシサービスのリスタート］をクリックします。

ステップ 6 確認のウィンドウが表示されたら、［OK］をクリックしてプロキシ サービスを再起動します。

追加情報

P.2-6 の「関連項目」を参照してください。
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サーバの設定値
表 2-1 で、サーバの設定値について説明します。関連する手順については、P.2-6 の「関連項目」を  
参照してください。

関連項目
 • サーバの検索（P.2-2）

 • サーバの設定（P.2-4）

 • サーバの削除（P.2-5）

 • サーバの設定値（P.2-6）

表 2-1 サーバの設定値 

［サーバ情報 (Server 
Information)］のフィールド 説明

ホスト名 /IP アドレス ネットワークで DNS サービスを使用している場合、Cisco Unified   
Presence サーバのホスト名を入力できます。それ以外の場合、サー 
バの完全な IP アドレスを入力する必要があります。

（注） ここで入力情報を使用するには、適切な Cisco Unified 
Presence 名とアドレス情報を使って DNS サーバを更新す
る必要があります。

MACアドレス (MAC Address) このオプションのエントリには、Cisco Unified Presence サーバの   
ネットワーク インターフェイス カード（NIC）のメディア アクセ   
ス制御（MAC）アドレスを入力します。この MAC アドレスによ  
り、NIC の固定ハードウェア アドレスが決まります。 

ヒント サーバを定期的にネットワーク上の別の場所へ移動す
る予定がある場合、ネットワーク上の他のサービスが常
にそのサーバを識別できるように、MAC アドレスを入 
力する必要があります。サーバを移動する計画がない場
合は、MAC アドレスを入力する必要はありません。

説明 このオプションのエントリには、サーバの説明を入力します。
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3
サービス パラメータの設定

Cisco Unified Presence のサービス パラメータを使用すると、選択したサーバでさまざまなサービス    
を設定できます。［サービスパラメータ設定 (Service Parameter Configuration)］ウィンドウで疑問符  
（?）ボタンをクリックすると、パラメータのリストと説明を表示できます。特定のパラメータをク
リックすると、そのパラメータを含むリストが先頭に表示されます。 

Cisco Unified サービスアビリティを使用してサービスを無効にすると、Cisco Unified Presence で更     
新後のサービス パラメータ値が維持されます。サービスを再開すると、Cisco Unified Presence によ    
りサービス パラメータが変更後の値に設定されます。 

開始する前に

手順を進める前に、次の前提条件が満たされていることを確認してください。

 • サーバが設定されている。詳細については、P.2-1 の「サーバの設定」を参照してください。

 • サーバでサービスが使用可能である。［サービスパラメータ設定 (Service Parameter Configuration)］  
ウィンドウに、使用可能なサービス（アクティブおよび非アクティブ）がすべて表示されます。 

注意 サービス パラメータの一部を変更すると、システム障害を引き起こす場合があります。変更しよ 
うとしている機能を完全に理解している場合、または Cisco Technical Assistance Center（TAC）か    
ら変更の指定があった場合を除き、サービス パラメータを変更しないことをお勧めします。 

サービス パラメータを設定または表示するには、次のトピックを参照してください。

 • サーバのサービスに対するサービス パラメータの設定（P.3-2）

 • サービス パラメータの表示（P.3-4）
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サーバのサービスに対するサービス パラメータの設定
特定のサーバのサービスに対するサービス パラメータを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［サービスパラメータ］の順にクリックします。

ステップ 2 ［サーバ (Server)］ドロップダウン リスト ボックスからサーバを選択します。

ステップ 3 ［サービス (Service)］ドロップダウン リスト ボックスから、更新するパラメータを含むサービスを  
選択します。

（注） ［サービスパラメータ設定 (Service Parameter Configuration)］ウィンドウに、サービス（アク  
ティブおよび非アクティブ）がすべて表示されます。

［サービスパラメータ設定 (Service Parameter Configuration)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 適切なパラメータ値を更新します。このサービスのインスタンスのサービス パラメータをすべてデ 
フォルトの値に設定するには、［デフォルトに設定］ボタンをクリックします。

（注） Cisco IP Phone Messenger が正しく動作するためには、Cisco UP SIP プロキシサービスの       
HTTP Port パラメータ値は、関連付けられている Cisco Unified Communications Manager の       
Phone Service パラメータに一致する必要があります。 

パラメータのリストと説明を表示するには、疑問符のボタンをクリックします（図 3-1 を参照）。特 
定のパラメータを持つリストを上部に表示するには、［サービスパラメータ設定 (Service Parameter 
Configuration)］ウィンドウでそのパラメータをクリックします。 
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図 3-1 ［サービスパラメータ設定 (Service Parameter Configuration)］ウィンドウ

（注） 一部のサービスには、ほとんど変更されることのないサービス パラメータが含まれていま 
す。Cisco Unified Presence の管理ページでは、［サービスパラメータ設定 (Service Parameter    
Configuration)］ウィンドウにアクセスしたとき、これらのパラメータは自動的に表示され
ません。すべてのパラメータを表示するには、［詳細設定］をクリックします。すべてのパ

ラメータが表示されてから［簡易設定］をクリックすると、基本パラメータを再表示でき

ます。［詳細設定］ボタンが無効な場合、デフォルトでそのサービスのパラメータがすべて

表示されます。

ステップ 5 ［保存］をクリックします。

ウィンドウが更新され、ユーザが行った変更により、Cisco Unified Presence でサービス パラメータ    
が更新されます。

追加情報

P.3-5 の「関連項目」を参照してください。
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サービス パラメータの表示
クラスタ内のすべてのサーバで特定のサービスに属するサービス パラメータをすべて比較するこ 
とが必要な場合があります。また、非同期のパラメータ（サーバ間で値が異なるサービスパラメー

タ）または提示された値から変更されているパラメータだけを表示することが必要な場合もありま

す。 

クラスタ内のすべてのサーバで、特定のサービスに対するサービス パラメータを表示するには、次 
の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［サービスパラメータ］の順にクリックします。

ステップ 2 ［サーバ (Server)］ドロップダウン リスト ボックスからサーバを選択します。

ステップ 3 ［サービス (Service)］ドロップダウン リスト ボックスから、クラスタ内のすべてのサーバでサービ  
ス パラメータを表示するサービスを選択します。

（注） ［サービスパラメータ設定 (Service Parameter Configuration)］ウィンドウに、サービス（アク  
ティブおよび非アクティブ）がすべて表示されます。

ステップ 4 ［サービスパラメータ設定 (Service Parameter Configuration)］ウィンドウが表示されたら、［関連リン  
ク］ドロップダウン リスト ボックスの［すべてのサーバに対するパラメータ］を選択して、［移動］  
をクリックします。

［すべてのサーバに対するパラメータ］ウィンドウが表示されます。現在のサービスについて、リ

ストにすべてのパラメータがアルファベット順に表示されます。各パラメータで、推奨される値が

パラメータ名の隣に表示されます。各パラメータ名の下に、そのパラメータを含むサーバのリスト

が表示されます。各サーバ名の隣に、このサーバのパラメータの現在値が表示されます。

所定のパラメータで、サーバ名または現在のパラメータ値をクリックし、対応するサービス パラ 
メータのウィンドウへリンクし、値を変更します。［前へ］および［次へ］をクリックすると、［す

べてのサーバに対するパラメータ］ウィンドウ間を移動できます。

ステップ 5 非同期のサービス パラメータを表示する必要がある場合、［関連リンク］ドロップダウン リスト  
ボックスの［すべてのサーバに対する同期外れパラメータ］を選択してから［移動］をクリックし

ます。

［すべてのサーバに対する同期外れパラメータ］ウィンドウが表示されます。現在のサービスにつ

いて、サーバによって異なる値を持つサービスパラメータがアルファベット順で表示されます。各

パラメータで、推奨される値がパラメータ名の隣に表示されます。各パラメータ名の下に、そのパ

ラメータを含むサーバのリストが表示されます。各サーバ名の隣に、このサーバのパラメータの現

在値が表示されます。 

所定のパラメータで、サーバ名または現在のパラメータ値をクリックし、対応するサービス パラ 
メータのウィンドウへリンクし、値を変更します。［前へ］および［次へ］をクリックすると、［す

べてのサーバに対する同期外れパラメータ］ウィンドウ間を移動できます。
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ステップ 6 提示された値から変更されているサービス パラメータを表示する必要がある場合、［関連リンク］ 
ドロップダウン リスト ボックスの［すべてのサーバに対する変更済パラメータ］を選択してから  
［移動］をクリックします。

［すべてのサーバに対する変更済パラメータ］ウィンドウが表示されます。現在のサービスについ

て、提示された値と異なる値を持つサービスパラメータがアルファベット順で表示されます。各パ

ラメータで、推奨される値がパラメータ名の隣に表示されます。各パラメータ名の下に、提示され

た値と異なる値を持つサーバのリストが表示されます。各サーバ名の隣に、このサーバのパラメー

タの現在値が表示されます。 

所定のパラメータで、サーバ名または現在のパラメータ値をクリックし、対応するサービス パラ 
メータのウィンドウへリンクし、値を変更します。［前へ］および［次へ］をクリックすると、［す

べてのサーバに対する変更済パラメータ］ウィンドウ間を移動できます。

追加情報

P.3-5 の「関連項目」を参照してください。

関連項目
 • サービス パラメータの表示（P.3-4）

 • サーバのサービスに対するサービス パラメータの設定（P.3-2）



第 3章      サービス パラメータの設定       
    関連項目

3-6
Cisco Unified Presence アドミニストレーション ガイド

OL-12727-01-J



C H A P T E R

4-1
Cisco Unified Presence アドミニストレーション ガイド    

OL-12727-01-J

4
ライセンス ファイルのアップロード

Cisco Unified Presence では、次の 2 種類のライセンス ファイルを取得し、アップロードする必要が      
あります。

 • サーバ ライセンス：サーバ ライセンスは、Cisco Unified Presence のノード用で、プレゼンス エ      
ンジンおよびプロキシ サービスのサービスをアクティブ化します。

 • エンドユーザ ライセンス：エンドユーザ ライセンスは、Cisco Unified Presence ユーザおよび     
Cisco Unified Personal Communicator ユーザが使用します。詳細については、P.4-3 の「エンド     
ユーザのライセンス」を参照してください。

ライセンス ファイルには、Cisco Unified Presence アプリケーションのライセンスを有効にするため    
に必要な情報が含まれています。この章では、次のトピックについて説明します。

 • ライセンス ファイルの取得（P.4-2）

 • エンドユーザのライセンス（P.4-3）

 • ライセンス ファイルの内容（P.4-4）

 • ライセンス ファイルのアップロード（P.4-6）

 • 関連項目（P.4-7）

（注） このウィンドウを使用して Cisco プレゼンス エンジン と SIP プロキシ サーバのライセンスをアッ       
プロードします。また、［Cisco Unified Communications Manager の管理］ウィンドウを使用して、適    
切なエンドユーザ ライセンスもアップロードする必要があります。詳細については、『Cisco Unified  
Communications Manager アドミニストレーション ガイド』を参照してください。
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ライセンス ファイルの取得
Cisco Unified Presence の新規インストール用のライセンス ファイルを取得するには、次の手順に従    
います。

（注） Cisco Unified Presence サーバにアップロードするライセンスは、プレゼンス エンジンおよびプロキ    
シ サービスのサービスを有効にするライセンスです。また、関連付けられている Cisco Unified   
Communications Manager サーバにエンドユーザ ライセンスをアップロードして、Cisco Unified    
Presence ユーザと Cisco Unified Personal Communicator ユーザが使用できるようにする必要もありま      
す。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』を     
参照してください。

ステップ 1 シスコ デバイスの注文時に、シスコから Product Authorization Key（PAK）が供給されます。

ステップ 2 CCO で提供される License Registration Web ツールを使用して、Cisco Unified Presence で受け取った        
PAK を登録します。

ステップ 3 ライセンスを要求する Cisco Unified Presence の MAC アドレスと、有効な電子メール アドレスを入       
力する必要があります。ライセンスが必要なノードおよび電話機の台数も入力する必要がありま

す。 

ステップ 4 CCO により、ライセンスを要求したユニット数に応じたライセンス ファイルが生成されます。こ  
のライセンス ファイルが、ステップ 3 で入力した電子メール アドレスを使用して送信されます。

ステップ 5 ステップ 3 で入力した MAC アドレスと一致するサーバへライセンス ファイルをアップロードする     
必要があります。P.4-6 の「ライセンス ファイルのアップロード」を参照してください。以降この  
サーバはライセンス マネージャの役割を果たします。

（注） 電話機を新しく購入した場合のライセンスの更新については、CCO で提供される License Registration   
Web ツールへ移動し、3 ～ 5 の手順に従います。

（注） ライセンス ファイルは、ライセンス ファイルで指定されたバージョンが、クラスタ内で実行され  
ている Cisco Unified Presence のバージョン以上である場合に限り、データベースへアップロードさ    
れます。バージョン チェックに失敗した場合はアラームが生成されます。正しいバージョンのラ 
イセンス ファイルを新たに取得する必要があります。システムでは、主要なリリースだけに基づ 
いてバージョン チェックを行います。

（注） ライセンス ファイルで指定されたライセンスを使用できるのは、ライセンス ファイルがアップ  
ロードされたクラスタ内に限ります。
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追加情報

P.4-7 の「関連項目」を参照してください。

エンドユーザのライセンス
Cisco Unified Presence サーバのライセンスの取得およびアップロードに加えて、すべての Cisco    
Unified Presence ユーザおよび Cisco Unified Personal Communicator ユーザのライセンスも取得する必       
要があります。 

必要なエンドユーザ ライセンス数の計算
ライセンスの目的上、Cisco Unified Presence ユーザはそれぞれ 1 つの電話デバイス ユニットを使用      
し、Cisco Unified Personal Communicator ユーザ（Cisco Unified Presence ライセンスも必要）は、1 人        
あたり 2 つの電話デバイス ユニットを使用します。 

ユーザは Cisco Unified Communications Manager の管理（［システム］ >［ライセンス］ >［ライセンス       
ユニット計算 (License Unit Calculator)］）のライセンス ユニット計算の機能を使用して、必要なラ   
イセンス数を計算できます。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニスト    
レーション ガイド』の「ライセンス ユニットの計算」の章を参照してください。

Cisco Unified Presence ユーザおよび Cisco Unified Personal Communicator ユーザに必要なライセンス        
ユニットの合計数を計算したら、次に Cisco Unified Communications Manager のデバイス ライセンス      
ユニットの合計数にこれらのライセンス数を追加する必要があります。

エンドユーザ ライセンスのアップロード
Cisco Unified Presence ユーザおよび Cisco Unified Personal Communicator ユーザに必要なライセンス        
を取得したら、次に、関連付けられている Cisco Unified Communications Manager サーバにこれらの     
ライセンスをアップロードする必要があります。Cisco Unified Communications Manager の管理で、    
［システム］ >［ライセンス］ >［ライセンスファイルのアップロード］の順に選択します。詳細につ  
いては、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「ライセンス     
ファイルのアップロード」の章を参照してください。

ユーザへのライセンスの割り当て

Cisco Unified Communications Manager の管理では、Cisco Unified Presence ユーザおよび Cisco Unified         
Personal Communicator ユーザに対し、［機能割り当て］ウィンドウを使用して一人ずつまたは複数  
のユーザごとにライセンスを割り当てることができます。Cisco Unified Communications Manager の    
管理で、［システム］ >［ライセンス］ >［機能割り当て］の順に選択します。詳細については、『Cisco  
Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の「機能割り当ての設定」の章    
を参照してください。

一括管理ツールを使用してライセンスを割り当てることもできます。Cisco Unified Communications  
Manager の管理で、［一括管理］>［CUP］>［CUP/CUPCユーザの更新］の順に選択します。詳細 
については、『Cisco Unified Communications Manager Bulk Administration ガイド』を参照してください。
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ライセンス ファイルの内容
ライセンス ファイルには、次の情報が含まれています。

 • ライセンスが供与される Cisco Unified Presence のノード数。お客様にライセンスを付与するク    
ラスタ内の Cisco Unified Presence サーバの数を示します。 

（注） Cisco Unified Presence Release 6.0(1) でサポートする最大ノード数は 2 です。

 • サポートされる Cisco Unified Presence のバージョン。 

 • ライセンスが付与される電話機の台数。電話機の種類ごとに個別のライセンスを生成するので

はなく、ユニット ライセンスの概念が使用されます。個々の電話機の種類は、一定のライセン 
ス ユニット数に対応します。 

 • ライセンス ファイルのインストール先となるサーバの MAC アドレス。

ライセンス サーバへライセンス ファイルをアップロードする方法については、P.4-6 の「ライセン   
ス ファイルのアップロード」を参照してください。

ライセンス ファイルのサンプル

次の例は、恒久 IP Phone ライセンスと、恒久 Cisco Unified Presence ノード ライセンスのライセンス        
ファイルを示したものです。

例 4-1 恒久 IP Phone のライセンス

INCREMENT PHONE_UNIT cisco 5.0 permanent uncounted \
 
VENDOR_STRING=<Count>1000</Count><OrigMacId>000BCD4EE59D</OrigMacId><LicFileVersion>1.
0</LicFileVersion> \
 HOSTID=000bcd4ee59d OVERDRAFT=50 \
 NOTICE="<LicFileID>20050826140539162</LicFileID><LicLineID>2</LicLineID> \
 <PAK></PAK>" SIGN="112D 17E4 A755 5EDC F616 0F2B B820 AA9C \
 0313 A36F B317 F359 1E08 5E15 E524 1915 66EA BC9F A82B CBC8 \
 4CAF 2930 017F D594 3E44 EBA3 04CD 01BF 38BA BF1B" 

このライセンス ファイルには、次の情報が含まれています。

 • キーワード permanent が示すとおり、このライセンスには有効期限がありません。 

 • このライセンス ファイルは、1000 PHONE_UNIT のライセンスを付与します。 

 • OVERDRAFT=50 は、1000 の 5% のライセンス超過が許可されていることを示します。ライセ    
ンス超過の値は、シスコが決定します。

 • シスコ固有のフィールド LicFileID により、このライセンス ファイルが識別されます。

 • 1 つのライセンス ファイルの同じ機能（電話機のユニット ライセンスまたはノード ライセン    
ス）に対して複数の INCREMENT 行を追加することにより、ライセンス数を増やすことができ  
ます。INCREMENT 行は重複できません。署名も個別に行ってください。 
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例 4-2 恒久 ENT_PROXY NODE ライセンス

INCREMENT ENT_PROXY_NODE cisco 1.0 permanent uncounted \
 
VENDOR_STRING=<Count>2</Count><OrigMacId>001438bdeddd</OrigMacId><LicFileVersion>1.0</
LicFileVersion> \
 HOSTID=001438bdeddd \
 NOTICE="<LicFileID>epas-yicding.lic</LicFileID><LicLineID>0</LicLineID> \
 <PAK>dummyPak</PAK>" SIGN="0B2A 49C3 54C9 5ECA CCDC 9005 E18D \
 8811 DB83 2CFC 69F1 9942 5D03 0F7F 3F05 0A57 D67B 5527 F8A7 \
 24C2 2705 CC91 54F8 5D04 FD43 2B77 6201 A28D EB55 C756"
INCREMENT ENT_PE_NODE cisco 1.0 permanent uncounted \
 
VENDOR_STRING=<Count>2</Count><OrigMacId>001438bdeddd</OrigMacId><LicFileVersion>1.0</
LicFileVersion> \
 HOSTID=001438bdeddd \
 NOTICE="<LicFileID>epas-yicding.lic</LicFileID><LicLineID>1</LicLineID> \
 <PAK>dummyPak</PAK>" SIGN="099A 81AD EA5E 1F29 75A5 85C5 6C99 \
 B021 9B24 968C DD71 A723 D887 48BA B90B 1788 F652 DCC3 0788 \
 38D8 0FAA 349E F1BB F14B 083A 08BB B21F 3CD4 4023 302E"

このライセンス ファイルには、次の情報が含まれています。

 • キーワード permanent が示すとおり、このライセンスには有効期限がありません。 

 • シスコ固有のフィールド LicFileID により、このライセンス ファイルが識別されます。

 • 1 つのライセンス ファイルの同じ機能に対して複数の INCREMENT 行を追加することにより、    
ライセンス数を増やすことができます。INCREMENT 行は重複できません。署名も個別に行っ 
てください。 

追加情報

P.4-7 の「関連項目」を参照してください。
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ライセンス ファイルのアップロード
Cisco Unified Presence ノードへライセンス ファイルをアップロードするには、次の手順に従います。    
ライセンス ファイルの入手方法については、P.4-2 の「ライセンス ファイルの取得」を参照してく   
ださい。ライセンス ファイルのロード先となる Cisco Unified Presence ノードが、ライセンス マネー      
ジャの役割を果たします。

（注） ライセンス ファイルは、Cisco Unified Presence クラスタの最初のノードにだけアップロードします。

手順

ステップ 1 ［システム］ >［ライセンス］>［ライセンスファイルのアップロード］の順に選択します。

［ライセンスファイルのアップロード (License File Upload)］ウィンドウが表示されます。 

ステップ 2 ［既存ライセンスファイル (Existing License Files)］ドロップダウン リスト ボックスに、サーバへアッ    
プロード済のライセンス ファイルが表示されます。

（注） 既存のファイルの内容を表示するには、［ファイルの表示］をクリックします。

ステップ 3 アップロードする新しいライセンス ファイルを選択するには、［ライセンスファイルのアップロー 
ド］をクリックします。

［ファイルのアップロード (File Upload)］ポップアップ ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 サーバへアップロードするライセンス ファイルを参照して選択します。 

ステップ 5 ［アップロード］をクリックします。

アップロード処理の完了後、［アップロード結果 (Upload Result)］ファイルが表示されます。 

ステップ 6 ［閉じる］をクリックします。

ステップ 7 ［ライセンスファイルのアップロード (License File Upload)］ウィンドウに、アップロード済ファイ  
ルのステータスが表示されます。

追加情報

P.4-7 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • ライセンス ファイルの取得（P.4-2）

 • ライセンス ファイルの内容（P.4-4）

 • ライセンス ファイルのアップロード（P.4-6）
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5
ライセンス ユニット レポート

ライセンス ユニット レポートを使用して、ライセンスの許容総数と使用中のライセンス数を表示  
します。このツールにより、使用可能なライセンスの合計数のリストを含むレポートが生成されま

す。 

ライセンス ユニット レポートの生成
使用可能なライセンス数のレポートを生成するには、次の手順に従います。 

手順

ステップ 1 ［システム］ >［ライセンス］>［ライセンスユニットレポート］の順に選択します。

ステップ 2 ［Cisco UPS ライセンスユニットレポート (Cisco UPS License Unit Report)］ウィンドウが表示されま      
す。このウィンドウには、次の基準でノードのライセンス数が表示されます。

 • 使用可能なユニット数 (Units Available)

 • 使用済ユニット数 (Units Used)

 • 残りユニット数 (Units Remaining)

追加情報

P.5-1 の「関連項目」を参照してください。

関連項目
 • ライセンス ファイルのアップロード（P.4-1）
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6
ステータス

ステータスのウィンドウを使用して、Cisco Unified Presence のシステム ステータスを表示します。 

システム ステータスの表示
システム ステータスを表示するには、次の手順に従います。 

手順

ステップ 1 ［システム］ >［ステータス］の順に選択します。

［Cisco Unified Presenceシステムステータス (Cisco Unified Presence System Status)］ウィンドウが表示      
されます。

ステップ 2 ステータス パラメータの説明については、表 6-1 を参照してください。
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表 6-1 システム ステータス パラメータ 

パラメータ 説明

同期情報 (Sync Information) 同期が発生すると、この読み取り専用フィールドにパブリッシャ

サーバの IP アドレスが表示されます。 

システム情報 (System 
Information)

［システム情報 (System Information)］には、次の読み取り専用フィー 
ルドが表示されます。

 • エンドユーザ数 (No. End-users)

 • 電話デバイス数 (No. Phone Devices)

 • ライセンス済 CUPエンドユーザ数 (No. Licensed Cisco Unified 
Presence (CUP) End users)

 • ライセンス済 UPCエンドユーザ数 (No. Licensed UPC End-users)

 • 割り当て済MOCエンドユーザ数 (No. Assigned MOC End-users)

 • クラスタ間ピアに関連付けられたエンドユーザ数 (No. End users  
Associated with Intercluster Peer)

（注） クラスタ間ピアに関連付けられたエンドユーザ数は、［クラ
スタ間ピア設定 (Intercluster Peer Configuration)］ウィンドウ  
でクラスタ間ピアを設定した後にのみ表示されます。詳細に
ついては、第 20 章「クラスタ間ピア」を参照してください。
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ライセンス済ユーザの検索
ライセンス済ユーザを検索するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 ［Cisco Unified Presenceシステムステータス (Cisco Unified Presence System Status)］ウィンドウの最初      
のドロップダウン リスト ボックスから、次のいずれかの検索条件を選択します。

 • が次の文字列で始まる

 • が次の文字列を含む

 • が次の文字列と等しい

 • が次の文字列で終わる

 • が空である

 • が空ではない

ステップ 2 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、［検索］をクリックします。

ヒント データベースに登録されているすべてのライセンス済ユーザを検索するには、検索テキ

ストを入力せずに［検索］をクリックします。

検出されたライセンス済ユーザのリストが表示されます。検索結果のパラメータの説明について

は、表 6-2 を参照してください。

ステップ 3 ユーザに関連付けられているデバイスを表示するには、［デバイス］リンクをクリックします。

表 6-2 システムステータスの検索結果パラメータ 

パラメータ 説明

ユーザ ID(User ID) ユーザ ID が表示されます。

（注） Cisco Unified Communications Manager ではユーザを作    
成できますが、Cisco Unified Presence では作成できま   
せん。

プライマリ内線 (Primary Extension) このユーザに関連付けられているプライマリ内線が表示され
ます。

デバイス (Devices) このユーザにリンクとして関連付けられているデバイスの合

計数が表示されます。デバイスのリストを含むポップアップ

ウィンドウを表示するには、リンクをクリックします。

連絡先 (Contacts) このユーザにリンクとして関連付けられている連絡先の合計

数が表示されます。連絡先のリストを含むポップアップ ウィ 
ンドウを表示するには、リンクをクリックします。ユーザは、

Cisco Unified Presence エンドユーザの連絡先ウィンドウで連   
絡先を追加できます。



第 6章      ステータス      
    ライセンス済ユーザの検索

6-4
Cisco Unified Presence アドミニストレーション ガイド

OL-12727-01-J

ウォッチャ (Watchers) このユーザにリンクとして関連付けられているウォッチャの

合計数が表示されます。ウォッチャのリストを含むポップ

アップ ウィンドウを表示するには、リンクをクリックしま 
す。 

（注） ウォッチャは、連絡先リストに特定のユーザを含む
ユーザを表し、事実上、このユーザを監視します。

ライセンス済 UPC(Licensed UPC) このユーザが Cisco Unified Personal Communicator の使用ライ     
センスを持っている場合、黒いチェック マークが表示されま 
す。

MOCを使う (MOC Enabled) このユーザが CTI Gateway Microsoft Office Communicator 機能      
の使用を許可されている場合、黒いチェック マークが表示さ 
れます。

表 6-2 システムステータスの検索結果パラメータ（続き）

パラメータ 説明
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7
設定トラブルシュータ

設定トラブルシュータのウィンドウを使用して、初期設定後または設定の変更時における、Cisco
Unified Presence の設定に関する問題点を診断します。設定トラブルシュータでは、Cisco Unified   
Presence クラスタと Cisco Unified Communications Manager クラスタの両方で一連のテストを実行      
し、Cisco Unified Presence の設定を検証します。

設定トラブルシュータのテストが終了すると、各テストで次の 3 つのステータスがレポートされま  
す。

 • テスト合格 (Test Passed)

 • テスト不合格 (Test Failed)

 • テスト警告 (Test Warning、設定に問題がある可能性を示します )

不合格または警告となったテストごとに、問題点の説明と考えられる解決方法が示されます。
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設定トラブルシュータの使用
設定トラブルシュータを利用するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 ［Cisco Unified Presenceの管理］ウィンドウで、［システム］>［トラブルシュータ］の順に選択します。

［設定トラブルシュータ (Configuration Troubleshooter)］ウィンドウが表示されます。設定トラブル 
シュータで実行されるテストのリストについては、表 7-1 を参照してください。

ステップ 2 不合格または警告となった各テストの結果の表を検証します。 

結果の表には、問題点の説明と推奨される解決策が提示されます。

ステップ 3 不合格または警告となったテストごとに、解決策の列で［fix］リンクをクリックし、Cisco Unified 
Presence の管理のウィンドウへ移動します。このウィンドウには、設定トラブルシュータにより見 
つかった問題点が表示されます。

ステップ 4 見つかった設定エラーを修正して、トラブルシュータを再度実行します。

表 7-1 トラブルシュータのテストと解決策 

テストの説明 問題の説明 解決策

同期エージェントのテスト

AXL 設定のエントリが存在す 
ることを確認します。

AXL 設定テーブルにエントリがありま 
せん。

AXL 設定ウィンドウで、有効な Cisco Unified   
Communications Manager パブリッシャ アド   
レス、AXL ユーザ ID、パスワードを設定し  
ます。詳細については、第 18 章「AXL 設定」   
を参照してください。

AXL ユーザ ID が有効であるこ  
とを確認します。

 • AXL のユーザ ID 値が無効

 • AXL パスワード値が無効

 • パブリッシャ アドレス値が無効

 • AXL 設定ウィンドウで、有効な AXL の   
ユーザ ID を設定します。

 • AXL 設定ウィンドウで、有効な AXL の   
パスワードを設定します。

 • 有効な Cisco Unified Communications 
Manager パブリッシャ アドレスを設定
します。

詳細については、第 18 章「AXL 設定」を参   
照してください。

パブリッシャのアドレスが到達

可能であることを確認します。

次に、ログインして基本的なク

エリーを実行します。

指定の IP アドレスで Cisco Unified 
Communications Manager パブリッシャ 
ノードに接続できません。

AXL 設定ウィンドウのパブリッシャ アドレ  
ス、AXL ユーザ ID、および AXL パスワード    
が正しいことを確認します。詳細について

は、第 18 章「AXL 設定」を参照してください。

同期エージェントにより適切な

データ（デバイス、ユーザ、ラ

イセンス情報など）が同期され

ていることを確認します。

同期エージェント サービスが有効な 
データを同期したかどうかを確認でき

ません。

同期エージェント サービスがアクティブで 
あることを確認します。Cisco Unified サービ  
スアビリティ に移動し、［Tools］>［Control 
Center - Network Services］の順に選択しま   
す。
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同期エージェント サービスが 
実行されていることを確認しま

す。

同期エージェント サービスが現在実行 
されていません。Cisco Unified Presence  
サーバが正しく動作するには、同期エー

ジェントが必要です。

同期エージェント サービスを起動するに
は、Cisco Unified サービスアビリティ に移
動し、［Tools］>［Control Center - Network 
Services］の順に選択します。

プレゼンス エンジンのテスト
Cisco Unified Communications 
Manager プレゼンス ゲートウェ
イのエントリが存在することを

確認します。

Cisco Unified Communications Manager プ    
レゼンス ゲートウェイのエントリがあ 
りません。

有効なプレゼンス ゲートウェイを設定する 
には、［Cisco Unified Presence］>［プレゼン  
ス エンジン］>［プレゼンス ゲートウェイ］  
の順に選択します。詳細については、第 9 章  
「プレゼンス ゲートウェイ」を参照してくだ 
さい。

プレゼンス エンジン サービス  
が実行されていることを確認し

ます。

プレゼンス エンジン サービスが現在実  
行されていません。

プレゼンス エンジン サービスを起動するに  
は、Cisco Unified サービスアビリティ に移動   
し、［Tools］>［Service Activation］の順に選 
択します。

プレゼンス エンジンの OAM  
エージェント サービスが実行 
されていることを確認します。

プレゼンス エンジンの OAM エージェ   
ント サービスが現在実行されていませ 
ん。

プレゼンス エンジンの OAM エージェント   
サービスを起動するには、Cisco Unified サー  
ビスアビリティ に移動し、［Tools］>［Control 
Center - Network Services］の順に選択しま   
す。

プレゼンス エンジン データ  
ベース サービスが実行されて 
いることを確認します。

プレゼンス エンジン データベース サー   
ビスが現在実行されていません。

プレゼンス エンジン データベース サービス   
を起動するには、Cisco Unified サービスアビ  
リティ に移動し、［Tools］>［Control Center  
- Network Services］の順に選択します。

Cisco Unified Communications 
Manager プレゼンス ゲートウェ
イが有効であることを確認しま

す（到達可能であることを

チェックします）。

無効なプレゼンス ゲートウェイが存在 
します。 

有効なプレゼンス ゲートウェイを設定する 
には、［Cisco Unified Presence］>［プレゼン  
ス エンジン］>［プレゼンス ゲートウェイ］  
の順に選択します。詳細については、第 9 章  
「プレゼンス ゲートウェイ」を参照してくだ 
さい。

Cisco Unified Communications 
Manager サーバに有効な SIP ト
ランクが存在することを確認し

ます。

 • Cisco Unified Communications Manager   
に有効な SIP トランクが存在しま  
せん。

 • Cisco Unified Communications Manager   
上で SIP トランクが失われている  
可能性があります。Cisco Unified 
Presence サーバごとに、対応する 
SIP トランクを設定する必要があり 
ます（DNS SRV が有効になってい  
る場合を除く）。存在しない可能性

のあるエントリは、次のとおりで

す。x.x.x.x、x.x.x.x、…

 • 有効な SIP トランクを Cisco Unified 
Communications Manager に設定します。

 • クラスタ内の Cisco Unified Presence サー    
バごとに、Cisco Unified Communications  
Manager で有効な SIP トランクを設定し   
たことを確認します。DNS SRV を使用  
している場合、トラブルシュータは現在

DNS SRV エントリを解決できないの  
で、このことが問題にならない可能性が

あります。

表 7-1 トラブルシュータのテストと解決策（続き）

テストの説明 問題の説明 解決策
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SIP パブリッシュ モデルが正し  
いことを確認します。

 • SIP パブリッシュ設定に、次のいず 
れかのエラーがあります。

－ SIP パブリッシュが Cisco Unified   
Presence または Cisco Unified   
Communications Manager のどち  
らにも設定されていない

－ SIP パブリッシュが Cisco 
Unified Communications Manager 
には設定されているが、Cisco 
Unified Presence サーバには設
定されていない

－ SIP パブリッシュが Cisco 
Unified Presence サーバには設
定されているが、Cisco Unified 
Communications Manager には設
定されていない

 • Cisco Unified Communications 
Manager に、現在ライン アピアラ
ンスが存在しません。

 • Cisco Unified Communications 
Manager の SIP パブリッシュ トラン
クのポートが、Cisco Unified 
Presence サーバの Cisco SIP プロキ
シ リスナーに設定されているいず
れのポートにも一致しません。

 • ［Cisco Unified Presence設定(Cisco Unified   
Presence Settings)］ウィンドウで SIP パ   
ブリッシュを有効にします。詳細につい

ては、第 8 章「Cisco Unified Presence の     
設定値」を参照してください。

 • SIP パブリッシュが正常に動作するため 
には、Cisco Unified Communications  
Manager にライン アピアランスが存在  
する必要があります。

 • Cisco Unified Communications Manager 上    
の SIP パブリッシュ トランク ポート    
（［デバイス］>［トランク］）を変更し
て、Cisco SIP プロキシ用のポート値のい  
ずれか（［Cisco Unified Presence］>［ト  
ランスポートリスナー］）と一致するよ

うにします。詳細については、第 19 章  
「トランスポート リスナー」を参照して 
ください。

プロキシ サーバのテスト

SIP プロキシサービスのプロキ
シドメインサービスパラメータ

の値が有効であることを確認し

ます。

無効なプロキシ ドメイン サービス パラ   
メータ値が存在します（値が空か、デ

フォルトに設定されています）。

有効なプロキシ ドメイン サービス パラメー   
タ（SIP プロキシ サービス）を設定します。

メソッド / イベントルートが存
在することを確認します。

メソッド / イベント ルートがありませ 
ん。デフォルトのルートが削除されてい

ます。正常に機能するためには、Cisco
Unified Presence にルートが必要です。

これらの要求をプレゼンス エンジンにルー 
ティングするには、少なくとも 2 つのメソッ  
ド ルート（パブリッシュ、サブスクライブ） 
を設定する必要があります。詳細について

は、第 13 章「メソッド /イベント ルーティ   
ング」を参照してください。

プロキシ着信 ACL が設定され  
ていることを確認します。

プロキシ着信 ACL が未設定であること  
をシステムが示しています。

着信 ACL エントリを追加します。［Cisco  
Unified Presence］>［プロキシサーバ］>［着 
信 ACL］の順に選択し、［新規追加］をク
リックします。詳細については、第 14 章「着  
信 ACL」を参照してください。

プロキシ発信 ACL が設定され  
ていることを確認します。

プロキシ発信 ACL が未設定であること  
をシステムが示しています。

発信 ACL エントリを追加します。［Cisco  
Unified Presence］>［プロキシサーバ］>［発 
信 ACL］の順に選択し、［新規追加］をク
リックします。詳細については、第 15 章「発  
信 ACL」を参照してください。

表 7-1 トラブルシュータのテストと解決策（続き）

テストの説明 問題の説明 解決策
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SIP プロキシサービスが実行さ
れていることを確認します。

SIP プロキシ サービスが現在実行され  
ていません。

SIP プロキシ サービスを開始するには、サー  
ビスアビリティ アプリケーションを使用し 
ます。

設定エージェントサービスが実

行されていることを確認しま

す。

設定エージェント サービスが現在実行 
されていません。

SIP プロキシ サービスを開始するには、サー  
ビスアビリティ アプリケーションを使用し 
ます。

IPPM テスト

IPPM 設定のエントリが存在す 
ることを確認します。

（注） Cisco Unified Presence の   
管理ページで IPPM を  
有効にした場合のみ、ト
ラブルシュータで IPPM 
が テ ス ト さ れ ま す。
IPPM を有効にするに 
は、［アプリケーション］
>［IP Phone Messenger］  
>［設定］の順に選択し
ます。

IPPM 設定テーブルに消失エントリは表 
示されません。

有効なアプリケーションのユーザ名とパス

ワードを設定するには、［アプリケーション］

>［IP Phone Messenger］>［設定］の順に選  
択します。

IPPM アプリケーションのユー 
ザ名が有効であることを確認し

ます。

無効な IPPM アプリケーション ユーザ   
名が存在します。

有効なアプリケーションのユーザ名とパス

ワードを設定するには、［アプリケーション］

>［IP Phone Messenger］>［設定］の順に選  
択します。

IPPM アプリケーションのパス

ワードが有効であることを確認

します。

無効な IPPM アプリケーション パス   
ワードが存在します。

有効なアプリケーションのユーザ名とパス

ワードを設定するには、［アプリケーション］

>［IP Phone Messenger］>［設定］の順に選  
択します。

Cisco Unified Presence の IPPMア    
プリケーションのユーザ名とパ

スワードが、設定済の Cisco 
Unified Communications Manager  
アプリケーションのユーザ名お

よびパスワードと一致すること

を確認します。

 • IPPM アプリケーションのユーザ名 
の不一致が存在する

 • IPPM アプリケーションのパスワー 
ドの不一致が存在する

 • Cisco Unified Communications Manager   
サーバで有効な IPPM アプリケーション  
ユーザ名の値を設定して、Cisco Unified 
Presence サーバでの IPPM アプリケー   
ション ユーザ名と一致するようにしま 
す。

 • Cisco Unified Communications Manager   
サーバで有効な IPPM アプリケーション  
パスワード値を設定して、Cisco Unified 
Presence サーバでの IPPM アプリケー   
ション パスワード値と一致するように 
します。

IPPM サービスがアクティブで

あることを確認します。

IPPM サービスが現在非アクティブに切 
り替えられていることをシステムが示

しています。

IPPM サービスをアクティブにするには、 
IPPM 設定ウィンドウを使用します。

IPPM サービスが実行されてい

ることを確認します。

IPPM サービスが現在実行されていませ 
ん。

IPPM サービスを起動するには、サービスア 
ビリティ アプリケーションを使用して SIP  
プロキシ サービスを起動します。

表 7-1 トラブルシュータのテストと解決策（続き）

テストの説明 問題の説明 解決策
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CTI ゲートウェイのテスト

CTI ゲートウェイ設定のエント
リが存在することを確認しま

す。

CTI ゲートウェイ設定テーブルにエン 
トリがないことをシステムが示してい

ます。
（注） CTI ゲートウェイの設定値を設定す 

るには、［アプリケーション］>［CTI
ゲートウェイ］>［設定］の順に選択
します。

CTI ゲートウェイサービスがア
クティブであることを確認しま

す。

CTI ゲートウェイ サービスが現在非ア  
クティブに切り替えられていることを

システムが示しています。

CTI ゲートウェイ サービスをアクティブに  
するには、［CTI ゲートウェイ設定］ウィン 
ドウを使用します。

Cisco Unified Presence のアプリ
ケーションのユーザ名とパス

ワードが、現在設定されている 
Cisco Unified Communications 
Manager アプリケーションの
ユーザ名およびパスワードと一

致することを確認します。

 • CTI ゲートウェイのアプリケーショ 
ン ユーザ ID の不一致が存在する

 • CTI ゲートウェイのアプリケーショ 
ン パスワードの不一致が存在する

 • Cisco Unified Communications Manager   
サーバで有効な CTI ゲートウェイ アプ   
リケーション ユーザ名の値を設定して、 
Cisco Unified Presence サーバでの CTI    
ゲートウェイ アプリケーション ユーザ  
名の値と一致するようにします。

 • Cisco Unified Communications Manager   
サーバで有効な CTI ゲートウェイ アプ   
リケーション パスワード値を設定して、 
Cisco Unified Presence サーバでの CTI    
ゲートウェイ アプリケーション パス  
ワード値と一致するようにします。

CTI ゲートウェイサービスが実
行されていることを確認しま

す。

CTI ゲートウェイ サービスが現在実行  
されていません。

CTI ゲートウェイ サービスを開始するには、  
サービスアビリティ アプリケーションを使 
用して SIP プロキシ サービスを起動します。

現在 Microsoft Office 
Communicator（MOC）が割り
当てられているユーザがいるか

どうかを確認します。

現在 MOC 割り当て済になっているユー  
ザが存在しないことをシステムが示し

ています。

MOC 機能をユーザに割り当てるには、［アプ 
リケーション］>［CTIゲートウェイ］>［MOC
割り当て］の順に選択します。詳細について

は、第 33 章「MOC 割り当て」を参照してく   
ださい。

会議通知のテスト

予定表連携用プレゼンス ゲー 
トウェイが存在するかどうかを

確認します。

予定表連携用プレゼンス ゲートウェイ 
が複数存在します。

Cisco Unified Presence 内でプロビジョニング   
できる予定表連携用プレゼンス ゲートウェ 
イは 1 つだけです。

IP Phone Messenger アプリケー   
ションが有効であることを確認

します。

Cisco IP Phone Messenger アプリケー    
ションは現在無効になっていると表示

されています。電話機に会議通知が正し

く表示されるようにするには、このアプ

リケーションが必要です。

IPPM 設定ウィンドウで Cisco IP Phone 
Messenger アプリケーションを有効にしま
す。

SIP プロキシ サービスが実行さ  
れていることを確認します。

SIP プロキシ サービスが現在実行され  
ていません。会議通知アプリケーション

が正しく実行されるようにするには、こ

のサービスが必要です。

SIP プロキシ サービスをアクティブにする  
には、Cisco Unified サービスアビリティ に移   
動し、［Tools］>［Service Activation］の順に 
選択します。

表 7-1 トラブルシュータのテストと解決策（続き）

テストの説明 問題の説明 解決策
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MeetingPlace が適切に設定され 
ていることを確認します（会議

参加コールバック機能をサポー

トするため）。

 • このテストでトラブルシュータに

内部エラーが発生しました。

 • MeetingPlace の設定が無効であるこ 
とをシステムが示しています

（MeetingPlace のアドレスをチェッ 
クしてください）。会議参加コール

バック機能が適切に動作するには、

MeetingPlace を正しく設定する必要 
があります。

 • トラブルシュータは内部エラーのため

このテストを実行できませんでした。シ

ステム管理者にすぐに連絡してくださ

い。

 • ［会議通知の設定 (Meeting Notification 
Settings)］ウィンドウで MeetingPlace を  
設定してください。

MeetingPlace の信頼される証明 
書がロードされていることを確

認します。

MeetingPlace の信頼証明書ファイルが現 
在ロードされていないか、件名 CN 
（Common Name）の不一致が存在するこ 
とをシステムが示しています。 

MeetingPlace の参加コールバック機能が 
正常に動作するには、この証明書が必要

です。

MeetingPlace 用の有効な証明書をロードし 
て、MeetingPlace の信頼証明書件名 CN（［会  
議通知の設定 (Meeting Notification Settings)］  
ウィンドウで設定）が、ロードされた証明書

ファイルの信頼証明書件名 CN と一致する  
ことを確認してください。証明書は、Cisco
Unified OS の証明書の一覧ウィンドウ（［セ  
キュリティ］ >［証明書の管理］）からロード 
できます。

Microsoft Exchange の信頼され  
る証明書がロードされているこ

とを確認します。

Microsoft Exchange の信頼証明書ファイ  
ルが現在ロードされていないか、件名

CN（Common Name）の不一致が存在し 
ます。CUP および Exchange が安全な方   
式で通信できるようにするには、この証

明書が必要です。

Microsoft Exchange 用の有効な証明書をロー  
ドして、信頼証明書件名 CN（［プレゼンス 
ゲートウェイ］ウィンドウで設定）が、ロー

ドされた証明書ファイルの信頼証明書件名

CN と一致することを確認してください。証 
明書は、Cisco Unified OS の証明書の一覧ウィ   
ンドウ（［セキュリティ］ >［証明書の管理］） 
からロードできます。

クラスタ間テスト

任意のクラスタ間ピアが存在す

ることを確認します。

 このテストでトラブルシュータに内部 
エラーが発生しました。

トラブルシュータは内部エラーのためこの

テストを実行できませんでした。システム管

理者にすぐに連絡してください。

クラスタ間同期エージェント

サービスが実行されていること

を確認します。

クラスタ間同期エージェント サービス 
が現在実行されていません。

クラスタ間同期エージェント サービスをア 
クティブにするには、Cisco Unified サービス  
アビリティ に移動し、［Tools］>［Control 
Center - Network Services］の順に選択しま   
す。

クラスタ間ピアが有効かどうか

（到達可能であるかどうか）を確

認します。

無効なクラスタ間ピアが存在します。 有効なクラスタ間ピアを設定するには、

［Cisco Unified Presence］>［クラスタ間設定］  
の順に選択します。詳細については、第 20 
章「クラスタ間ピア」を参照してください。

到達可能な各クラスタ間ピアの

AXL の接続性を確認します。
無効なクラスタ間ピアが存在します。シ

ステムが、リストされているピアに

（AXL インターフェイス経由で）接続で 
きません。

各クラスタ間ピアのアドレスおよび関連付

けられている信用証明書を確認します。この

エラーは、AXL ユーザ名 /パスワードに不一 
致があるか、AXL サービスがリモート ピア  
上で実行されていないことを示している場

合があります。

表 7-1 トラブルシュータのテストと解決策（続き）

テストの説明 問題の説明 解決策
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各クラスタ間ピアがクラスタ間

接続をサポートしていることを

確認します。

無効なクラスタ間ピアが存在します。リ

ストされているピアがクラスタ間接続

をサポートしていません。 

各クラスタ間ピアがクラスタ間接続をサ

ポートしていることを確認します。このエ

ラーは、指定のピアとバージョンが一致して

いないことを示している場合があります。

各クラスタ間ピアにユーザが関

連付けられている（同期を取っ

ている）ことを確認します。

クラスタ間ピアが無効です。リストされ

ているピアに、ユーザが関連付けられて

いません。

各クラスタ間ピアのアドレスおよび信用証

明書を確認します。クラスタ間ピアに関連付

けられている（同期を取っている）ユーザが

ない場合、設定に問題がある可能性がありま

す。

表 7-1 トラブルシュータのテストと解決策（続き）

テストの説明 問題の説明 解決策
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8
Cisco Unified Presence の設定値

Cisco Unified Presence の設定のウィンドウを使用して、Cisco Unified Presence のすべてのサービスと      
アプリケーションに関するグローバル パラメータの設定値を設定します。 

 Cisco Unified Presence の設定値の設定
この項では、Cisco Unified Presence の設定値を設定する方法について説明します。

手順

ステップ 1 ［Cisco Unified Presence］>［設定］の順に選択します。

［Cisco Unified Presence設定 (Cisco Unified Presence Settings)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 表 8-1 の説明に従って Cisco Unified Presence の設定値を設定します。

ステップ 3 設定を保存するには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示される［保存］アイコンをクリック

します（または、ウィンドウの下部に表示される［保存］ボタンをクリックします）。
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Cisco Unified Presence の設定値
表 8-1で、Cisco Unified Presenceの設定値について説明します。関連する手順については、P.8-3 の   
「関連項目」を参照してください。

追加情報

P.8-3 の「関連項目」を参照してください。

表 8-1 Cisco Unified Presence の設定値 

フィールド 説明

［インスタントメッセージを有効にする

（Enable Instant Messaging、クラスタ全体）］  
チェックボックス

このチェックボックスをオンにすると、この Cisco 
Unified Presence クラスタでインスタント メッセージ
が有効になります。この設定は、Cisco IP Phone 
Messenger サービス、SIP プロキシ、Cisco Unified 
Personal Communicator に影響します。  
 

デフォルト設定：有効

［CUCM で SIP パブリッシュを有効にす
る (Enable Publish to Cisco Unified 
Communications Manager)］チェックボッ
クス

（注） このフィールドは、Cisco Unified 
Communications Manager Release 
6.0 以上に接続した場合にのみ表
示されます。

このチェックボックスをオンにすると、該当する Cisco 
Unified Communications Manager へのパブリッシュが有   
効になります。この設定は IP Phone Messenger サービ    
ス、SIP プロキシ、Cisco Unified Personal Communicator    
に影響します。  
 

デフォルト設定：無効

CUCM SIPパブリッシュトランク (Cisco 
Unified Communications Manager SIP 
Publish Trunk)

（注） このフィールドは、Cisco Unified 
Communications Manager Release 
6.0 以上に接続する場合にのみ表
示されます。

ドロップダウン リストから該当する SIP パブリッシュ   
トランクを選択すると、Cisco Unified Presence で Cisco    
Unified Communications Manager の電話機ステータスを   
監視できます。

（注） このパラメータを有効にするには、［CUCM で 
SIP パブリッシュを有効にする (Enable Publish  
to Cisco Unified Communications Manager)］ 
チェックボックスをオンにする必要がありま
す。

（注） このパラメータは、Cisco Unified 
Communications Manager の SIP パブリッシュ 
トランクを変更します。これに加えて、Cisco 
Unified Communications Manager で SIP パブ
リッシュ トランクのパラメータを変更する
と、両者は接続しているため、この設定も変
更されます。

デフォルト設定：AXL から読み込んだ現在の Cisco  
Unified Communications Manager SIP パブリッシュ トラ     
ンクの設定
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関連項目
 • Cisco Unified Presence の設定値の設定（P.8-1）

 • Cisco Unified Presence の設定値（P.8-2）
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9
プレゼンス ゲートウェイ

プレゼンス ゲートウェイのウィンドウを使用して、プレゼンス エンジンがプレゼンス情報を受信  
するために必要なゲートウェイを設定します。

プレゼンス ゲートウェイの検索
ネットワークにプレゼンス ゲートウェイが複数存在する場合があるため、Cisco Unified Presence で    
は、具体的な検索条件に基づいて特定のゲートウェイを検索することができます。特定のプレゼン

ス ゲートウェイを検索するには、次の手順を実行します。

（注） ブラウザ セッションでの作業中、クライアント マシンの cookie により、検索 /一覧表示の設定が    
保存されます。他のメニュー項目に移動してからこのメニューに戻るか、ブラウザを閉じてから新

しいブラウザ ウィンドウを開くと、検索の設定を変更するまで、Cisco Unified Presence の検索の設    
定がシステムで維持されます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Presence >［プレゼンスエンジン］>［プレゼンスゲートウェイ］の順に選択します。

［プレゼンスゲートウェイの検索と一覧表示 (Find and List Presence Gateways)］ウィンドウが表示さ    
れます。アクティブ（優先）クエリーのレコードもウィンドウに表示される場合があります。

ステップ 2 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、ステップ 3 に進みます。

レコードをフィルタリングするかまたは検索します。

 • ドロップダウン リスト ボックスから検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。検索条件を追加すると、指定し
たすべての検索条件に一致するレコードが検索されます。検索条件を削除するには、［–］ボ
タンをクリックして最後に追加した検索条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンを

クリックして追加したすべての検索条件を削除します。
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ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リストボック 
スで異なる値を選択すると、各ウィンドウに表示する項目の数を変更できます。

（注） 対象のレコードの隣にあるチェックボックスをオンにしてから［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

してから［選択項目の削除］をクリックすると、この選択で設定可能なすべてのレコード

を削除できます。

ステップ 4 表示されるレコードのリストから、表示対象となるレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順序を逆にするには、必要に応じて、リストのヘッダーにある上向きまたは下向き

の矢印をクリックします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.9-4 の「関連項目」を参照してください。

プレゼンス ゲートウェイの設定
この項では、Cisco Unified Presence データベースでプレゼンス ゲートウェイを追加または更新する    
方法について説明します。

手順

ステップ 1 次のいずれかのタスクを実行します。

 • プレゼンス ゲートウェイを追加するには、Cisco Unified Presence >［プレゼンスエンジン］>    
［プレゼンスゲートウェイ］の順に選択し、［新規追加］をクリックします。

 • プレゼンス ゲートウェイを更新する場合、P.9-1 の「プレゼンス ゲートウェイの検索」の手順   
に従ってプレゼンス ゲートウェイを検索します。

［プレゼンスゲートウェイの設定 (Presence Gateway Configuration)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 表 9-1 の説明に従って適切な設定を入力します。

ステップ 3 データを保存するには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示される［保存］アイコンをクリッ

クします（または、ウィンドウの下部に表示される［保存］ボタンをクリックします）。

追加情報

P.9-4 の「関連項目」を参照してください。
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プレゼンスゲートウェイの設定値
表 9-1 で、プレゼンス ゲートウェイの設定値について説明します。関連する手順については、P.9-4 の   
「関連項目」を参照してください。

表 9-1 プレゼンス ゲートウェイの設定値 

フィールド 説明

プレゼンスゲートウェイタイ

プ (Presence Gateway Type)
ドロップダウン リストから、次のゲート タイプを指定します。

 • CUCM：Cisco Unified Communications Manager ゲートウェイ

 • Outlook：Outlook カレンダーの Microsoft Exchange ゲートウェ    
イ

（注） Cisco Unified Presence の管理ページに、選択したゲート   
ウェイ タイプの該当するフィールドが表示されます。

説明 (Description) このパラメータは、プレゼンス ゲートウェイの説明を指定します。

最大文字数：255

プレゼンスゲートウェイ

(Presence Gateway)
このパラメータは、関連付けられたゲートウェイの完全修飾ドメ

イン名または IP アドレスを指定します。

アカウント名 (Account Name)
（Outlook のみ）

このパラメータは、Cisco Unified Presence が Microsoft Exchange     
サーバに接続するために使用するグローバル アカウント名を指定 
します。

アカウント パスワード
(Account Password)（Outlook 
のみ）

このパラメータは、Microsoft Exchange サーバのアカウント パス   
ワードを指定します。

パスワードの確認 (Confirm 
Password)（Outlook のみ）

このパラメータは、Microsoft Exchange サーバのアカウント パス   
ワードを確認します。Account Password エントリと一致する必要が  
あります。

プレゼンスゲートウェイポー

ト (Presence Gateway Port)
（Outlook のみ）

このパラメータは、Microsoft Exchange サーバに接続するポートを  
指定します。

デフォルト値：443

信頼証明書件名 CN(Trust 
Certificate Subject CN)
（Outlook のみ）

このパラメータは、信頼証明書の Common Name の値を指定しま 
す。
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プレゼンス ゲートウェイの削除
この項では、プレゼンス ゲートウェイの削除方法を説明します。

手順

ステップ 1 P.9-1 の「プレゼンス ゲートウェイの検索」の手順に従いゲートウェイを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除するゲートウェイを選択します。

ステップ 3 ゲートウェイを削除するには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示される［選択項目の削除］

アイコンをクリックします（または、ウィンドウの下部に表示される［選択項目の削除］ボタンを

クリックします）。

ゲートウェイが使用中でない場合は、Cisco Unified Presence により削除されます。ゲートウェイが   
使用中の場合は、メッセージが表示されます。

追加情報

P.9-4 の「関連項目」を参照してください。

関連項目
 • プレゼンス ゲートウェイの検索（P.9-1）

 • プレゼンス ゲートウェイの設定（P.9-2）

 • プレゼンス ゲートウェイの削除（P.9-4）
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10
ユーザ エージェントの設定

ユーザ エージェントの設定のウィンドウを使用すると、クライアント ユーザ エージェントごとに   
リーチャビリティ バージョンを設定できます。リーチャビリティ バージョンを設定すると、Cisco  
Unified Personal Communicator の旧バージョンとの下位互換性を提供できます。デフォルトでは、特   
別に設定されていないすべてのユーザ エージェントはリーチャビリティ バージョン 2 を使用し、こ    
の値は RFC 4479 に準拠しています。

ユーザ エージェントの検索
Cisco Unified Presence では、具体的な検索条件に基づいて特定のユーザ エージェントを検索できま    
す。特定のユーザ エージェントを検索するには、次の手順を実行します。

（注） ブラウザ セッションでの作業中、クライアント マシンの cookie により、検索 /一覧表示の設定が    
保存されます。他のメニュー項目に移動してからこのメニューに戻るか、ブラウザを閉じてから新

しいブラウザ ウィンドウを開くと、検索の設定を変更するまで、Cisco Unified Presence の検索の設    
定がシステムで維持されます。

手順

ステップ 1 ［Cisco Unified Presence］ >［プレゼンスエンジン］>［ユーザ -エージェント設定］の順に選択します。

［ユーザ -エージェントの検索と一覧表示 (Find and List User-Agent)］ウィンドウが表示されます。ア   
クティブ（優先）クエリーのレコードもウィンドウに表示される場合があります。

ステップ 2 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、ステップ 3 に進みます。

レコードをフィルタリングするかまたは検索します。

 • ドロップダウン リスト ボックスから検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて適切な検索テキストを指定します。
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（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。検索条件を追加すると、指定し
たすべての検索条件に一致するレコードが検索されます。検索条件を削除するには、［–］ボ
タンをクリックして最後に追加した検索条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンを

クリックして追加したすべての検索条件を削除します。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リストボック 
スで異なる値を選択すると、各ウィンドウに表示する項目の数を変更できます。

（注） 対象のレコードの隣にあるチェックボックスをオンにしてから［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

してから［選択項目の削除］をクリックすると、この選択で設定可能なすべてのレコード

を削除できます。

ステップ 4 表示されるレコードのリストから、表示対象となるレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順序を逆にするには、必要に応じて、リストのヘッダーにある上向きまたは下向き

の矢印をクリックします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.10-5 の「関連項目」を参照してください。
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ユーザ エージェントの設定
この項では、Cisco Unified Presence データベースでユーザ エージェントを追加または更新する方法    
について説明します。

手順

ステップ 1 次のいずれかのタスクを実行します。

 • ユーザ エージェントを追加するには、［Cisco Unified Presence］ >［プレゼンスエンジン］>［ユー    
ザ -エージェント設定］の順に選択し、［新規追加］をクリックします。

 • ユーザ エージェントを更新するには、P.10-1 の「ユーザ エージェントの検索」の手順に従って   
ユーザ エージェントを検索します。

［ユーザ -エージェントの設定 (User-Agent Configuration)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 表 10-1 の説明に従って適切な設定を入力します。

ステップ 3 データを保存するには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示される［保存］アイコンをクリッ

クします（または、ウィンドウの下部に表示される［保存］ボタンをクリックします）。

追加情報

P.10-5 の「関連項目」を参照してください。

ユーザ エージェントの設定値
表 10-1 で、ユーザ エージェントの設定値について説明します。関連する手順については、P.10-5 の   
「関連項目」を参照してください。

表 10-1 ユーザ エージェントの設定値 

フィールド 説明

クライアントユーザ -エージェン
トバージョン (Client User-Agent 
Version)

このパラメータは、クライアント ユーザ エージェントのヘッ  
ダーを指定します。

最大文字数：255

リーチャビリティ バージョン
(Reachability Version)

このパラメータは、クライアントがプレゼンス ドキュメント 
で使用するリーチャビリティ バージョンを次のとおり指定し 
ます。

 • 1 - draft-ieft-simple-simple-rpid-07

 • 2 - RFC 4479
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ユーザ エージェントの削除
この項では、ユーザ エージェントの削除方法を説明します。

手順

ステップ 1 P.10-1 の「ユーザ エージェントの検索」の手順に従いユーザ エージェントを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除するユーザ エージェントを選択します。

ステップ 3 ユーザ エージェントを削除するには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示される［選択項目の 
削除］アイコンをクリックします（または、ウィンドウの下部に表示される［選択項目の削除］ボ

タンをクリックします）。

ユーザ エージェントが使用中でない場合は、Cisco Unified Presence により削除されます。ユーザ    
エージェントが使用中の場合は、メッセージが表示されます。

追加情報

P.10-5 の「関連項目」を参照してください。

ユーザ エージェントのコピー
この項では、ユーザ エージェントをコピーする方法について説明します。

手順

ステップ 1 P.10-1 の「ユーザ エージェントの検索」の手順に従いユーザ エージェントを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストからコピーするユーザ エージェントを選択します。

ステップ 3 ユーザ エージェントをコピーするには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示される［コピー］ 
アイコンをクリックします（または、ウィンドウの下部に表示される［コピー］ボタンをクリック

します）。

［ユーザ -エージェントの設定 (User-Agent Configuration)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 表 10-1 の説明に従って適切な設定を入力します。

ステップ 5 ［保存］をクリックします。

追加情報

P.10-5 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • ユーザ エージェントの検索（P.10-1）

 • ユーザ エージェントの設定（P.10-3）

 • ユーザ エージェントの削除（P.10-4）
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11
プロキシ サーバの設定

プロキシ サーバの設定のウィンドウを使用して、SIP プロキシ サーバの設定を行います。 

プロキシ サーバ設定値の設定
この項では、Cisco Unified Presence のプロキシ サーバを設定する方法について説明します。

手順

ステップ 1 ［Cisco Unified Presence］>［プロキシ サーバ］>［設定］を選択します。

［プロキシの構成設定 (Proxy Configuration Settings)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ［メソッド / イベントルーティングのステータス (Method/Event Routing Status)］で［オン］または  
［オフ］を選択します。

ステップ 3 表 11-1 の説明に従って、適切な［優先プロキシリスナー (Preferred Proxy Listener)］を選択します。

ステップ 4 設定を保存するには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示される［保存］アイコンをクリック

します（または、ウィンドウの下部に表示される［保存］ボタンをクリックします）。

追加情報

P.11-2 の「関連項目」を参照してください。
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プロキシ サーバの設定値
表 11-1 で、プロキシ サーバの設定値について説明します。関連する手順については、P.11-2 の「関   
連項目」を参照してください。

プロキシ サービスの再起動
Cisco Unified Presence の管理ページで行う変更を有効にするのに、SIP プロキシ サービスの再起動     
が必要な場合があります。次の変更では、SIP プロキシ サービスの再起動が必要です。

 • システム サーバの追加、削除、または変更

 • SIP プロキシ サーバ設定の変更

 • トランスポート リスナーの追加、削除、または変更

 • TLS コンテキストおよび TLS ピア サブジェクトの追加、削除、または変更

プロキシ サービスを再起動するには、次の手順に従います。

警告 プロキシ サービスを再起動する間、Cisco Enterprise SIP プロキシサービスにより既存のトランザ    
クションが停止されるため、新たな要求を受け付けることができなくなります。

手順

ステップ 1 ［Cisco Unified Presence］>［プロキシ サーバ］>［設定］を選択します。

［プロキシの構成設定 (Proxy Configuration Settings)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ［すべてのプロキシサービスのリスタート］をクリックします。

ステップ 3 確認のウィンドウが表示された場合は［OK］をクリックします。

関連項目
 • プロキシ サーバ設定値の設定（P.11-1）

 • プロキシ サーバの設定値（P.11-2）

表 11-1 プロキシ サーバの設定値 

フィールド 説明

メソッド/イベントルーティングの
ステータス (Method/Event Routing 
Status)

このパラメータは、SIP プロキシ サーバでメソッド / イベン  
ト ルーティング モジュールを有効にするか無効にするかを  
指定します。

優先プロキシリスナー (Preferred
Proxy Listener)

このパラメータは、どの SIP プロキシ リスナーを優先リス   
ナーとみなすかを指定します。ドロップダウン リストには、 
トランスポート リスナーのウィンドウで定義した SIP プロキ   
シ サーバのリスナーが含まれています。
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12
スタティック ルート

スタティック ルートのウィンドウを使用して、SIP プロキシ サーバで使用するスタティック ルー    
トを設定します。ダイナミック ルートは、ルーティング プロトコルとルーティング更新メッセー  
ジに従って自動的に計算されるネットワーク経由のパスを表します。スタティック ルートは、明示 
的に設定するネットワーク経由の固定パスを表します。スタティック ルートは、ダイナミック ルー  
トよりも優先されます。

スタティック ルートの検索
ネットワークに複数のスタティック ルートが存在する場合があるため、Cisco Unified Presence では、    
具体的な検索条件に基づいて特定のスタティック ルートを検索することができます。特定のスタ 
ティック ルートを検索するには、次の手順を実行します。

（注） ブラウザ セッションでの作業中、クライアント マシンの cookie により、検索 /一覧表示の設定が    
保存されます。他のメニュー項目に移動してからこのメニューに戻るか、ブラウザを閉じてから新

しいブラウザ ウィンドウを開くと、検索の設定を変更するまで、Cisco Unified Presence の検索の設    
定がシステムで維持されます。

手順

ステップ 1 ［Cisco Unified Presence］ >［プロキシ サーバ］>［スタティックルート］の順に選択します。

［スタティックルートの検索と一覧表示 (Find and List Static Routes)］ウィンドウが表示されます。ア    
クティブ（優先）クエリーのレコードもウィンドウに表示される場合があります。

ステップ 2 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、ステップ 3 に進みます。

レコードをフィルタリングするかまたは検索します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて適切な検索テキストを指定します。
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（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。検索条件を追加すると、指定し
たすべての検索条件に一致するレコードが検索されます。検索条件を削除するには、［–］ボ
タンをクリックして最後に追加した検索条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンを

クリックして追加したすべての検索条件を削除します。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リストボック 
スで異なる値を選択すると、各ウィンドウに表示する項目の数を変更できます。

（注） 対象のレコードの隣にあるチェックボックスをオンにしてから［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

してから［選択項目の削除］をクリックすると、この選択で設定可能なすべてのレコード

を削除できます。

ステップ 4 表示されるレコードのリストから、表示対象となるレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順序を逆にするには、必要に応じて、リストのヘッダーにある上向きまたは下向き

の矢印をクリックします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.12-5 の「関連項目」を参照してください。
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スタティック ルートの設定
この項では、Cisco Unified Presence データベースでスタティック ルートを追加または更新する方法    
について説明します。

手順

ステップ 1 次のいずれかのタスクを実行します。

 • スタティック ルートを追加するには、［Cisco Unified Presence］ >［プロキシサーバ］>［スタ    
ティックルート］の順に選択し、［新規追加］をクリックします。

 • サーバを更新する場合、P.12-1 の「スタティック ルートの検索」の手順に従ってサーバを検索  
します。

［スタティックルートの設定 (Static Route Configuration)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 表 12-1 の説明に従って適切な設定を入力します。

ステップ 3 データを保存してスタティック ルートをデータベースに追加するには、ウィンドウの左上隅のツー 
ルバーに表示される［保存］アイコンをクリックします（または、ウィンドウの下部に表示される

［保存］ボタンをクリックします）。

追加情報

P.12-5 の「関連項目」を参照してください。



第 12章      スタティック ルート       
    スタティック ルートの設定値

12-4
Cisco Unified Presence アドミニストレーション ガイド

OL-12727-01-J

スタティック ルートの設定値
表 12-1 で、スタティック ルートの設定値について説明します。関連する手順については、P.12-5 の   
「関連項目」を参照してください。

表 12-1 スタティック ルートの設定値 

フィールド 説明

宛先パターン このフィールドでは、着信番号のパターンを指定します。 

ドット（.）を任意の 1 文字を表すワイルドカードとして使用  
できます。アスタリスク（*）は任意の複数の文字列を表すワ
イルドカードとして使用できます。

ダッシュまたはハイフン（-）もパターン内の任意の場所で使
用できます。

ワイルドカードの使用方法

電話機の場合

 •  ドットはパターンの任意の場所に使用できます。

 •  アスタリスクは末尾だけに使用できます。

IP アドレスおよびホスト名の場合

 • アスタリスクはホスト名の一部として使用できます。

 • ドットはホスト名のリテラル値の役割を果たします。

エスケープ文字とアスタリスクの連続（\*）は、リテラル（*）
と一致するもので、任意の場所で使用できます。

説明 このパラメータは、特定のスタティック ルートの説明を指定 
します。

ネクストホップ このパラメータは、着信先（ネクスト ホップ）のドメイン名 
または IP アドレスを指定するもので、完全修飾ドメイン名  
（FQDN）またはドット付き IP アドレスを指定できます。

ネクストホップポート (Next Hop 
Port)

このパラメータは、着信先（ネクスト ホップ）のポート番号 
を指定します。

デフォルト：5060

ルートタイプ (Route Type) このパラメータは、ルート タイプ（ユーザまたはドメイン） 
を指定します。

プロトコルタイプ (Protocol Type) このパラメータは、このルートに対するプロトコル タイプ 
（TCP、UDP、または TLS）を指定します。

プライオリティ このパラメータは、ルートのプライオリティ レベルを指定し 
ます。小さな値はプライオリティが高いことを示します。

値の範囲：1 ～ 65535

重み付け このパラメータは、ルートの重み付けを指定します。このパ

ラメータは、複数のルートのプライオリティが同じ場合に限

り使用します。大きな値は、ルートのプライオリティが高い

ことを示します。

値の範囲：1 ～ 65535
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スタティック ルートの削除
この項では、スタティック ルートの削除方法を説明します。

手順

ステップ 1 P.12-1 の「スタティック ルートの検索」の手順に従いスタティック ルートを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除するスタティック ルートを選択します。

ステップ 3 スタティック ルートを削除するには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示される［選択項目の 
削除］アイコンをクリックします（または、ウィンドウの下部に表示される［選択項目の削除］ボ

タンをクリックします）。

スタティック ルートが使用中でない場合は、Cisco Unified Presence により削除されます。スタティッ    
ク ルートが使用中の場合は、メッセージが表示されます。

追加情報

P.12-5 の「関連項目」を参照してください。

関連項目
 • スタティック ルートの検索（P.12-1）

 • スタティック ルートの設定（P.12-3）

 • スタティック ルートの削除（P.12-5）

固有性の低いルートを許可 (Allow
Less-Specific Route)

このパラメータは、固有性の低いルートを許可することを示

します。

インサービス (In Service) このパラメータは、ルートをアウト オブ サービスにするかど  
うかを指定します。

（注） このパラメータを使用すると、管理者は効率的にルー
トをアウト オブ サービスにすることができます（完  
全に削除してから再度追加する必要がありません）。

［ルートのブロック］チェックボッ

クス (Block Route Check Box)
ルートをブロックする場合、このチェックボックスをオンに

します。

デフォルト値：オフ

表 12-1 スタティック ルートの設定値（続き）

フィールド 説明
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13
メソッド /イベント ルーティング

メソッドベースまたはイベントベースのルーティングのウィンドウを使用して、SIP プロキシ サー  
バを設定し、SIP メッセージを内容に応じてルーティングします。

メソッド /イベント ルートの検索
ネットワークに複数のメソッド /イベントベースのルートが存在する場合があるため、Cisco Unified 
Presence では、具体的な検索条件に基づいて特定のメソッド / イベントベースのルートを検索する 
ことができます。特定のメソッド/イベントベースのルートを検索するには、次の手順を実行します。

（注） ブラウザ セッションでの作業中、クライアント マシンの cookie により、検索 /一覧表示の設定が    
保存されます。他のメニュー項目に移動してからこのメニューに戻るか、ブラウザを閉じてから新

しいブラウザ ウィンドウを開くと、検索の設定を変更するまで、Cisco Unified Presence の検索の設    
定がシステムで維持されます。

手順

ステップ 1 ［Cisco Unified Presence］ >［プロキシ サーバ］>［メソッド/イベントルーティング］の順に選択します。

［メソッド /イベントベースルーティングの検索と一覧表示 (Find and List Method/Event-Based Routing    
Entries)］ウィンドウが表示されます。アクティブ（優先）クエリーのレコードもウィンドウに表示
される場合があります。

ステップ 2 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、ステップ 3 に進みます。

レコードをフィルタリングするかまたは検索します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて適切な検索テキストを指定します。
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（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。検索条件を追加すると、指定し
たすべての検索条件に一致するレコードが検索されます。検索条件を削除するには、［–］ボ
タンをクリックして最後に追加した検索条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンを

クリックして追加したすべての検索条件を削除します。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リストボック 
スで異なる値を選択すると、各ウィンドウに表示する項目の数を変更できます。

（注） 対象のレコードの隣にあるチェックボックスをオンにしてから［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

してから［選択項目の削除］をクリックすると、この選択で設定可能なすべてのレコード

を削除できます。

ステップ 4 表示されるレコードのリストから、表示対象となるレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順序を逆にするには、必要に応じて、リストのヘッダーにある上向きまたは下向き

の矢印をクリックします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.13-5 の「関連項目」を参照してください。
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メソッド /イベント ベースのルートの設定
この項では、Cisco Unified Presence データベースでメソッド / イベントベースのルートを追加また   
は更新する方法について説明します。

手順

ステップ 1 次のいずれかのタスクを実行します。

 • メソッド /イベントベースのルートを追加するには、［Cisco Unified Presence］ >［プロキシサー   
バ］>［メソッド /イベントルーティング］の順に選択し、［新規追加］をクリックします。

 • メソッド /イベントベースのルートを更新するには、P.13-1 の「メソッド /イベント ルートの  
検索」の手順に従いルートを検索します。

［メソッド /イベントベースルーティングの設定 (Method/Event-Based Routing Configuration)］ウィン  
ドウが表示されます。

ステップ 2 表 13-1 の説明に従って適切な設定を入力します。

ステップ 3 データを保存してスタティック ルートをデータベースに追加するには、ウィンドウの左上隅のツー 
ルバーに表示される［保存］アイコンをクリックします（または、ウィンドウの下部に表示される

［保存］ボタンをクリックします）。

追加情報

P.13-5 の「関連項目」を参照してください。
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メソッド /イベント ベースのルートの設定値
表 13-1 で、メソッド /イベントベースのルートの設定値について説明します。関連する手順につい 
ては、P.13-5 の「関連項目」を参照してください。

メソッド /イベント ルートの削除
この項では、メソッド /イベント ベースのルートを削除する方法について説明します。

手順

ステップ 1 P.13-1 の「メソッド /イベント ルートの検索」の手順に従いメソッド /イベント ルートを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除するルートを選択します。

ステップ 3 ルートを削除するには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示される［選択項目の削除］アイコ

ンをクリックします（または、ウィンドウの下部に表示される［選択項目の削除］ボタンをクリッ

クします）。

メソッド /イベント ルートが使用中でない場合は、Cisco Unified Presence により削除されます。メ    
ソッド /イベント ルートが使用中の場合は、メッセージが表示されます。

追加情報

P.13-5 の「関連項目」を参照してください。

表 13-1 メソッド /イベント ルートの設定値 

フィールド 説明

名前 このパラメータは、特定のメソッドベースまたはイベントベー

スのルートに関連付けられている名前を指定します。

説明 このパラメータは、特定のメソッド /イベント ルートの説明を 
指定します。

コンテンツトークン (Content 
Token)

このパラメータは、SIP メッセージのルーティングに使用する 
コンテンツ検索文字列を指定します。

PUBLISH や SUBSCRIBE などがその例です。

コンテンツカテゴリ (Content 
Category)

このパラメータは、メソッド ベースまたはイベント ベースのい  
ずれかのコンテンツ カテゴリを指定します。

着信先アドレス このパラメータは、SIP メッセージの送信先となる、着信先（ネ 
クスト ホップ）のドメイン名または IP アドレスを指定します。

着信先ポート このパラメータは、着信先（ネクスト ホップ）のポート番号を 
指定します。

デフォルト ポート：5060

プロトコルタイプ(Protocol Type) このパラメータは、SIP メッセージを転送する場合に使用する 
プロトコル タイプ（TCP、UDP、または TLS）を指定します。
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関連項目
 • メソッド /イベント ルートの検索（P.13-1）

 • メソッド /イベント ベースのルートの設定（P.13-3）

 • メソッド /イベント ルートの削除（P.13-4）
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14
着信 ACL

アクセス コントロール リスト（ACL）では、Cisco Unified Presence へアクセスできるホストおよび     
ドメインを制御するパターンを設定できます。

着信 ACL エントリの検索
ネットワークに ACL エントリが複数存在する場合があるため、Cisco Unified Presence では、具体的     
な検索条件に基づいて特定の着信 ACL エントリを検索することができます。特定の ACL エントリ    
を検索するには、次の手順を実行します。

（注） ブラウザ セッションでの作業中、クライアント マシンの cookie により、検索 /一覧表示の設定が    
保存されます。他のメニュー項目に移動してからこのメニューに戻るか、ブラウザを閉じてから新

しいブラウザ ウィンドウを開くと、検索の設定を変更するまで、Cisco Unified Presence の検索の設    
定がシステムで維持されます。

手順

ステップ 1 ［Cisco Unified Presence］ >［プロキシサーバ］>［着信 ACL］の順に選択します。

［許可されている着信ホストの検索と一覧表示 (Find and List Allowed Incoming Hosts)］ウィンドウが     
表示されます。アクティブ（優先）クエリーのレコードもウィンドウに表示される場合があります。

ステップ 2 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、ステップ 3 に進みます。

レコードをフィルタリングするかまたは検索します。

 • ドロップダウン リスト ボックスから検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。検索条件を追加すると、指定し
たすべての検索条件に一致するレコードが検索されます。検索条件を削除するには、［–］ボ
タンをクリックして最後に追加した検索条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンを

クリックして追加したすべての検索条件を削除します。
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ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リストボック 
スで異なる値を選択すると、各ウィンドウに表示する項目の数を変更できます。

（注） 対象のレコードの隣にあるチェックボックスをオンにしてから［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

してから［選択項目の削除］をクリックすると、この選択で設定可能なすべてのレコード

を削除できます。

ステップ 4 表示されるレコードのリストから、表示対象となるレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順序を逆にするには、必要に応じて、リストのヘッダーにある上向きまたは下向き

の矢印をクリックします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.14-4 の「関連項目」を参照してください。
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着信 ACL の設定
この項では、Cisco Unified Presence データベースで着信 ACL 情報を追加または更新する方法につい     
て説明します。

手順

ステップ 1 次のいずれかのタスクを実行します。

 • 着信 ACL エントリを追加するには、［Cisco Unified Presence］ >［プロキシサーバ］>［着信 ACL］     
の順に選択し、［新規追加］をクリックします。

 • 着信 ACL エントリを更新するには、P.14-1 の「着信 ACL エントリの検索」の手順に従い ACL      
エントリを検索します。

［プロキシアクセスコントロールリストの設定 (Proxy Access Control List Configuration)］ウィンドウ    
が表示されます。

ステップ 2 表 14-1 の説明に従って適切な設定を入力します。

ステップ 3 データを保存するには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示される［保存］アイコンをクリッ

クします（または、ウィンドウの下部に表示される［保存］ボタンをクリックします）。

追加情報

P.14-4 の「関連項目」を参照してください。

着信 ACL の設定値
表 14-1で、着信 ACL の設定値について説明します。関連する手順については、P.14-4 の「関連項   
目」を参照してください。

表 14-1 着信 ACL の設定値 

フィールド 説明

説明 (Description) このパラメータは、ACL エントリの一般的な説明を指定しま 
す。

アドレス パターン (Address Pattern) このパラメータは、着信ホストまたはドメインのアドレスや
パターンを、IP アドレスまたは完全修飾ドメイン名のいずれ 
かで指定します。
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着信 ACL エントリの削除
この項では、着信 ACL エントリの削除方法について説明します。

手順

ステップ 1 P.14-1 の「着信 ACL エントリの検索」の手順に従い ACL エントリを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除する ACL エントリを選択します。

ステップ 3 ACL エントリを削除するには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示される［選択項目の削除］ 
アイコンをクリックします（または、ウィンドウの下部に表示される［選択項目の削除］ボタンを

クリックします）。

ACL エントリが使用中でない場合は、Cisco Unified Presence により削除されます。ACL エントリが     
使用中の場合は、メッセージが表示されます。

追加情報

P.14-4 の「関連項目」を参照してください。

関連項目
 • 着信 ACL エントリの検索（P.14-1）

 • 着信 ACL の設定（P.14-3）

 • 着信 ACL エントリの削除（P.14-4）
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15
発信 ACL

発信アクセス コントロール リスト（ACL）を使用すると、Cisco Unified Presence からネットワーク     
へアクセスできる発信ホストおよびドメインを制御するパターンを設定できます。

発信 ACL エントリの検索
ネットワークに ACL エントリが複数存在する場合があるため、Cisco Unified Presence では、具体的     
な検索条件に基づいて特定の発信 ACL エントリを検索することができます。特定の ACL エントリ    
を検索するには、次の手順を実行します。

（注） ブラウザ セッションでの作業中、クライアント マシンの cookie により、検索 /一覧表示の設定が    
保存されます。他のメニュー項目に移動してからこのメニューに戻るか、ブラウザを閉じてから新

しいブラウザ ウィンドウを開くと、検索の設定を変更するまで、Cisco Unified Presence の検索の設    
定がシステムで維持されます。

手順

ステップ 1 ［Cisco Unified Presence］ >［プロキシサーバ］>［発信 ACL］の順に選択します。

［許可されている宛先ホストの検索と一覧表示 (Find and List Allowed Destination Hosts)］ウィンドウ     
が表示されます。アクティブ（優先）クエリーのレコードもウィンドウに表示される場合がありま

す。

ステップ 2 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、ステップ 3 に進みます。

レコードをフィルタリングするかまたは検索します。

 • ドロップダウン リスト ボックスから検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。検索条件を追加すると、指定し
たすべての検索条件に一致するレコードが検索されます。検索条件を削除するには、［–］ボ
タンをクリックして最後に追加した検索条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンを

クリックして追加したすべての検索条件を削除します。
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ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リストボック 
スで異なる値を選択すると、各ウィンドウに表示する項目の数を変更できます。

（注） 対象のレコードの隣にあるチェックボックスをオンにしてから［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

してから［選択項目の削除］をクリックすると、この選択で設定可能なすべてのレコード

を削除できます。

ステップ 4 表示されるレコードのリストから、表示対象となるレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順序を逆にするには、必要に応じて、リストのヘッダーにある上向きまたは下向き

の矢印をクリックします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.15-4 の「関連項目」を参照してください。
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発信 ACL の設定
この項では、Cisco Unified Presence データベースで発信 ACL 情報を追加または更新する方法につい     
て説明します。

手順

ステップ 1 次のいずれかのタスクを実行します。

 • 発信 ACL エントリを追加するには、［Cisco Unified Presence］ >［プロキシサーバ］>［発信 ACL］     
の順に選択し、［新規追加］をクリックします。

 • 発信 ACL エントリを更新するには、P.15-1 の「発信 ACL エントリの検索」の手順に従い ACL      
エントリを検索します。

［発信アクセスコントロールリストの設定 (Outgoing Access Control List Configuration)］ウィンドウが    
表示されます。

ステップ 2 表 15-1 の説明に従って適切な設定を入力します。

ステップ 3 データを保存するには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示される［保存］アイコンをクリッ

クします（または、ウィンドウの下部に表示される［保存］ボタンをクリックします）。

追加情報

P.15-4 の「関連項目」を参照してください。

発信 ACL の設定値
表 15-1 で、発信 ACL の設定値について説明します。関連する手順については、P.15-4 の「関連項    
目」を参照してください。

表 15-1 発信 ACL の設定値 

フィールド 説明

説明 (Description) このパラメータは、発信 ACL エントリの一般的な説明を指定  
します。

アドレス パターン (Address Pattern) このパラメータは、発信ホストまたはドメインのアドレスや
パターンを、IP アドレスまたは完全修飾ドメイン名のいずれ 
かで指定します。
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発信 ACL エントリの削除
この項では、発信 ACL エントリの削除方法について説明します。

手順

ステップ 1 P.15-1 の「発信 ACL エントリの検索」の手順に従い ACL エントリを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除する ACL エントリを選択します。

ステップ 3 ACL エントリを削除するには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示される［選択項目の削除］ 
アイコンをクリックします（または、ウィンドウの下部に表示される［選択項目の削除］ボタンを

クリックします）。

ACL エントリが使用中でない場合は、Cisco Unified Presence により削除されます。ACL エントリが     
使用中の場合は、メッセージが表示されます。

追加情報

P.15-4 の「関連項目」を参照してください。

関連項目
 • 発信 ACL エントリの検索（P.15-1）

 • 発信 ACL の設定（P.15-3）

 • 発信 ACL エントリの削除（P.15-4）
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16
TLS コンテキストの設定

トランスポート リスナーには、単一のトランスポート レイヤ セキュリティ（TLS）コンテキスト   
を個別に関連付けることができます。また、各 TLS コンテキストに複数の暗号とピア サブジェク   
トを持たせることができます。 

TLS コンテキスト設定により、暗号とピア サブジェクトをトランスポート リスナーにマッピング   
できます。

TLS コンテキストの検索
ネットワークに複数の TLS コンテキストが存在する場合があるため、Cisco Unified Presence では、     
具体的な検索条件に基づいて特定の TLS コンテキストを検索することができます。特定の TLS コ    
ンテキストを検索するには、次の手順を実行します。

（注） ブラウザ セッションでの作業中、クライアント マシンの cookie により、検索 /一覧表示の設定が    
保存されます。他のメニュー項目に移動してからこのメニューに戻るか、ブラウザを閉じてから新

しいブラウザ ウィンドウを開くと、検索の設定を変更するまで、Cisco Unified Presence の検索の設    
定がシステムで維持されます。

手順

ステップ 1 ［Cisco Unified Presence］ >［セキュリティ］>［TLSコンテキスト設定］の順に選択します。

［TLSコンテキストの検索と一覧表示 (Find and List TLS Contexts)］ウィンドウが表示されます。ア    
クティブ（優先）クエリーのレコードもウィンドウに表示される場合があります。

ステップ 2 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、ステップ 3 に進みます。

レコードをフィルタリングするかまたは検索します。

 • ドロップダウン リスト ボックスから検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて適切な検索テキストを指定します。
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（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。検索条件を追加すると、指定し
たすべての検索条件に一致するレコードが検索されます。検索条件を削除するには、［–］ボ
タンをクリックして最後に追加した検索条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンを

クリックして追加したすべての検索条件を削除します。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リストボック 
スで異なる値を選択すると、各ウィンドウに表示する項目の数を変更できます。

（注） 対象のレコードの隣にあるチェックボックスをオンにしてから［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

してから［選択項目の削除］をクリックすると、この選択で設定可能なすべてのレコード

を削除できます。

ステップ 4 表示されるレコードのリストから、表示対象となるレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順序を逆にするには、必要に応じて、リストのヘッダーにある上向きまたは下向き

の矢印をクリックします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.16-5 の「関連項目」を参照してください。
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TLS コンテキストの設定
この項では、Cisco Unified Presence データベースで TLS コンテキストを追加または更新する方法に     
ついて説明します。

手順

ステップ 1 次のいずれかのタスクを実行します。

 • TLS コンテキストを追加するには、［Cisco Unified Presence］ >［セキュリティ］>［TLSコンテ    
キスト設定］の順に選択し、［新規追加］をクリックします。

 • TLS コンテキストを更新するには、P.16-1 の「TLS コンテキストの検索」の手順に従って TLS    
コンテキストを検索します。

［TLSコンテキスト設定 (TLS Context Configuration)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 表 16-1 の説明に従って適切な設定を入力します。

ステップ 3 適切な TLS 暗号を選択するには、上向きまたは下向きの矢印をクリックします。

ステップ 4 適切な TLS ピア サブジェクトを選択するには、上向きまたは下向きの矢印をクリックします。

（注） TLS コンテキストに対する変更を有効にするには、SIP プロキシ サーバを再起動する必要   
があります。プロキシ サーバを再起動するには、［Cisco Unified Presence］>［プロキシサー   
バ］>［設定］の順にクリックします。詳細については、第 11 章「プロキシ サーバの設定」   
を参照してください。

ステップ 5 データを保存するには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示される［保存］アイコンをクリッ

クします（または、ウィンドウの下部に表示される［保存］ボタンをクリックします）。

追加情報

P.16-5 の「関連項目」を参照してください。
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TLS コンテキストの設定値
表 16-1 で、TLS コンテキストの設定値について説明します。関連する手順については、P.16-5 の   
「関連項目」を参照してください。

表 16-1 TLS コンテキストの設定値 

フィールド 説明

名前 (Name) このパラメータは、関連付けられているトランスポート リス 
ナーの一意の名前を指定します。

説明 (Description) このパラメータは、TLS コンテキストの説明を指定します。

承認ポリシー (Authorization Policy) このパラメータは、特定の TLS コンテキストに対する認証の  
種類を指定します。ドロップダウン リストから、SERVER ま  
たは PEER（デフォルト）を選択します。

TLS暗号のマッピング (TLS Cipher 
Mapping)

これらのフィールドには、選択した TLS 暗号と使用可能な  
TLS 暗号が表示されます。

TLS ピアサブジェクトのマッピン
グ (TLS Peer Subject Mapping)

これらのフィールドには、選択した TLS ピア サブジェクトの   
中から使用可能な TLS ピア サブジェクトが表示されます。

（注） TLS ピア サブジェクトは、TLS ピア サブジェクトの    
ウィンドウで定義できます。
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TLS コンテキストの削除
この項では、TLS コンテキストの削除方法を説明します。

手順

ステップ 1 P.16-1 の「TLS コンテキストの検索」の手順に従い TLS コンテキストを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除する TLS コンテキストを選択します。

（注） TLS コンテキストに対する変更を有効にするには、SIP プロキシ サーバを再起動する必要   
があります。プロキシ サーバを再起動するには、［Cisco Unified Presence］>［プロキシサー   
バ］>［設定］の順にクリックします。詳細については、第 11 章「プロキシ サーバの設定」   
を参照してください。

ステップ 3 TLS コンテキストを削除するには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示される［選択項目の削 
除］アイコンをクリックします（または、ウィンドウの下部に表示される［選択項目の削除］ボタ

ンをクリックします）。

TLS コンテキストが使用中でない場合は、Cisco Unified Presence により削除されます。TLS コンテ     
キストが使用中の場合は、メッセージが表示されます。

追加情報

P.16-5 の「関連項目」を参照してください。

関連項目
 • TLS コンテキストの検索（P.16-1）

 • TLS コンテキストの設定（P.16-3）

 • TLS コンテキストの削除（P.16-5）
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17
TLS ピア サブジェクト

TLS ピア サブジェクトのウィンドウにより、トランスポート リスナーに関連付けることのできる   
ピア サブジェクトを作成および変更できます。

TLS ピア サブジェクトの検索
ネットワークに複数の TLS ピア サブジェクトが存在する場合があるため、Cisco Unified Presence で      
は、具体的な検索条件で特定の TLS ピア サブジェクトを検索することができます。特定の TLS ピ     
ア サブジェクトを検索するには、次の手順を実行します。

（注） ブラウザ セッションでの作業中、クライアント マシンの cookie により、検索 /一覧表示の設定が    
保存されます。他のメニュー項目に移動してからこのメニューに戻るか、ブラウザを閉じてから新

しいブラウザ ウィンドウを開くと、検索の設定を変更するまで、Cisco Unified Presence の検索の設    
定がシステムで維持されます。

手順

ステップ 1 ［Cisco Unified Presence］ >［セキュリティ］>［TLSピアサブジェクト］の順に選択します。

［TLSピアサブジェクトの検索と一覧表示 (Find and List TLS Peer Subjects)］ウィンドウが表示され     
ます。アクティブ（優先）クエリーのレコードもウィンドウに表示される場合があります。

ステップ 2 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、ステップ 3 に進みます。

レコードをフィルタリングするかまたは検索します。

 • ドロップダウン リスト ボックスから検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。検索条件を追加すると、指定し
たすべての検索条件に一致するレコードが検索されます。検索条件を削除するには、［–］ボ
タンをクリックして最後に追加した検索条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンを

クリックして追加したすべての検索条件を削除します。
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ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リストボック 
スで異なる値を選択すると、各ウィンドウに表示する項目の数を変更できます。

（注） 対象のレコードの隣にあるチェックボックスをオンにしてから［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

してから［選択項目の削除］をクリックすると、この選択で設定可能なすべてのレコード

を削除できます。

ステップ 4 表示されるレコードのリストから、表示対象となるレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順序を逆にするには、必要に応じて、リストのヘッダーにある上向きまたは下向き

の矢印をクリックします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.17-4 の「関連項目」を参照してください。
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TLS ピア サブジェクトの設定
この項では、Cisco Unified Presence データベースで TLS ピア サブジェクトを追加または更新する方      
法について説明します。

手順

ステップ 1 次のいずれかのタスクを実行します。

 • TLS ピア サブジェクトを追加するには、［Cisco Unified Presence］ >［セキュリティ］>［TLSピ     
アサブジェクト］の順に選択し、［新規追加］をクリックします。

 • TLS ピア サブジェクトを更新するには、P.17-1 の「TLS ピア サブジェクトの検索」の手順に     
従って TLS ピア サブジェクトを検索します。

［TLSピアサブジェクトの設定 (TLS Peer Subject Configuration)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 表 17-1 の説明に従って適切な設定を入力します。

（注） TLS ピア サブジェクトに対する変更を有効にするには、SIP プロキシ サーバを再起動する    
必要があります。プロキシ サーバを再起動するには、［Cisco Unified Presence］>［プロキシ   
サーバ］>［設定］の順にクリックします。詳細については、第 11 章「プロキシ サーバの   
設定」を参照してください。

ステップ 3 データを保存するには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示される［保存］アイコンをクリッ

クします（または、ウィンドウの下部に表示される［保存］ボタンをクリックします）。

追加情報

P.17-4 の「関連項目」を参照してください。

TLS ピア サブジェクトの設定値
表 17-1 で、TLS ピア サブジェクトの設定値について説明します。関連する手順については、P.17-4 の    
「関連項目」を参照してください。

表 17-1 TLS ピア サブジェクトの設定値 

フィールド 説明

ピアサブジェクト名 このパラメータは、関連付けられる TLS ピア サブジェクトの一   
意の名前を指定します。

説明 このパラメータは、TLS ピア サブジェクトの説明を指定します。
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TLS ピア サブジェクトの削除
この項では、TLS ピア サブジェクトの削除方法を説明します。

手順

ステップ 1 P.17-1 の「TLS ピア サブジェクトの検索」の手順に従い TLS ピア サブジェクトを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除する TLS ピア サブジェクトを選択します。

（注） TLS ピア サブジェクトに対する変更を有効にするには、SIP プロキシ サーバを再起動する    
必要があります。プロキシ サーバを再起動するには、［Cisco Unified Presence］>［プロキシ   
サーバ］>［設定］の順にクリックします。詳細については、第 11 章「プロキシ サーバの   
設定」を参照してください。

ステップ 3 TLS ピア サブジェクトを削除するには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示される［選択項目  
の削除］アイコンをクリックします（または、ウィンドウの下部に表示される［選択項目の削除］

ボタンをクリックします）。

TLS ピア サブジェクトが使用中でない場合は、Cisco Unified Presence により削除されます。TLS ピ      
ア サブジェクトが使用中の場合は、メッセージが表示されます。

追加情報

P.17-4 の「関連項目」を参照してください。

関連項目
 • TLS ピア サブジェクトの検索（P.17-1）

 • TLS ピア サブジェクトの設定（P.17-3）

 • TLS ピア サブジェクトの削除（P.17-4）



C H A P T E R

18-1
Cisco Unified Presence アドミニストレーション ガイド    

OL-12727-01-J

18
AXL 設定

AXL 設定のウィンドウを使用して、AXL のアプリケーション プログラミング インターフェイス   
（API）へアクセスするためのユーザ名とパスワードを設定します。［AXL設定 (AXL Configuration)］ 
ウィンドウを使用すると、インストール時に入力した AXL のユーザ名とパスワードを変更できま  
す。

AXL設定値の設定
この項では、AXL のユーザ名とパスワードを設定する方法について説明します。

注意 関連付けられている Cisco Unified Communications Manager の最初のノードで、Standard AXL API       
Access 権限が割り当てられているアプリケーション ユーザのユーザ名とパスワードを入力する必  
要があります。デフォルトでは、CCMAdministrator というユーザ ID に Standard AXL API Access 権       
限が割り当てられています。

手順

ステップ 1 ［Cisco Unified Presence］>［セキュリティ］>［AXL設定］の順に選択します。

［AXL設定 (AXL Configuration)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 AXL のユーザ名とパスワードを入力します。

ステップ 3 確認のため、AXL パスワードを再度入力します。

ステップ 4 設定を保存するには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示される［保存］アイコンをクリック

します（または、ウィンドウの下部に表示される［保存］ボタンをクリックします）。
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19
トランスポート リスナー

SIP プロキシ サーバ、プレゼンス エンジン、およびプロファイル エージェントのトランスポート    
リスナーを設定できます。各トランスポート リスナーは、特定のアドレスとポートの組み合わせに 
バインドされます。TLS プロトコルを選択する場合、TLS コンテキストも選択する必要があります。

トランスポート リスナーの検索
ネットワークにトランスポート リスナーが複数存在する場合があるため、Cisco Unified Presence で    
は、具体的な検索条件に基づいて特定のトランスポート リスナーを検索することができます。トラ 
ンスポート リスナーを特定するには、次の手順を実行します。

（注） ブラウザ セッションでの作業中、クライアント マシンの cookie により、検索 /一覧表示の設定が    
保存されます。他のメニュー項目に移動してからこのメニューに戻るか、ブラウザを閉じてから新

しいブラウザ ウィンドウを開くと、検索の設定を変更するまで、Cisco Unified Presence の検索の設    
定がシステムで維持されます。

手順

ステップ 1 ［Cisco Unified Presence］ >［トランスポートリスナー］の順に選択します。

［トランスポートリスナーの検索と一覧表示 (Find and List Transport Listeners)］ウィンドウが表示さ    
れます。アクティブ（優先）クエリーのレコードもウィンドウに表示される場合があります。

ステップ 2 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、ステップ 3 に進みます。

レコードをフィルタリングするかまたは検索します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて適切な検索テキストを指定します。
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（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。検索条件を追加すると、指定し
たすべての検索条件に一致するレコードが検索されます。検索条件を削除するには、［–］ボ
タンをクリックして最後に追加した検索条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンを

クリックして追加したすべての検索条件を削除します。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リストボック 
スで異なる値を選択すると、各ウィンドウに表示する項目の数を変更できます。

（注） 対象のレコードの隣にあるチェックボックスをオンにしてから［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

してから［選択項目の削除］をクリックすると、この選択で設定可能なすべてのレコード

を削除できます。

ステップ 4 表示されるレコードのリストから、表示対象となるレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順序を逆にするには、必要に応じて、リストのヘッダーにある上向きまたは下向き

の矢印をクリックします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.19-5 の「関連項目」を参照してください。
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トランスポート リスナーの設定
この項では、Cisco Unified Presence データベースでトランスポート リスナーを追加または更新する    
方法について説明します。

手順

ステップ 1 次のいずれかのタスクを実行します。

トランスポート リスナーを追加するには、［Cisco Unified Presence］ >［トランスポートリスナー］の    
順に選択し、［新規追加］をクリックします。

 • トランスポート リスナーを更新する場合、P.19-1 の「トランスポート リスナーの検索」の手順   
に従ってトランスポート リスナーを検索します。

［トランスポートリスナーの設定 (Transport Listener Configuration)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 表 19-1 の説明に従って適切な設定を入力します。

（注） トランスポート リスナーに対する変更を有効にするには、SIP プロキシ サーバを再起動す   
る必要があります。プロキシ サーバを再起動するには、［Cisco Unified Presence］>［プロキ   
シサーバ］>［設定］の順にクリックします。詳細については、第 11 章「プロキシ サーバ   
の設定」を参照してください。

ステップ 3 データを保存するには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示される［保存］アイコンをクリッ

クします（または、ウィンドウの下部に表示される［保存］ボタンをクリックします）。

追加情報

P.19-5 の「関連項目」を参照してください。
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トランスポート リスナーの設定値
表 19-1 で、トランスポート リスナーの設定値について説明します。関連する手順については、
P.19-5 の「関連項目」を参照してください。

表 19-1 トランスポート リスナーの設定値 

フィールド 説明

名前 このパラメータは、トランスポート リスナーの一意の名前を 
指定します。

ポート このパラメータは、SIP トランスポートに対して設定される 
ポート番号を指定します。

プロトコルタイプ (Protocol Type) このパラメータは、この SIP トランスポートに対するプロトコ  
ル タイプ（TCP、UDP、または TLS）を指定します。

サービスタイプ (Service Type) このパラメータは、トランスポート リスナーのサービス タイ  
プを指定します。

 • Cisco Proxy Server

 • Cisco Presence

 • Cisco Unified Client Profile Agent

TLSコンテキスト (TLS Context) このパラメータは、このトランスポート リスナーに関連付け 
られている TLS コンテキストを指定します。TLS プロトコル   
タイプを選択した場合に限り、このパラメータが適用されま

す。

（注） 使用可能な TLS コンテキストは、TLSコンテキスト設  
定のウィンドウで設定できます。
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トランスポート リスナーの削除
この項では、トランスポート リスナーの削除方法を説明します。

手順

ステップ 1 P.19-1 の「トランスポート リスナーの検索」の手順に従いトランスポート リスナーを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除するトランスポート リスナーを選択します。

（注） トランスポート リスナーに対する変更を有効にするには、SIP プロキシ サーバを再起動す   
る必要があります。プロキシ サーバを再起動するには、［Cisco Unified Presence］>［プロキ   
シサーバ］>［設定］の順にクリックします。詳細については、第 11 章「プロキシ サーバ   
の設定」を参照してください。

ステップ 3 トランスポート リスナーを削除するには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示される［選択項 
目の削除］アイコンをクリックします（または、ウィンドウの下部に表示される［選択項目の削除］

ボタンをクリックします）。

トランスポート リスナーが使用中でない場合は、Cisco Unified Presence により削除されます。トラ    
ンスポート リスナーが使用中の場合は、メッセージが表示されます。

追加情報

P.19-5 の「関連項目」を参照してください。

関連項目
 • トランスポート リスナーの検索（P.19-1）

 • トランスポート リスナーの設定（P.19-3）

 • トランスポート リスナーの削除（P.19-5）
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20
クラスタ間ピア

1 つ以上の外部 Cisco Unified Presence クラスタ（ピア）を関連付けることにより、複数の Cisco Unified       
Presence クラスタ間でインスタント メッセージとプレゼンス ステータスを送受信できるようにな   
ります。

クラスタ間ピアの検索
ネットワークに複数のクラスタ間ピアが存在する可能性があるため、Cisco Unified Presence では、   
具体的な検索条件で特定のクラスタ間ピアを検索することができます。特定のクラスタ間ピアを検

索するには、次の手順を実行します。

（注） ブラウザ セッションでの作業中、クライアント マシンの cookie により、検索 /一覧表示の設定が    
保存されます。他のメニュー項目に移動してからこのメニューに戻るか、ブラウザを閉じてから新

しいブラウザ ウィンドウを開くと、検索の設定を変更するまで、Cisco Unified Presence の検索の設    
定がシステムで維持されます。

手順

ステップ 1 ［Cisco Unified Presence］ >［クラスタ間設定］の順に選択します。

［クラスタ間ピアの検索と一覧表示 (Find and List Intercluster Peers)］ウィンドウが表示されます。ア    
クティブ（優先）クエリーのレコードもウィンドウに表示される場合があります。

ステップ 2 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、ステップ 3 に進みます。

レコードをフィルタリングするかまたは検索します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて適切な検索テキストを指定します。
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（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。検索条件を追加すると、指定し
たすべての検索条件に一致するレコードが検索されます。検索条件を削除するには、［–］ボ
タンをクリックして最後に追加した検索条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンを

クリックして追加したすべての検索条件を削除します。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リストボック 
スで異なる値を選択すると、各ウィンドウに表示する項目の数を変更できます。

（注） 対象のレコードの隣にあるチェックボックスをオンにしてから［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

してから［選択項目の削除］をクリックすると、この選択で設定可能なすべてのレコード

を削除できます。

ステップ 4 表示されるレコードのリストから、表示対象となるレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順序を逆にするには、必要に応じて、リストのヘッダーにある上向きまたは下向き

の矢印をクリックします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.20-4 の「関連項目」を参照してください。
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クラスタ間ピアの設定
この項では、Cisco Unified Presence データベースでクラスタ間ピアを追加または更新する方法につ   
いて説明します。

手順

ステップ 1 次のいずれかのタスクを実行します。

クラスタ間ピアを追加するには、［Cisco Unified Presence］ >［クラスタ間設定］の順に選択し、［新   
規追加］をクリックします。

 • クラスタ間ピアを更新するには、P.20-1 の「クラスタ間ピアの検索」の手順に従ってクラスタ 
間ピアを検索します。

［クラスタ間ピア設定 (Intercluster Peer Configuration)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 表 20-1 の説明に従って適切な設定を入力します。

ステップ 3 データを保存するには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示される［保存］アイコンをクリッ

クします（または、ウィンドウの下部に表示される［保存］ボタンをクリックします）。

追加情報

P.20-4 の「関連項目」を参照してください。

クラスタ間ピア設定の設定値
表 20-1 で、クラスタ間ピア設定の設定値について説明します。関連する手順については、P.20-4 の  
「関連項目」を参照してください。

表 20-1 クラスタ間ピア設定の設定値 

フィールド 説明

ピアアドレス ピアの IP アドレスまたはホスト名を入力します。

ユーザ名 関連付けられている Cisco Unified Presence ピアの［アプリケーション    
ユーザ (Application User)］のユーザ名を入力します。

パスワード 関連付けられている Cisco Unified Presence ピアの［アプリケーション    
ユーザ (Application User)］のパスワードを入力します。

パスワードの確認 関連付けられている Cisco Unified Presence ピアの［アプリケーション    
ユーザ (Application User)］のパスワードを再入力します。

強制同期 ［強制同期］をクリックすると、 Cisco Unified Presence をこのピアと強    
制的にデータ同期します。

（注） このボタンは、クラスタ間ピアの正常な作成後にのみ表示され
ます。
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クラスタ間ピアの削除
この項では、クラスタ間ピアを削除する方法について説明します。

手順

ステップ 1 P.20-1 の「クラスタ間ピアの検索」の手順に従いクラスタ間ピアを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除するクラスタ間ピアを選択します。

ステップ 3 クラスタ間ピアを削除するには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示される［選択項目の削除］

アイコンをクリックします（または、ウィンドウの下部に表示される［選択項目の削除］ボタンを

クリックします）。 

クラスタ間ピアが使用中でない場合は、Cisco Unified Presence により削除されます。クラスタ間ピ   
アが使用中の場合は、メッセージが表示されます。

追加情報

P.20-4 の「関連項目」を参照してください。

関連項目
 • クラスタ間ピアの検索（P.20-1）

 • クラスタ間ピアの設定（P.20-3）

 • クラスタ間ピア設定の設定値（P.20-3）

 • クラスタ間ピアの削除（P.20-4）
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21
Cisco Unified Personal Communicator   
の設定

Cisco Unified Personal Communicator 設定のウィンドウを使用して、Cisco Unified Personal 
Communicator のすべてのユーザに適用する設定値を設定します。

 Cisco Unified Personal Communicator の設定値の設定
Cisco Unified Personal Communicator の設定値を設定するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 ［アプリケーション］>［Cisco Unified Personal Communicator］>［ユーザ設定］の順に選択します。

Cisco Unified Personal Communicator の設定ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 表 21-1 の説明に従って適切な設定値を入力します。

ステップ 3 ［ディレクトリサーバタイプ (Directory Server Type)］ドロップダウン リストから、該当するディレ   
クトリ サーバ タイプを選択します。

ステップ 4 Cisco Unified Personal Communicator のアトリビュート名にマッピングする、自分の環境に適切な    
LDAP アトリビュート名を入力します。Cisco Unified Personal Communicator のアトリビュート名と     
それに対応するデフォルトの LDAP 名のリストについては、表 21-2 を参照してください。

（注） 選択したディレクトリ サーバ タイプのアトリビュート マッピング フィールドをデフォル    
トにリセットするには、［デフォルトに戻す］をクリックします。

ステップ 5 データを保存するには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示される［保存］アイコンをクリッ

クします（または、ウィンドウの下部に表示される［保存］ボタンをクリックします）。
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表 21-1 Cisco Unified Personal Communicator の設定値 

フィールド 説明

プライマリ TFTPサーバ
(Primary TFTP Server)

このパラメータは、プライマリ TFTP サーバのアドレスを、完全修  
飾ドメイン名または IP アドレスのいずれかで指定します。

最大文字数：128

バックアップ TFTPサーバ
(Backup TFTP Server)

このパラメータは、バックアップ TFTP サーバのアドレスを、完全  
修飾ドメイン名または IP アドレスのいずれかで指定します。

最大文字数：128

ディレクトリサーバタイプ

(Directory Server Type)
このパラメータは、次のディレクトリ サーバのタイプから該当する 
タイプを指定します。

 • Microsoft Active Directory

 • Netscape または Sun ONE LDAP サーバ

（注） 該当するディレクトリ サーバ タイプを選択すると、Cisco  
Unified Presence の管理ページに該当するパラメータ マッピ   
ング フィールドが表示されます。

表 21-2 デフォルトの LDAP アトリビュート マッピング 

Cisco Unified Personal 
Communicator の［ユーザ
(User)］フィールド

Microsoft Active Directory の
デフォルトの LDAP マッピン
グ名

Netscape または Sun ONE の
デフォルトの LDAP マッピン
グ名

UserID sAMAccountName uid

FirstName givenName givenName

LastName sn sn

MiddleName middleName initials

Nickname Nickname Nickname

Photo jpegPhoto

Title title title

DisplayName displayName displayName

NamePrefix namePrefix namePrefix

NameSuffix

Gender gender gender

BusinessEMail mail mail

BusinessPhoneNumber telephoneNumber telephoneNumber

BusinessVoiceMail voicemail

BusinessMobilePhone mobile mobile

BusinessPager pager pager

BusinessFax facsimileTelephoneNumber facsimileTelephoneNumber

BusinessOtherPhone otherTelephone

HomeEMail

HomeMobilePhone

HomeFax pager

URL url labeledURI
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22
ユーザ設定

ユーザ設定のウィンドウを使用して、Cisco Unified Personal Communicator のさまざまなユーザ単位    
の設定値を設定します。このウィンドウを使用して特定のユーザを検索し、個々の設定値を変更で

きます。

ユーザの検索
ネットワークにユーザが複数存在する場合があるため、Cisco Unified Presence では、具体的な検索   
条件に基づいて特定のユーザを検索することができます。特定のユーザを検索するには、次の手順

を実行します。

（注） ブラウザ セッションでの作業中、クライアント マシンの cookie により、検索 /一覧表示の設定が    
保存されます。他のメニュー項目に移動してからこのメニューに戻るか、ブラウザを閉じてから新

しいブラウザ ウィンドウを開くと、検索の設定を変更するまで、Cisco Unified Presence の検索の設    
定がシステムで維持されます。

手順

ステップ 1 ［アプリケーション］>［Cisco Unified Personal Communicator］>［ユーザ設定］の順に選択します。

［Unified Personal Communicator のユーザ設定の検索と一覧表示 (Unified Personal Communicator User      
Settings Find and List)］ウィンドウが表示されます。アクティブ（優先）クエリーのレコードもウィ   
ンドウに表示される場合があります。

ステップ 2 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、ステップ 3 に進みます。

レコードをフィルタリングするかまたは検索します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて適切な検索テキストを指定します。
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（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。検索条件を追加すると、指定し
たすべての検索条件に一致するレコードが検索されます。検索条件を削除するには、［–］ボ
タンをクリックして最後に追加した検索条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンを

クリックして追加したすべての検索条件を削除します。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リストボック 
スで異なる値を選択すると、各ウィンドウに表示する項目の数を変更できます。

（注） 対象のレコードの隣にあるチェックボックスをオンにしてから［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

してから［選択項目の削除］をクリックすると、この選択で設定可能なすべてのレコード

を削除できます。

ステップ 4 表示されるレコードのリストから、表示対象となるレコードのリンクをクリックします。

ヒント ［Unified Personal Communicator のユーザ設定の検索と一覧表示 (Unified Personal 
Communicator User Settings Find and List)］ウィンドウに、ユーザ単位の Cisco Unified 
Personal Communicator のクライアント バージョンが表示されます。

（注） ソート順序を逆にするには、必要に応じて、リストのヘッダーにある上向きまたは下向き

の矢印をクリックします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.22-5 の「関連項目」を参照してください。
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ユーザの設定
この項では、Cisco Unified Presence データベースでユーザを追加または更新する方法について説明   
します。

手順

ステップ 1 次のタスクを実行します。

 • ユーザを更新するには、P.22-1 の「ユーザの検索」の手順に従ってユーザを検索します。

［Unified Personal Communicator のユーザ設定 (Unified Personal Communicator User Settings)］ウィンド       
ウが表示されます。

ステップ 2 表 22-1 の説明に従って適切な設定を入力します。

ステップ 3 データを保存してユーザをデータベースに追加するには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示

される［保存］アイコンをクリックします（または、ウィンドウの下部に表示される［保存］ボタ

ンをクリックします）。

追加情報

P.22-5 の「関連項目」を参照してください。
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ユーザの設定値
表 22-1 で、ユーザ設定のパラメータについて説明します。関連する手順については、P.22-5 の「関  
連項目」を参照してください。

表 22-1 ユーザ設定のパラメータ

フィールド 説明

優先 CTIデバイス (Preferred 
CTI Device)

このパラメータは、ユーザが制御する使用可能なデバイスのド

ロップダウン リストを構成します。

Unityプロファイル (Unity 
Profile)

このパラメータは、使用可能な Cisco Unity プロファイルのド   
ロップダウン リストを構成します。リストが空の場合は、Cisco 
Unified Personal Communicator の Cisco Unity プロファイルを設定      
する必要があります。

MeetingPlaceプロファイル
(MeetingPlace Profile)

このパラメータは、使用可能な Cisco MeetingPlace プロファイル   
のドロップダウン リストを構成します。リストが空の場合は、 
Cisco Unified Personal Communicator の Cisco MeetingPlace プロ       
ファイルを設定する必要があります。

CTIゲートウェイプロファイル
(CTI Gateway Profile)

このパラメータは、使用可能な Cisco CTI ゲートウェイ プロファ    
イルのドロップダウン リストを構成します。リストが空の場合 
は、Cisco Unified Personal Communicator の Cisco CTI ゲートウェ       
イ プロファイルを設定する必要があります。

LDAPプロファイル (LDAP 
Profile)

このパラメータは、使用可能な Cisco LDAP プロファイルのド   
ロップダウン リストを構成します。リストが空の場合は、Cisco 
Unified Personal Communicator の Cisco LDAP プロファイルを設定      
する必要があります。

SIPプロキシプロファイル (SIP 
Proxy Profile)

このパラメータは、SIP プロキシ プロファイルのドロップダウン  
リストを構成しますが、空の場合もあります。
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ユーザの削除
この項では、ユーザの削除方法を説明します。

手順

ステップ 1 P.22-1 の「ユーザの検索」の手順に従いユーザを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除するユーザを選択します。

ステップ 3 ユーザを削除するには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示される［選択項目の削除］アイコ

ンをクリックします（または、ウィンドウの下部に表示される［選択項目の削除］ボタンをクリッ

クします）。

ユーザが使用中でない場合は、Cisco Unified Presence により削除されます。ユーザが使用中の場合   
は、メッセージが表示されます。

追加情報

P.22-5 の「関連項目」を参照してください。

関連項目
 • ユーザの検索（P.22-1）

 • ユーザの設定（P.22-3）

 • ユーザの削除（P.22-5）



第 22章      ユーザ設定      
    関連項目

22-6
Cisco Unified Presence アドミニストレーション ガイド

OL-12727-01-J



C H A P T E R

23-1
Cisco Unified Presence アドミニストレーション ガイド    

OL-12727-01-J

23
Unity サーバ

Cisco Unity サーバのウィンドウを使用して、Cisco Unity に関連する設定値を設定します。このウィ    
ンドウを使用して特定のサーバを検索し、個々の設定値を変更できます。

Cisco Unity サーバの検索
ネットワークに Cisco Unity サーバが複数存在する場合があるため、Cisco Unified Presence では、具      
体的な検索条件に基づいて特定の Cisco Unity サーバを検索することができます。 

特定の Cisco Unity サーバを検索するには、次の手順を実行します。

（注） ブラウザ セッションでの作業中、クライアント マシンの cookie により、検索 /一覧表示の設定が    
保存されます。他のメニュー項目に移動してからこのメニューに戻るか、ブラウザを閉じてから新

しいブラウザ ウィンドウを開くと、検索の設定を変更するまで、Cisco Unified Presence の検索の設    
定がシステムで維持されます。

手順

ステップ 1 ［アプリケーション］>［Cisco Unified Personal Communicator］>［Unityサーバ］の順に選択します。

［Unityホストの検索と一覧表示 (Find and List Unity Hosts)］ウィンドウが表示されます。アクティブ    
（優先）クエリーのレコードもウィンドウに表示される場合があります。

ステップ 2 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、ステップ 3 に進みます。

レコードをフィルタリングするかまたは検索します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて適切な検索テキストを指定します。



第 23章      Unity サーバ       
    Cisco Unity サーバの検索

23-2
Cisco Unified Presence アドミニストレーション ガイド

OL-12727-01-J

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。検索条件を追加すると、指定し
たすべての検索条件に一致するレコードが検索されます。検索条件を削除するには、［–］ボ
タンをクリックして最後に追加した検索条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンを

クリックして追加したすべての検索条件を削除します。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リストボック 
スで異なる値を選択すると、各ウィンドウに表示する項目の数を変更できます。

（注） 対象のレコードの隣にあるチェックボックスをオンにしてから［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

してから［選択項目の削除］をクリックすると、この選択で設定可能なすべてのレコード

を削除できます。

ステップ 4 表示されるレコードのリストから、表示対象となるレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順序を逆にするには、必要に応じて、リストのヘッダーにある上向きまたは下向き

の矢印をクリックします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.23-5 の「関連項目」を参照してください。
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Cisco Unity ホストの設定
この項では、Cisco Unified Presence データベースで Cisco Unity ホストを追加または更新する方法に      
ついて説明します。

手順

ステップ 1 次のいずれかのタスクを実行します。

 • ホストを追加するには、［アプリケーション］>［Cisco Unified Personal Communicator］>［Unity   
サーバ］の順に選択し、［新規追加］をクリックします。

 • Cisco Unity ホストを更新するには、P.23-1 の「Cisco Unity サーバの検索」の手順に従ってホス     
トを検索します。

［Unityホストの設定 (Unity Host Configuration)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 表 23-1 の説明に従って適切な設定を入力します。

ステップ 3 データを保存して Cisco Unity ホストをデータベースに追加するには、ウィンドウの左上隅のツール   
バーに表示される［保存］アイコンをクリックします（または、ウィンドウの下部に表示される

［保存］ボタンをクリックします）。

追加情報

P.23-5 の「関連項目」を参照してください。
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Cisco Unity サーバの設定値
表 23-1 で、Unity サーバの設定パラメータについて説明します。関連する手順については、P.23-5 の   
「関連項目」を参照してください。

表 23-1 Cisco Unity サーバの設定パラメータ

フィールド 説明

名前 このパラメータは、Cisco Unity ホストの名前を指定します。

最大文字数：128

説明 このパラメータは、Cisco Unity サーバの一般的な説明を示します。

ホスト名 /IPアドレス このパラメータは、Cisco Unity ホストのホスト名または IP アドレ    
スを指定します。

ポート このパラメータは、Cisco Unity サーバに対して設定されるポート番  
号を指定します。

デフォルト：143

プロトコルタイプ (Protocol 
Type)

このパラメータは、Cisco Unity サーバへ接続する場合に使用するプ  
ロトコルを指定します。次のいずれかの値を選択します。

 • TCP

 • UDP

 • TLS

 • SSL

デフォルト：UDP
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Cisco Unity サーバの削除
この項では、Cisco Unity サーバの削除方法を説明します。

手順

ステップ 1 P.23-1 の「Cisco Unity サーバの検索」の手順に従いサーバを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除する Cisco Unity サーバを選択します。

ステップ 3 Cisco Unity サーバを削除するには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示される［選択項目の削  
除］アイコンをクリックします（または、ウィンドウの下部に表示される［選択項目の削除］ボタ

ンをクリックします）。

Cisco Unity サーバが使用中でない場合は、Cisco Unified Presence により削除されます。Cisco Unity      
サーバが使用中の場合は、メッセージが表示されます。

追加情報

P.23-5 の「関連項目」を参照してください。

関連項目
 • Cisco Unity サーバの検索（P.23-1）

 • Cisco Unity ホストの設定（P.23-3）

 • Cisco Unity サーバの削除（P.23-5）
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24
Unity プロファイル

Cisco Unity プロファイルのウィンドウを使用して、プライマリ サーバ、スタンバイ サーバ、プロ   
ファイルに関連付けられているユーザなど、Cisco Unity に関連する設定値を設定します。このウィ  
ンドウを使用して特定のプロファイルを検索し、個々の設定値を変更できます。

Cisco Unity プロファイルの検索
ネットワークに Cisco Unity プロファイルが複数存在する場合があるため、Cisco Unified Presence で      
は、具体的な検索条件に基づいて、特定の Cisco Unity プロファイルを検索することができます。特   
定の Cisco Unity プロファイルを検索するには、次の手順を実行します。

（注） ブラウザ セッションでの作業中、クライアント マシンの cookie により、検索 /一覧表示の設定が    
保存されます。他のメニュー項目に移動してからこのメニューに戻るか、ブラウザを閉じてから新

しいブラウザ ウィンドウを開くと、検索の設定を変更するまで、Cisco Unified Presence の検索の設    
定がシステムで維持されます。

手順

ステップ 1 ［アプリケーション］>［Cisco Unified Personal Communicator］>［Unityプロファイル］の順に選   
択します。

［Unity プロファイルの設定 (Unity Profile Configuration)］ウィンドウが表示されます。アクティブ  
（優先）クエリーのレコードもウィンドウに表示される場合があります。

ステップ 2 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、ステップ 3 に進みます。

レコードをフィルタリングするかまたは検索します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて適切な検索テキストを指定します。
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（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。検索条件を追加すると、指定し
たすべての検索条件に一致するレコードが検索されます。検索条件を削除するには、［–］ボ
タンをクリックして最後に追加した検索条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンを

クリックして追加したすべての検索条件を削除します。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リストボック 
スで異なる値を選択すると、各ウィンドウに表示する項目の数を変更できます。

（注） 対象のレコードの隣にあるチェックボックスをオンにしてから［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

してから［選択項目の削除］をクリックすると、この選択で設定可能なすべてのレコード

を削除できます。

ステップ 4 表示されるレコードのリストから、表示対象となるレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順序を逆にするには、必要に応じて、リストのヘッダーにある上向きまたは下向き

の矢印をクリックします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.24-5 の「関連項目」を参照してください。
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Cisco Unityプロファイルの設定
この項では、Cisco Unified Presence データベースで Cisco Unity プロファイルを追加または更新する      
方法について説明します。

手順

ステップ 1 次のいずれかのタスクを実行します。

 • Cisco Unity プロファイルを追加するには、［アプリケーション］>［Cisco Unified Personal 
Communicator］>［Unityプロファイル］の順に選択し、［新規追加］をクリックします。

 • Cisco Unity プロファイルを更新するには、P.24-1 の「Cisco Unity プロファイルの検索」の手順     
に従ってプロファイルを検索します。

［Unityプロファイルの設定 (Unity Profile Configuration)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 表 24-1 の説明に従って適切な設定を入力します。

ステップ 3 ユーザと Cisco Unity プロファイルを関連付けるには、［プロファイルにユーザを追加］をクリック   
します。

［ユーザの検索と一覧表示 (Find and List Users)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、ステップ 5 に進みます。

レコードをフィルタリングするかまたは検索します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。検索条件を追加すると、指定し
たすべての検索条件に一致するレコードが検索されます。検索条件を削除するには、［–］ボ
タンをクリックして最後に追加した検索条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンを

クリックして追加したすべての検索条件を削除します。

ステップ 5 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リストボック 
スで異なる値を選択すると、各ウィンドウに表示する項目の数を変更できます。

ステップ 6 レコードのリストから、Cisco Unity プロファイルに追加するユーザをクリックするか、または［す  
べてを選択］をクリックします。

ステップ 7 ユーザを Cisco Unity プロファイルへ追加するには、［選択項目の追加］をクリックします。

ステップ 8 ［ユーザの検索と一覧表示 (Find and List Users)］ウィンドウで、［閉じる］をクリックします。



第 24章      Unity プロファイル       
    Cisco Unity プロファイルの設定値

24-4
Cisco Unified Presence アドミニストレーション ガイド

OL-12727-01-J

ステップ 9 データを保存して Cisco Unity プロファイルをデータベースに追加するには、ウィンドウの左上隅の   
ツールバーに表示される［保存］アイコンをクリックします（または、ウィンドウの下部に表示さ

れる［保存］ボタンをクリックします）。

追加情報

P.24-5 の「関連項目」を参照してください。

Cisco Unity プロファイルの設定値
表 24-1 で、Unity プロファイルの設定パラメータについて説明します。関連する手順については、  
P.24-5 の「関連項目」を参照してください。

表 24-1 Cisco Unity プロファイルの設定パラメータ

フィールド 説明

名前 (Name) このパラメータは、Cisco Unity プロファイルの名前を指定しま  
す。

最大文字数：128

説明 (Description) このパラメータは、Cisco Unity プロファイルの一般的な説明を  
示します。

最大文字数：128

音声メッセージングパイロット

(Voice Messaging Pilot)
このパラメータは、Cisco Unity プロファイルに関連付ける音声  
メッセージング パイロットを指定します。ドロップダウン リス  
トから No Voice Mail を選択することもできます。

プライマリ Unityサーバ
(Primary Unity Server)

このパラメータは、プライマリ Cisco Unity サーバを指定します。   
ドロップダウン リストで、定義済の Cisco Unity サーバから選択    
できます。

バックアップ Unityサーバ
(Backup Unity Server)

このパラメータは、バックアップ Cisco Unity サーバを指定しま   
す。ドロップダウン リストで、定義済の Cisco Unity サーバから    
選択できます。バックアップ Cisco Unity サーバは 2 つ指定でき     
ます。
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Cisco Unity プロファイルの削除
この項では、Cisco Unity プロファイルの削除方法を説明します。

手順

ステップ 1 P.24-1 の「Cisco Unity プロファイルの検索」の手順に従い Cisco Unity プロファイルを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除する Cisco Unity プロファイルを選択します。

ステップ 3 Cisco Unity プロファイルを削除するには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示される［選択項  
目の削除］アイコンをクリックします（または、ウィンドウの下部に表示される［選択項目の削除］

ボタンをクリックします）。

Cisco Unity プロファイルが使用中でない場合は、Cisco Unified Presence により削除されます。Cisco     
Unity プロファイルが使用中の場合は、メッセージが表示されます。

追加情報

P.24-5 の「関連項目」を参照してください。

関連項目
 • Cisco Unity プロファイルの検索（P.24-1）

 • Cisco Unityプロファイルの設定（P.24-3）

 • Cisco Unity プロファイルの削除（P.24-5）
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25
MeetingPlace サーバ

Cisco MeetingPlace サーバのウィンドウを使用して、Cisco MeetingPlace に関連する設定値を設定し    
ます。このウィンドウを使用して特定のサーバを検索し、個々の設定値を変更できます。

Cisco MeetingPlaceサーバの検索
ネットワークに Cisco MeetingPlace サーバが複数存在する場合があるため、Cisco Unified Presence で      
は、具体的な検索条件に基づいて特定の Cisco MeetingPlace サーバを検索することができます。特   
定の Cisco MeetingPlace サーバを検索するには、次の手順を実行します。

（注） ブラウザ セッションでの作業中、クライアント マシンの cookie により、検索 /一覧表示の設定が    
保存されます。他のメニュー項目に移動してからこのメニューに戻るか、ブラウザを閉じてから新

しいブラウザ ウィンドウを開くと、検索の設定を変更するまで、Cisco Unified Presence の検索の設    
定がシステムで維持されます。

手順

ステップ 1 ［アプリケーション］>［Cisco Unified Personal Communicator］>［MeetingPlaceサーバ］の順に選   
択します。

［MeetingPlaceホストの検索と一覧表示 (Find and List MeetingPlace Hosts)］ウィンドウが表示されま    
す。アクティブ（優先）クエリーのレコードもウィンドウに表示される場合があります。

ステップ 2 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、ステップ 3 に進みます。

レコードをフィルタリングするかまたは検索します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。検索条件を追加すると、指定し
たすべての検索条件に一致するレコードが検索されます。検索条件を削除するには、［–］ボ
タンをクリックして最後に追加した検索条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンを

クリックして追加したすべての検索条件を削除します。
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ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リストボック 
スで異なる値を選択すると、各ウィンドウに表示する項目の数を変更できます。

（注） 対象のレコードの隣にあるチェックボックスをオンにしてから［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

してから［選択項目の削除］をクリックすると、この選択で設定可能なすべてのレコード

を削除できます。

ステップ 4 表示されるレコードのリストから、表示対象となるレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順序を逆にするには、必要に応じて、リストのヘッダーにある上向きまたは下向き

の矢印をクリックします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.25-4 の「関連項目」を参照してください。

Cisco MeetingPlace サーバの設定
この項では、Cisco Unified Presence データベースで Cisco MeetingPlace ホストを追加または更新する      
方法について説明します。

手順

ステップ 1 次のいずれかのタスクを実行します。

 • Cisco MeetingPlace サーバを追加するには、［アプリケーション］>［Cisco Unified Personal 
Communicator］>［MeetingPlaceサーバ］の順に選択し、［新規追加］をクリックします。

 • Cisco MeetingPlace サーバを更新するには、P.25-1 の「Cisco MeetingPlaceサーバの検索」の手順    
に従ってホストを検索します。

［MeetingPlaceホストの設定 (MeetingPlace Host Configuration)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 表 25-1 の説明に従って適切な設定を入力します。

ステップ 3 データを保存して Cisco MeetingPlace サーバをデータベースに追加するには、ウィンドウの左上隅   
のツールバーに表示される［保存］アイコンをクリックします（または、ウィンドウの下部に表示

される［保存］ボタンをクリックします）。

追加情報

P.25-4 の「関連項目」を参照してください。
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Cisco MeetingPlace サーバの設定値
表 25-1 で、Cisco MeetingPlace サーバの設定パラメータについて説明します。関連する手順につい   
ては、P.25-4 の「関連項目」を参照してください。

Cisco MeetingPlace サーバの削除
この項では、Cisco MeetingPlace サーバの削除方法を説明します。

手順

ステップ 1 P.25-1 の「Cisco MeetingPlaceサーバの検索」の手順に従い Cisco MeetingPlace サーバを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除する Cisco MeetingPlace サーバを選択します。

ステップ 3 Cisco MeetingPlace サーバを削除するには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示される［選択項  
目の削除］アイコンをクリックします（または、ウィンドウの下部に表示される［選択項目の削除］

ボタンをクリックします）。

Cisco MeetingPlace サーバが使用中でない場合は、Cisco Unified Presence により削除されます。Cisco     
MeetingPlace サーバが使用中の場合は、メッセージが表示されます。

追加情報

P.25-4 の「関連項目」を参照してください。

表 25-1 Cisco MeetingPlace サーバの設定パラメータ

フィールド 説明

名前 このパラメータは、Cisco MeetingPlace サーバの名前を指定します。

最大文字数：128

説明 このパラメータは、Cisco MeetingPlace サーバの一般的な説明を示します。

最大文字数：128

ホスト名 /IPアドレス このパラメータは、Cisco MeetingPlace ホストのホスト名または IP アドレ    
スを指定します。

ポート このパラメータは、Cisco MeetingPlace サーバに対して設定されるポート  
番号を指定します。

デフォルト：80

プロトコル (Protocol) このパラメータは、Cisco MeetingPlace サーバへ接続する場合に使用する  
プロトコルを指定します。次のいずれかの値を選択します。

 • HTTP

 • HTTPS

デフォルト：HTTP
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関連項目
 • Cisco MeetingPlaceサーバの検索（P.25-1）

 • Cisco MeetingPlace サーバの設定（P.25-2）

 • Cisco MeetingPlace サーバの削除（P.25-3）
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26
MeetingPlace プロファイル

Cisco MeetingPlaceプロファイルのウィンドウを使用して、プライマリ サーバ、スタンバイ サーバ、   
プロファイルに関連付けられているユーザなど、Cisco MeetingPlace に関連する設定値を設定しま  
す。このウィンドウを使用して特定のプロファイルを検索し、個々の設定値を変更できます。

Cisco MeetingPlace プロファイルの検索
ネットワークに Cisco MeetingPlace プロファイルが複数存在する場合があるため、Cisco Unified    
Presence では、具体的な検索条件に基づいて特定の Cisco MeetingPlace プロファイルを検索すること    
ができます。特定の Cisco MeetingPlace プロファイルを検索するには、次の手順を実行します。

（注） ブラウザ セッションでの作業中、クライアント マシンの cookie により、検索 /一覧表示の設定が    
保存されます。他のメニュー項目に移動してからこのメニューに戻るか、ブラウザを閉じてから新

しいブラウザ ウィンドウを開くと、検索の設定を変更するまで、Cisco Unified Presence の検索の設    
定がシステムで維持されます。

手順

ステップ 1 ［アプリケーション］>［Cisco Unified Personal Communicator］>［MeetingPlaceプロファイル］の   
順に選択します。

［MeetingPlaceプロファイルの検索と一覧表示 (Find and List MeetingPlace Profiles)］ウィンドウが表    
示されます。アクティブ（優先）クエリーのレコードもウィンドウに表示される場合があります。

ステップ 2 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、ステップ 3 に進みます。

レコードをフィルタリングするかまたは検索します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて適切な検索テキストを指定します。
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（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。検索条件を追加すると、指定し
たすべての検索条件に一致するレコードが検索されます。検索条件を削除するには、［–］ボ
タンをクリックして最後に追加した検索条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンを

クリックして追加したすべての検索条件を削除します。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リストボック 
スで異なる値を選択すると、各ウィンドウに表示する項目の数を変更できます。

（注） 対象のレコードの隣にあるチェックボックスをオンにしてから［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

してから［選択項目の削除］をクリックすると、この選択で設定可能なすべてのレコード

を削除できます。

ステップ 4 表示されるレコードのリストから、表示対象となるレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順序を逆にするには、必要に応じて、リストのヘッダーにある上向きまたは下向き

の矢印をクリックします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.26-5 の「関連項目」を参照してください。
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Cisco MeetingPlace プロファイルの設定
この項では、Cisco Unified Presence データベースで Cisco MeetingPlace プロファイルを追加または更      
新する方法について説明します。

手順

ステップ 1 次のいずれかのタスクを実行します。

 • Cisco MeetingPlace プロファイルを追加するには、［アプリケーション］>［Cisco Unified Personal    
Communicator］>［MeetingPlaceプロファイル］の順に選択し、［新規追加］をクリックします。

 • Cisco MeetingPlace プロファイルを更新する場合、P.26-1 の「Cisco MeetingPlace プロファイルの     
検索」の手順に従ってプロファイルを検索します。

［MeetingPlaceプロファイルの設定 (MeetingPlace Profile Configuration)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 表 26-1 の説明に従って適切な設定を入力します。

ステップ 3 ユーザと Cisco MeetingPlace プロファイルを関連付けるには、［プロファイルにユーザを追加］をク   
リックします。

［ユーザの検索と一覧表示 (Find and List Users)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、ステップ 5 に進みます。

レコードをフィルタリングするかまたは検索します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。検索条件を追加すると、指定し
たすべての検索条件に一致するレコードが検索されます。検索条件を削除するには、［–］ボ
タンをクリックして最後に追加した検索条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンを

クリックして追加したすべての検索条件を削除します。

ステップ 5 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リストボック 
スで異なる値を選択すると、各ウィンドウに表示する項目の数を変更できます。

ステップ 6 レコードのリストから、Cisco MeetingPlace プロファイルに追加するユーザをクリックするか、また  
は［すべてを選択］をクリックします。

ステップ 7 ユーザを Cisco MeetingPlace プロファイルへ追加するには、［選択項目の追加］をクリックします。

ステップ 8 ［ユーザの検索と一覧表示 (Find and List Users)］ウィンドウで、［閉じる］をクリックします。
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ステップ 9 データを保存して Cisco MeetingPlace プロファイルをデータベースに追加するには、ウィンドウの   
左上隅のツールバーに表示される［保存］アイコンをクリックします（または、ウィンドウの下部

に表示される［保存］ボタンをクリックします）。

追加情報

P.26-5 の「関連項目」を参照してください。

Cisco MeetingPlace プロファイルの設定値
表 26-1 で、Cisco MeetingPlace プロファイルの設定パラメータについて説明します。関連する手順   
については、P.26-5 の「関連項目」を参照してください。

表 26-1 Cisco MeetingPlace プロファイルの設定パラメータ

フィールド 説明

名前 このパラメータは、Cisco MeetingPlace プロファイルの名前を  
指定します。

最大文字数：128

説明 このパラメータは、Cisco MeetingPlace プロファイルの一般的  
な説明を示します。

最大文字数：128

プライマリMeetingPlaceサーバ
(Primary MeetingPlace Server)

このパラメータは、プライマリ Cisco MeetingPlace サーバを指
定します。ドロップダウン リストで、定義済の Cisco 
MeetingPlace サーバから選択できます。

バックアップMeetingPlaceサーバ
(Backup MeetingPlace Server)

このパラメータは、バックアップ Cisco MeetingPlace サーバを
指定します。ドロップダウン リストで、定義済の Cisco 
MeetingPlace サーバから選択できます。バックアップ Cisco 
MeetingPlace サーバは 2 つ指定できます。
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Cisco MeetingPlace プロファイルの削除
この項では、Cisco MeetingPlace プロファイルの削除方法を説明します。

手順

ステップ 1 P.26-1 の「Cisco MeetingPlace プロファイルの検索」の手順に従い Cisco MeetingPlace プロファイル      
を検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除する Cisco MeetingPlace プロファイルを選択します。

ステップ 3 プロファイルを削除するには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示される［選択項目の削除］

アイコンをクリックします（または、ウィンドウの下部に表示される［選択項目の削除］ボタンを

クリックします）。

Cisco MeetingPlace プロファイルが使用中でない場合は、Cisco Unified Presence により削除されます。     
Cisco MeetingPlace プロファイルが使用中の場合は、メッセージが表示されます。

追加情報

P.26-5 の「関連項目」を参照してください。

関連項目
 • Cisco MeetingPlace プロファイルの検索（P.26-1）

 • Cisco MeetingPlace プロファイルの設定（P.26-3）

 • Cisco MeetingPlace プロファイルの削除（P.26-5）
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27
CTI ゲートウェイ サーバ

CTI ゲートウェイ サーバのウィンドウを使用して、CTI ゲートウェイに関連する設定値を設定しま   
す。このウィンドウを使用して特定のサーバを検索し、個々の設定値を変更できます。

CTI ゲートウェイ サーバの検索
ネットワークに CTI ゲートウェイ サーバが複数存在する場合があるため、Cisco Unified Presence で      
は、具体的な検索条件に基づいて特定の CTI ゲートウェイ サーバを検索することができます。特   
定の CTI ゲートウェイ サーバを検索するには、次の手順を実行します。

（注） ブラウザ セッションでの作業中、クライアント マシンの cookie により、検索 /一覧表示の設定が    
保存されます。他のメニュー項目に移動してからこのメニューに戻るか、ブラウザを閉じてから新

しいブラウザ ウィンドウを開くと、検索の設定を変更するまで、Cisco Unified Presence の検索の設    
定がシステムで維持されます。

手順

ステップ 1 ［アプリケーション］>［Cisco Unified Personal Communicator］>［CTIゲートウェイサーバ］の順   
に選択します。

［CTIゲートウェイホストの検索と一覧表示 (Find and List CTI Gateway Hosts)］ウィンドウが表示さ     
れます。アクティブ（優先）クエリーのレコードもウィンドウに表示される場合があります。

ステップ 2 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、ステップ 3 に進みます。

レコードをフィルタリングするかまたは検索します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて適切な検索テキストを指定します。
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（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。検索条件を追加すると、指定し
たすべての検索条件に一致するレコードが検索されます。検索条件を削除するには、［–］ボ
タンをクリックして最後に追加した検索条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンを

クリックして追加したすべての検索条件を削除します。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リストボック 
スで異なる値を選択すると、各ウィンドウに表示する項目の数を変更できます。

（注） 対象のレコードの隣にあるチェックボックスをオンにしてから［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

してから［選択項目の削除］をクリックすると、この選択で設定可能なすべてのレコード

を削除できます。

ステップ 4 表示されるレコードのリストから、表示対象となるレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順序を逆にするには、必要に応じて、リストのヘッダーにある上向きまたは下向き

の矢印をクリックします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.27-4 の「関連項目」を参照してください。



第 27章      CTI ゲートウェイ サーバ
    CTI ゲートウェイ サーバの設定      

27-3
Cisco Unified Presence アドミニストレーション ガイド    

OL-12727-01-J

CTI ゲートウェイ サーバの設定
この項では、Cisco Unified Presence データベースで CTI ゲートウェイ サーバを追加または更新する      
方法について説明します。

手順

ステップ 1 次のいずれかのタスクを実行します。

 • CTI ゲートウェイを追加するには、［アプリケーション］>［Cisco Unified Personal  
Communicator］>［CTIゲートウェイサーバ］の順に選択し、［新規追加］をクリックします。

 • CTI ゲートウェイ ホストを更新する場合、P.27-1 の「CTI ゲートウェイ サーバの検索」の手順     
に従ってホストを検索します。

［CTIゲートウェイホストの設定 (CTI Gateway Host Configuration)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 表 27-1 の説明に従って適切な設定を入力します。

ステップ 3 データを保存して CTI ゲートウェイ ホストをデータベースに追加するには、ウィンドウの左上隅   
のツールバーに表示される［保存］アイコンをクリックします（または、ウィンドウの下に表示さ

れる［保存］ボタンをクリックします）。

追加情報

P.27-4 の「関連項目」を参照してください。

CTI ゲートウェイ サーバの設定値
表 27-1 で、CTI ゲートウェイの設定パラメータについて説明します。関連する手順については、  
P.27-4 の「関連項目」を参照してください。

表 27-1 CTI ゲートウェイ サーバの設定パラメータ

フィールド 説明

名前 このパラメータは、CTI ゲートウェイ サーバの名前を指定します。

説明 このパラメータは、CTI ゲートウェイ サーバの一般的な説明を示します。

ホスト名 /IPアドレス このパラメータは、CTI ゲートウェイ ホストのホスト名または IP アドレ    
スを指定します。

ポート このパラメータは、CTI ゲートウェイ サーバに対して設定されるポート  
番号を指定します。

デフォルト：2748

プロトコルタイプ

(Protocol Type)
このパラメータは、CTI ゲートウェイ サーバへ接続する場合に使用する  
プロトコルを指定します。次のいずれかの値を選択します。

 • TCP

 • TLS

デフォルト：TCP
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CTI ゲートウェイ サーバの削除
この項では、CTI ゲートウェイ サーバの削除方法を説明します。

手順

ステップ 1 P.27-1 の「CTI ゲートウェイ サーバの検索」の手順に従い CTI ゲートウェイ サーバを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除する CTI ゲートウェイ サーバを選択します。

ステップ 3 CTI ゲートウェイを削除するには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示される［選択項目の削 
除］アイコンをクリックします（または、ウィンドウの下部に表示される［選択項目の削除］ボタ

ンをクリックします）。

CTI ゲートウェイ サーバが使用中でない場合は、Cisco Unified Presence により削除されます。CTI     
ゲートウェイ サーバが使用中の場合は、メッセージが表示されます。

追加情報

P.27-4 の「関連項目」を参照してください。

関連項目
 • CTI ゲートウェイ サーバの検索（P.27-1）

 • CTI ゲートウェイ サーバの設定（P.27-3）

 • CTI ゲートウェイ サーバの削除（P.27-4）
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28
CTI ゲートウェイ プロファイル

CTI ゲートウェイ プロファイルのウィンドウを使用して、プライマリ サーバ、スタンバイ サーバ、    
プロファイルに関連付けられているユーザなど、CTI ゲートウェイ に関連する設定値を設定しま  
す。このウィンドウを使用して特定のプロファイルを検索し、個々の設定値を変更できます。

CTI ゲートウェイ プロファイルの検索
ネットワークに CTI ゲートウェイ プロファイルが複数存在する場合があるため、Cisco Unified    
Presence では、具体的な検索条件に基づいて特定の CTI ゲートウェイ プロファイルを検索すること    
ができます。特定の CTI ゲートウェイ プロファイルを検索するには、次の手順を実行します。

（注） ブラウザ セッションでの作業中、クライアント マシンの cookie により、検索 /一覧表示の設定が    
保存されます。他のメニュー項目に移動してからこのメニューに戻るか、ブラウザを閉じてから新

しいブラウザ ウィンドウを開くと、検索の設定を変更するまで、Cisco Unified Presence の検索の設    
定がシステムで維持されます。

手順

ステップ 1 ［アプリケーション］>［Cisco Unified Personal Communicator］>［CTI ゲートウェイプロファイ   
ル］の順に選択します。

［CTIゲートウェイプロファイルの検索と一覧表示 (Find and List CTI Gateway Profiles)］ウィンドウ     
が表示されます。アクティブ（優先）クエリーのレコードもウィンドウに表示される場合がありま

す。

ステップ 2 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、ステップ 3 に進みます。

レコードをフィルタリングするかまたは検索します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて適切な検索テキストを指定します。
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（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。検索条件を追加すると、指定し
たすべての検索条件に一致するレコードが検索されます。検索条件を削除するには、［–］ボ
タンをクリックして最後に追加した検索条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンを

クリックして追加したすべての検索条件を削除します。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リストボック 
スで異なる値を選択すると、各ウィンドウに表示する項目の数を変更できます。

（注） 対象のレコードの隣にあるチェックボックスをオンにしてから［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

してから［選択項目の削除］をクリックすると、この選択で設定可能なすべてのレコード

を削除できます。

ステップ 4 表示されるレコードのリストから、表示対象となるレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順序を逆にするには、必要に応じて、リストのヘッダーにある上向きまたは下向き

の矢印をクリックします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.28-5 の「関連項目」を参照してください。
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CTI ゲートウェイ プロファイルの設定
この項では、Cisco Unified Presence データベースで CTI ゲートウェイ プロファイルを追加または更      
新する方法について説明します。

手順

ステップ 1 次のいずれかのタスクを実行します。

 • CTI ゲートウェイ プロファイルを追加するには、［アプリケーション］>［Cisco Unified Personal    
Communicator］>［CTI ゲートウェイプロファイル］の順に選択し、［新規追加］をクリック
します。

 • CTI ゲートウェイ プロファイルを更新するには、P.28-1 の「CTI ゲートウェイ プロファイルの     
検索」の手順に従ってプロファイルを検索します。

［CTI ゲートウェイプロファイルの設定 (CTI Gateway Profile Configuration)］ウィンドウが表示され   
ます。

ステップ 2 表 28-1 の説明に従って適切な設定を入力します。

ステップ 3 ユーザと CTI ゲートウェイ プロファイルを関連付けるには、［プロファイルにユーザを追加］をク   
リックします。

［ユーザの検索と一覧表示 (Find and List Users)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、ステップ 5 に進みます。

レコードをフィルタリングするかまたは検索します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。検索条件を追加すると、指定し
たすべての検索条件に一致するレコードが検索されます。検索条件を削除するには、［–］ボ
タンをクリックして最後に追加した検索条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンを

クリックして追加したすべての検索条件を削除します。

ステップ 5 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リストボック 
スで異なる値を選択すると、各ウィンドウに表示する項目の数を変更できます。

ステップ 6 レコードのリストから、CTI ゲートウェイ プロファイルに追加するユーザをクリックするか、また  
は［すべてを選択］をクリックします。

ステップ 7 ユーザを CTI ゲートウェイ プロファイルへ追加するには、［選択項目の追加］をクリックします。

ステップ 8 ［ユーザの検索と一覧表示 (Find and List Users)］ウィンドウで、［閉じる］をクリックします。
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ステップ 9 データを保存して CTI ゲートウェイ プロファイルをデータベースに追加するには、ウィンドウの   
左上隅のツールバーに表示される［保存］アイコンをクリックします（または、ウィンドウの下部

に表示される［保存］ボタンをクリックします）。

追加情報

P.28-5 の「関連項目」を参照してください。

CTI ゲートウェイ プロファイルの設定値
表 28-1 で、CTI ゲートウェイ プロファイルの設定パラメータについて説明します。関連する手順   
については、P.28-5 の「関連項目」を参照してください。

表 28-1 CTIゲートウェイ プロファイルの設定パラメータ

フィールド 説明

名前 このパラメータは、CTI ゲートウェイ プロファイルの名前を  
指定します。

説明 このパラメータは、CTI ゲートウェイ プロファイルの一般的  
な説明を示します。

プライマリ CTI ゲートウェイサー
バ (Primary CTI Gateway Server)

このパラメータは、プライマリ CTI ゲートウェイ サーバを指   
定します。ドロップダウン リストで、定義済の CTI ゲート   
ウェイ サーバから選択できます。

バックアップ CTI ゲートウェイ
サーバ (Backup CTI Gateway Server)

このパラメータは、バックアップ CTI ゲートウェイ サーバを   
指定します。ドロップダウン リストで、定義済の CTI ゲート   
ウェイ サーバから選択できます。バックアップ CTI ゲート   
ウェイ サーバは 2 つ指定できます。
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CTI ゲートウェイ プロファイルの削除
この項では、CTI ゲートウェイ プロファイルの削除方法を説明します。

手順

ステップ 1 P.28-1 の「CTI ゲートウェイ プロファイルの検索」の手順に従い CTI ゲートウェイ プロファイルを      
検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除する CTI ゲートウェイ プロファイルを選択します。

ステップ 3 CTI ゲートウェイ プロファイルを削除するには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示される  
［選択項目の削除］アイコンをクリックします（または、ウィンドウの下部に表示される［選択項

目の削除］ボタンをクリックします）。

CTI ゲートウェイ プロファイルが使用中でない場合は、Cisco Unified Presence により削除されます。     
CTI ゲートウェイ プロファイルが使用中の場合は、メッセージが表示されます。

追加情報

P.28-5 の「関連項目」を参照してください。

関連項目
 • CTI ゲートウェイ プロファイルの検索（P.28-1）

 • CTI ゲートウェイ プロファイルの設定（P.28-3）

 • CTI ゲートウェイ プロファイルの削除（P.28-5）
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29
LDAP サーバ

LDAP サーバのウィンドウを使用して、LDAP サーバに関する設定値を設定します。このウィンド  
ウを使用して特定のサーバを検索し、個々の設定値を変更できます。

LDAP サーバの検索
ネットワークに複数の LDAP サーバが存在する場合があるため、Cisco Unified Presence では、具体     
的な検索条件に基づいて特定の LDAP サーバを検索することができます。特定の LDAP サーバを検   
索するには、次の手順を実行します。

（注） ブラウザ セッションでの作業中、クライアント マシンの cookie により、検索 /一覧表示の設定が    
保存されます。他のメニュー項目に移動してからこのメニューに戻るか、ブラウザを閉じてから新

しいブラウザ ウィンドウを開くと、検索の設定を変更するまで、Cisco Unified Presence の検索の設    
定がシステムで維持されます。

手順

ステップ 1 ［アプリケーション］>［Cisco Unified Personal Communicator］>［LDAPサーバ］の順に選択します。

［LDAP ホストの検索と一覧表示 (Find and List Ldap Hosts)］ウィンドウが表示されます。アクティ    
ブ（優先）クエリーのレコードもウィンドウに表示される場合があります。

ステップ 2 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、ステップ 3 に進みます。

レコードをフィルタリングするかまたは検索します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。検索条件を追加すると、指定し
たすべての検索条件に一致するレコードが検索されます。検索条件を削除するには、［–］ボ
タンをクリックして最後に追加した検索条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンを

クリックして追加したすべての検索条件を削除します。
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ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リストボック 
スで異なる値を選択すると、各ウィンドウに表示する項目の数を変更できます。

（注） 対象のレコードの隣にあるチェックボックスをオンにしてから［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

してから［選択項目の削除］をクリックすると、この選択で設定可能なすべてのレコード

を削除できます。

ステップ 4 表示されるレコードのリストから、表示対象となるレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順序を逆にするには、必要に応じて、リストのヘッダーにある上向きまたは下向き

の矢印をクリックします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.29-4 の「関連項目」を参照してください。

LDAP サーバの設定
この項では、Cisco Unified Presence データベースで LDAP ホストを追加または更新する方法につい     
て説明します。

手順

ステップ 1 次のいずれかのタスクを実行します。

 • LDAP サーバを追加するには、［アプリケーション］>［Cisco Unified Personal Communicator］    
>［LDAPサーバ］の順に選択し、［新規追加］をクリックします。

 • LDAP ホストを更新するには、P.29-1 の「LDAP サーバの検索」の手順に従ってホストを検索   
します。

［LDAPホストの設定 (Ldap Host Configuration)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 表 29-1 の説明に従って適切な設定を入力します。

ステップ 3 データを保存して LDAP ホストをデータベースに追加するには、ウィンドウの左上隅のツールバー  
に表示される［保存］アイコンをクリックします（または、ウィンドウの下部に表示される［保存］

ボタンをクリックします）。

追加情報

P.29-4 の「関連項目」を参照してください。



第 29章      LDAP サーバ
    LDAP サーバの設定値     

29-3
Cisco Unified Presence アドミニストレーション ガイド    

OL-12727-01-J

LDAP サーバの設定値
表 29-1 で、LDAP の設定パラメータについて説明します。関連する手順については、P.29-4 の「関   
連項目」を参照してください。

LDAP サーバの削除
この項では、LDAP サーバの削除方法を説明します。

手順

ステップ 1 P.29-1 の「LDAP サーバの検索」の手順に従い LDAP サーバを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除する LDAP サーバを選択します。

ステップ 3 LDAP サーバを削除するには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示される［選択項目の削除］ 
アイコンをクリックします（または、ウィンドウの下部に表示される［選択項目の削除］ボタンを

クリックします）。

LDAP サーバが使用中でない場合は、Cisco Unified Presence により削除されます。LDAP サーバが使     
用中の場合は、メッセージが表示されます。

追加情報

P.29-4 の「関連項目」を参照してください。

表 29-1 LDAP サーバの設定パラメータ

フィールド 説明

名前 このパラメータは、LDAP サーバの名前を指定します。

説明 このパラメータは、LDAP サーバの一般的な説明を示します。

ホスト名 /IPアドレス このパラメータは、LDAP サーバのホスト名または IP アドレスを指定し   
ます。

ポート このパラメータは、LDAP サーバに対して設定されるポート番号を指定し 
ます。

デフォルトのポート番号：389

プロトコルタイプ

(Protocol Type)
このパラメータは、LDAP サーバへ接続する場合に使用するプロトコルを 
指定します。次のいずれかの値を選択します。

 • TCP

 • UDP

 • TLS

デフォルト：TCP
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関連項目
 • LDAP サーバの検索（P.29-1）

 • LDAP サーバの設定（P.29-2）

 • LDAP サーバの削除（P.29-3）
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30
LDAP プロファイル

LDAP プロファイルのウィンドウを使用して、LDAP のディレクトリ情報、LDAP の検索コンテキ   
スト情報、LDAP サーバの情報、およびプロファイルに関連付けられるユーザなどを設定します。 
このウィンドウを使用して特定のプロファイルを検索し、個々の設定値を変更できます。

LDAP プロファイルの検索
ネットワークに複数の LDAP プロファイルが存在する場合があるため、Cisco Unified Presence では、     
具体的な検索条件に基づいて特定の LDAP プロファイルを検索することができます。特定の LDAP   
プロファイルを検索するには、次の手順を実行します。

（注） ブラウザ セッションでの作業中、クライアント マシンの cookie により、検索 /一覧表示の設定が    
保存されます。他のメニュー項目に移動してからこのメニューに戻るか、ブラウザを閉じてから新

しいブラウザ ウィンドウを開くと、検索の設定を変更するまで、Cisco Unified Presence の検索の設    
定がシステムで維持されます。

手順

ステップ 1 ［アプリケーション］>［Cisco Unified Personal Communicator］>［LDAPプロファイル］の順に選   
択します。

［LDAPプロファイルの検索と一覧表示 (Find and List Ldap Profiles)］ウィンドウが表示されます。ア    
クティブ（優先）クエリーのレコードもウィンドウに表示される場合があります。

ステップ 2 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、ステップ 3 に進みます。

レコードをフィルタリングするかまたは検索します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて適切な検索テキストを指定します。
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（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。検索条件を追加すると、指定し
たすべての検索条件に一致するレコードが検索されます。検索条件を削除するには、［–］ボ
タンをクリックして最後に追加した検索条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンを

クリックして追加したすべての検索条件を削除します。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リストボック 
スで異なる値を選択すると、各ウィンドウに表示する項目の数を変更できます。

（注） 対象のレコードの隣にあるチェックボックスをオンにしてから［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

してから［選択項目の削除］をクリックすると、この選択で設定可能なすべてのレコード

を削除できます。

ステップ 4 表示されるレコードのリストから、表示対象となるレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順序を逆にするには、必要に応じて、リストのヘッダーにある上向きまたは下向き

の矢印をクリックします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.30-5 の「関連項目」を参照してください。
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LDAP プロファイルの設定
この項では、Cisco Unified Presence データベースで LDAP プロファイルを追加または更新する方法     
について説明します。

手順

ステップ 1 次のいずれかのタスクを実行します。

 • LDAP プロファイルを追加するには、［アプリケーション］>［Cisco Unified Personal 
Communicator］>［LDAPプロファイル］の順に選択し、［新規追加］をクリックします。

 • LDAP プロファイルを更新するには、P.30-1 の「LDAP プロファイルの検索」の手順に従って   
プロファイルを検索します。

［LDAPプロファイルの設定 (LDAP Profile Configuration)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 表 30-1 の説明に従って適切な設定を入力します。

ステップ 3 ユーザと LDAP プロファイルを関連付けるには、［プロファイルにユーザを追加］をクリックしま  
す。

［ユーザの検索と一覧表示 (Find and List Users)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、ステップ 5 に進みます。

レコードをフィルタリングするかまたは検索します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。検索条件を追加すると、指定し
たすべての検索条件に一致するレコードが検索されます。検索条件を削除するには、［–］ボ
タンをクリックして最後に追加した検索条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンを

クリックして追加したすべての検索条件を削除します。

ステップ 5 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リストボック 
スで異なる値を選択すると、各ウィンドウに表示する項目の数を変更できます。

ステップ 6 レコードのリストから、LDAP プロファイルに追加するユーザをクリックするか、または［すべて 
を選択］をクリックします。

ステップ 7 ユーザを LDAP プロファイルへ追加するには、［選択項目の追加］をクリックします。

ステップ 8 ［ユーザの検索と一覧表示 (Find and List Users)］ウィンドウで［閉じる］をクリックします。
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ステップ 9 データを保存して LDAP プロファイルをデータベース プロファイルに追加するには、ウィンドウ   
の左上隅のツールバーに表示される［保存］アイコンをクリックします（または、ウィンドウの下

部に表示される［保存］ボタンをクリックします）。

追加情報

P.30-5 の「関連項目」を参照してください。

LDAP プロファイルの設定値
表 30-1 で、LDAP プロファイルの設定パラメータについて説明します。関連する手順については、  
P.30-5 の「関連項目」を参照してください。

表 30-1 LDAP プロファイルの設定パラメータ 

フィールド 説明

LDAPプロファイル情報 (LDAP Profile Information)

名前 このパラメータは、LDAP プロファイルの名前を指定します。

最大文字数：128

説明 このパラメータは、LDAP プロファイルの一般的な説明を示します。

最大文字数：128

識別名 (DN)をバインド
(Bind Distinguished 
Name(DN))

このパラメータは、管理者レベルのアカウント情報を 
useraccount@domain.com の形式で指定します。これは、認証済バイ
ンドに対する識別名（DN）を表します。

最大文字数：128

パスワード (Password) このパラメータは、LDAP 管理者のユーザ名に対するパスワードを 
指定します。

最大文字数：128

パスワードの確認 (Confirm 
Password、半角英数のみ )

このパラメータは、LDAP 管理者のユーザ名に対するパスワードを 
確認します。

最大文字数：128

Anonymousバインド
(Anonymous Bind)

［Anonymousバインド (Anonymous Bind)］チェックボックスをオンに 
すると、ユーザはこの LDAP サーバに読み取り専用アクセスで匿名  
ログインできます。ユーザの資格情報を使用して LDAP サーバにロ  
グインするには、このチェックボックスをオフにします。

検索コンテキスト (Search 
Context)

このパラメータは、すべての LDAP ユーザが存在する場所を、コン  
テナまたはディレクトリで指定します。

最大文字数：128

再帰検索 (Recursive Search) 検索ベースで始まるディレクトリの再帰検索を実行するには、［再帰

検索 (Recursive Search)］チェックボックスをオンにします。

プライマリ LDAPサーバ
(Primary Ldap Server)

このパラメータは、プライマリ LDAP サーバを指定します。ドロッ  
プダウン リストで、定義済の LDAP サーバから選択できます。

バックアップ LDAPサーバ
(Backup Ldap Server)

このパラメータは、バックアップ LDAP サーバを指定します。ドロッ  
プダウン リストで、定義済の LDAP サーバから選択できます。バッ   
クアップ LDAP サーバは 2 つ指定できます。
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LDAP プロファイルの削除
この項では、LDAP プロファイルの削除方法を説明します。

手順

ステップ 1 P.30-1 の「LDAP プロファイルの検索」の手順に従い LDAP プロファイルを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除する LDAP プロファイルを選択します。

ステップ 3 プロファイルを削除するには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示される［選択項目の削除］

アイコンをクリックします（または、ウィンドウの下部に表示される［選択項目の削除］ボタンを

クリックします）。

LDAP プロファイルが使用中でない場合は、Cisco Unified Presence により削除されます。LDAP プロ     
ファイルが使用中の場合は、メッセージが表示されます。

追加情報

P.30-5 の「関連項目」を参照してください。

関連項目
 • LDAP プロファイルの検索（P.30-1）

 • LDAP プロファイルの設定（P.30-3）

 • LDAP プロファイルの削除（P.30-5）
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31
プロキシ プロファイル

プロキシ プロファイルのウィンドウを使用して、プライマリ サーバ、スタンバイ サーバ、プロファ   
イルに関連付けられているユーザなど、SIP プロキシ サーバに関連する設定値を設定します。この  
ウィンドウを使用して特定のプロファイルを検索し、個々の設定値を変更できます。

プロキシ プロファイルの検索
ネットワークに複数のプロキシ プロファイルが存在する場合があるため、Cisco Unified Presence で    
は、具体的な検索条件に基づいて特定のプロキシ プロファイルを検索することができます。特定の 
プロキシ プロファイルを検索するには、次の手順を実行します。

（注） ブラウザ セッションでの作業中、クライアント マシンの cookie により、検索 /一覧表示の設定が    
保存されます。他のメニュー項目に移動してからこのメニューに戻るか、ブラウザを閉じてから新

しいブラウザ ウィンドウを開くと、検索の設定を変更するまで、Cisco Unified Presence の検索の設    
定がシステムで維持されます。

手順

ステップ 1 ［アプリケーション］>［Cisco Unified Personal Communicator］>［プロキシプロファイル］の順に   
選択します。

［プロキシプロファイルの検索と一覧表示 (Find and List Proxy Profiles)］ウィンドウが表示されます。    
アクティブ（優先）クエリーのレコードもウィンドウに表示される場合があります。

ステップ 2 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、ステップ 3 に進みます。

レコードをフィルタリングするかまたは検索します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて適切な検索テキストを指定します。
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（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。検索条件を追加すると、指定し
たすべての検索条件に一致するレコードが検索されます。検索条件を削除するには、［–］ボ
タンをクリックして最後に追加した検索条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンを

クリックして追加したすべての検索条件を削除します。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リストボック 
スで異なる値を選択すると、各ウィンドウに表示する項目の数を変更できます。

（注） 対象のレコードの隣にあるチェックボックスをオンにしてから［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

してから［選択項目の削除］をクリックすると、この選択で設定可能なすべてのレコード

を削除できます。

ステップ 4 表示されるレコードのリストから、表示対象となるレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順序を逆にするには、必要に応じて、リストのヘッダーにある上向きまたは下向き

の矢印をクリックします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.31-5 の「関連項目」を参照してください。
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プロキシ プロファイルの設定
この項では、Cisco Unified Presence データベースでプロキシ プロファイルを追加または更新する方    
法について説明します。

手順

ステップ 1 次のいずれかのタスクを実行します。

 • プロキシ プロファイルを追加するには、［アプリケーション］>［Cisco Unified Personal 
Communicator］>［プロキシプロファイル］の順に選択し、［新規追加］をクリックします。

 • プロキシ プロファイルを更新する場合、P.31-1 の「プロキシ プロファイルの検索」の手順に   
従ってプロファイルを検索します。

［プロキシプロファイルの設定 (Proxy Profile Configuration)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 表 31-1 の説明に従って適切な設定を入力します。

ステップ 3 ユーザとプロキシ プロファイルを関連付けるには、［プロファイルにユーザを追加］をクリックし 
ます。

［ユーザの検索と一覧表示 (Find and List Users)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、ステップ 5 に進みます。

レコードをフィルタリングするかまたは検索します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。検索条件を追加すると、指定し
たすべての検索条件に一致するレコードが検索されます。検索条件を削除するには、［–］ボ
タンをクリックして最後に追加した検索条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンを

クリックして追加したすべての検索条件を削除します。

ステップ 5 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リストボック 
スで異なる値を選択すると、各ウィンドウに表示する項目の数を変更できます。

ステップ 6 レコードのリストから、プロキシ プロファイルに追加するユーザをクリックするか、または［すべ 
てを選択］をクリックします。

ステップ 7 ユーザをプロキシ プロファイルへ追加するには、［選択項目の追加］をクリックします。

ステップ 8 ［ユーザの検索と一覧表示 (Find and List Users)］ウィンドウで、［閉じる］をクリックします。
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ステップ 9 データを保存してプロキシ プロファイルをデータベースに追加するには、ウィンドウの左上隅の 
ツールバーに表示される［保存］アイコンをクリックします（または、ウィンドウの下に表示され

る［保存］ボタンをクリックします）。

追加情報

P.31-5 の「関連項目」を参照してください。

プロキシ プロファイルの設定値
表 31-1 で、プロキシ プロファイルの設定パラメータについて説明します。関連する手順について  
は、P.31-5 の「関連項目」を参照してください。

表 31-1 プロキシ プロファイルの設定パラメータ

フィールド 説明

名前 このパラメータは、プロキシ プロファイルの名前を指定します。

説明 このパラメータは、プロキシ プロファイルの一般的な説明を示し 
ます。

プロキシリスナー (Proxy 
Listener)

このパラメータは、プロキシ リスナーを指定します。ドロップダ 
ウン メニューから、次のプロキシ リスナーのいずれかを選択しま  
す。

 • Default Cisco SIP Proxy TCP Listener

 • Default Cisco SIP Proxy TLS Listener-Peer Auth

 • Default Cisco SIP Proxy TLS Listener-Server Auth

 • Default Cisco SIP Proxy UDP Listener

プライマリプロキシサーバ

(Primary Proxy Server)
このパラメータは、プライマリ プロキシ サーバを指定します。ド  
ロップダウン リストで、定義済のプロキシ サーバから選択できま  
す。

バックアッププロキシサーバ

(Backup Proxy Server)
このパラメータは、バックアップ プロキシ サーバを指定します。  
ドロップダウン リストで、定義済のプロキシ サーバから選択でき  
ます。バックアップ プロキシ サーバは 2 つ指定できます。
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プロキシ プロファイルの削除
この項では、プロキシ プロファイルの削除方法を説明します。

手順

ステップ 1 P.31-1 の「プロキシ プロファイルの検索」の手順に従いプロキシ プロファイルを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除するプロキシ プロファイルを選択します。

ステップ 3 プロファイルを削除するには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示される［選択項目の削除］

アイコンをクリックします（または、ウィンドウの下部に表示される［選択項目の削除］ボタンを

クリックします）。

プロキシ プロファイルが使用中でない場合は、Cisco Unified Presence により削除されます。プロキ    
シ プロファイルが使用中の場合は、メッセージが表示されます。

追加情報

P.31-5 の「関連項目」を参照してください。

関連項目
 • プロキシ プロファイルの検索（P.31-1）

 • プロキシ プロファイルの設定（P.31-3）

 • プロキシ プロファイルの削除（P.31-5）
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32
CTI ゲートウェイの設定

CTI（Computer Telephony Interface）ゲートウェイの設定のウィンドウを使用して、CTI ゲートウェ   
イに適用する設定値を設定します。

CTI ゲートウェイの設定値の設定
CTI ゲートウェイの設定値を設定するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 ［アプリケーション］>［CTIゲートウェイ］>［設定］の順に選択します。

［CTIゲートウェイ設定 (CTI Gateway Settings)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 表 32-1 の説明に従って適切な設定を入力します。

ステップ 3 データを保存するには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示される［保存］アイコンをクリッ

クします（または、ウィンドウの下部に表示される［保存］ボタンをクリックします）。

表 32-1 IP Phone Messenger の設定値 

フィールド 説明

アプリケーションのステータ

ス (Application Status)
CTI ゲートウェイ アプリケーションのオンとオフを切り替える  
には、ドロップダウン リスト ボックスから［オン］または［オ  
フ］を選択します。

アプリケーションユーザ名

(Application Username)
このパラメータは、CTI ゲートウェイ アプリケーションのユーザ  
名を指定します。

（注） このユーザ名は、Cisco Unified Communications Manager ク    
ラスタで設定したアプリケーション ユーザ名と一致する 
必要があります。
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関連項目
CTI ゲートウェイの設定値の設定（P.32-1）

アプリケーションパスワード

(Application Password)
このパラメータは、CTI ゲートウェイ アプリケーションのパス  
ワードを指定します。

（注） このパスワードは、Cisco Unified Communications Manager   
クラスタで設定したアプリケーションのパスワードと一
致する必要があります。

ハートビート間隔（Heartbeat 
Interval、秒）

このパラメータは、ハートビート間隔を秒単位で指定します。

範囲：5 ～ 20 秒

デフォルト：8 秒

セッションタイマー（Session 
Timer、秒）

このパラメータは、セッション タイマーの値を秒単位で指定しま 
す。

範囲：1810 ～ 2000 秒

デフォルト：1810 秒
Cisco Unified Communications 
Manager アドレス（1–8）

このパラメータは、接続する Cisco Unified Communications 
Manager サーバのホスト名または IP アドレスを指定します。

（注） CTI ゲートウェイに接続する Cisco Unified Communication    
Manager サーバは、最大 8 台設定できます。

表 32-1 IP Phone Messenger の設定値（続き）

フィールド 説明
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33
MOC 割り当て

MOC 割り当てのウィンドウを使用して、Microsoft Office Communicator（MOC）の機能を持つ Cisco    
Unified Presence ユーザを表示します。MOC 機能は、ユーザ単位で、または一括割り当ての機能を   
使用して、有効または無効にできます。

MOC 割り当ての検索および設定
ネットワークに MOC 機能を持つユーザが複数存在する場合があるため、Cisco Unified Presence で     
は、具体的な検索条件に基づいて特定のユーザを検索することができます。MOC 機能を持つユー 
ザを検索するには、次の手順を実行します。

（注） ブラウザ セッションでの作業中、クライアント マシンの cookie により、検索 /一覧表示の設定が    
保存されます。他のメニュー項目に移動してからこのメニューに戻るか、ブラウザを閉じてから新

しいブラウザ ウィンドウを開くと、検索の設定を変更するまで、Cisco Unified Presence の検索の設    
定がシステムで維持されます。

手順

ステップ 1 ［アプリケーション］>［CTIゲートウェイ］>［MOC割り当て］の順に選択します。 

［MOC割り当ての検索と一覧表示 (Find and List MOC Assignments)］ウィンドウが表示されます。ア    
クティブ（優先）クエリーのレコードもウィンドウに表示される場合があります。

ステップ 2 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、ステップ 3 に進みます。

レコードをフィルタリングするかまたは検索します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて適切な検索テキストを指定します。
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（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。検索条件を追加すると、指定し
たすべての検索条件に一致するレコードが検索されます。検索条件を削除するには、［–］ボ
タンをクリックして最後に追加した検索条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンを

クリックして追加したすべての検索条件を削除します。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リストボック 
スで異なる値を選択すると、各ウィンドウに表示する項目の数を変更できます。

（注） 対象のレコードの隣にあるチェックボックスをオンにしてから［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

してから［選択項目の削除］をクリックすると、この選択で設定可能なすべてのレコード

を削除できます。

ステップ 4 表示されるレコードのリストから、表示対象となるレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順序を逆にするには、必要に応じて、リストのヘッダーにある上向きまたは下向き

の矢印をクリックします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

ステップ 5 MOC 機能を割り当てるには、［MOC(Microsoft Office Communicator)を有効にする］チェックボッ   
クスをオンにします。

ステップ 6 ［保存］をクリックします。

追加情報

P.33-4 の「関連項目」を参照してください。
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一括割り当ての使用
複数ユーザの MOC 機能を有効または無効にするには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 ［アプリケーション］>［CTIゲートウェイ］>［MOC割り当て］の順に選択します。

［MOC割り当ての検索と一覧表示 (Find and List MOC Assignments)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 データベースのすべてのレコードを検索するには、ステップ 3 に進みます。

レコードをフィルタリングするかまたは検索します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。検索条件を追加すると、指定し
たすべての検索条件に一致するレコードが検索されます。検索条件を削除するには、［–］ボ
タンをクリックして最後に追加した検索条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンを

クリックして追加したすべての検索条件を削除します。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リストボック 
スで異なる値を選択すると、各ウィンドウに表示する項目の数を変更できます。

（注） 対象のレコードの隣にあるチェックボックスをオンにしてから［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

してから［選択項目の削除］をクリックすると、この選択で設定可能なすべてのレコード

を削除できます。

ステップ 4 レコードのリストから、検索条件に一致するユーザのチェックボックスをオンにするか、または

［すべてを選択］をクリックします。

ステップ 5 ［一括割り当て］をクリックします。

ステップ 6 選択したユーザの MOC 割り当てを有効または無効にするには、表示されるウィンドウで［MOCを  
有効化 (Microsoft Office Communicator)］チェックボックスをオンまたはオフにします。

ステップ 7 ［保存］をクリックするか、または選択したユーザの MOC 割り当てをそのままにする場合は［閉じ  
る］をクリックします。

追加情報

P.33-4 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • MOC 割り当ての検索および設定（P.33-1）

 • 一括割り当ての使用（P.33-3）
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34
IP Phone Messenger のステータス

IP Phone Messenger（IPPM）のステータスのウィンドウを使用して、エンド ユーザのログイン ス    
テータスの表示、ブロードキャスト メッセージの送信、単独または複数のエンドユーザに対する 
IPPM からの強制的なログアウトなどを実行します。

 IP Phone Messenger のエンドユーザ ステータスの検索
ネットワークに複数の IPPM ユーザが存在する場合があるため、Cisco Unified Presence では、具体     
的な検索条件に基づいて特定の IPPM ユーザを検索することができます。特定の IPPM ユーザを検    
索し、ログイン ステータスを表示するには、次の手順に従います。

（注） ブラウザ セッションでの作業中、クライアント マシンの cookie により、検索 /一覧表示の設定が    
保存されます。他のメニュー項目に移動してからこのメニューに戻るか、ブラウザを閉じてから新

しいブラウザ ウィンドウを開くと、検索の設定を変更するまで、Cisco Unified Presence の検索の設    
定がシステムで維持されます。

手順

ステップ 1 ［アプリケーション］>［IP Phone Messenger］>［ステータス］の順に選択します。

アクティブ（優先）クエリーのレコードもウィンドウに表示される場合があります。

ステップ 2 データベースのすべてのレコードを検索するには、ステップ 3 に進みます。

レコードをフィルタリングするかまたは検索します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。検索条件を追加すると、指定し
たすべての検索条件に一致するレコードが検索されます。検索条件を削除するには、［–］ボ
タンをクリックして最後に追加した検索条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンを

クリックして追加したすべての検索条件を削除します。
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ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リストボック 
スで異なる値を選択すると、各ウィンドウに表示する項目の数を変更できます。

（注） 対象のレコードの隣にあるチェックボックスをオンにしてから［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

してから［選択項目の削除］をクリックすると、この選択で設定可能なすべてのレコード

を削除できます。

ステップ 4 表示されるレコードのリストから、表示対象となるレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順序を逆にするには、必要に応じて、リストのヘッダーにある上向きまたは下向き

の矢印をクリックします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.34-3 の「関連項目」を参照してください。

IPPM エンドユーザのログアウト
この項では、IPPM エンド ユーザのログアウト方法について説明します。

手順

ステップ 1 IPPM エンド ユーザをログアウトさせるには、P.34-1 の「IP Phone Messenger のエンドユーザ ステー       
タスの検索」の手順に従い IPPM エンドユーザを検索します。

ステップ 2 ログアウトさせるエンド ユーザを選択するか、または［すべてを選択］をクリックします。

ステップ 3 ［ログアウト］をクリックします。

ユーザをログアウトさせるかどうか確認するプロンプトが表示されます。

ステップ 4 ［OK］をクリックしてユーザをログアウトさせるか、または［キャンセル］をクリックしてユーザ
をログアウトさせずに終了します。
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ブロードキャストメッセージの送信
この項では、単独または複数の IPPM エンド ユーザにブロードキャスト メッセージを送信する方法    
について説明します。

手順

ステップ 1 単独または複数の IPPM エンド ユーザにブロードキャスト メッセージを送信するには、P.34-1 の     
「IP Phone Messenger のエンドユーザ ステータスの検索」の手順に従って IPPM エンド ユーザを検索       
します。

ステップ 2 ブロードキャスト メッセージを送信する IPPM エンド ユーザを選択するか、または［すべてを選    
択］をクリックします。

ステップ 3 Msg ボックスに、ブロードキャスト メッセージのテキストを入力します。

ステップ 4 ［ブロードキャスト］をクリックします。

ブロードキャスト メッセージを送信するかどうか確認するプロンプトが表示されます。

ステップ 5 ［OK］をクリックしてメッセージを送信するか、［キャンセル］をクリックしてメッセージを送信
せずに終了します。

追加情報

P.34-3 の「関連項目」を参照してください。

関連項目
 • IP Phone Messenger のエンドユーザ ステータスの検索（P.34-1）

 • IPPM エンドユーザのログアウト（P.34-2）

 • ブロードキャストメッセージの送信（P.34-3）
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35
IP Phone Messenger の設定

IP Phone Messenger（IPPM）の設定のウィンドウを使用して、すべての IPPM ユーザに適用する設    
定値を設定します。

IPPM 設定値の設定
IPPM 設定値を設定するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 ［アプリケーション］>［IP Phone Messenger］>［設定］の順に選択します。

［IP Phone Messenger の設定 (IP Phone Messenger Settings)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 表 35-1 の説明に従って適切な設定を入力します。

ステップ 3 データを保存するには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示される［保存］アイコンをクリッ

クします（または、ウィンドウの下部に表示される［保存］ボタンをクリックします）。
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表 35-1 IP Phone Messenger の設定値 

フィールド 説明

IPPM アプリケーションステー

タス (IPPM Application Status)
このパラメータは、アプリケーションのオンとオフを切り替え

ます。

アプリケーションユーザ名

(Application Username)
このパラメータは、デフォルトのアプリケーション ユーザ名を 
指定します。

アプリケーションパスワード

(Application Password)
このパラメータは、デフォルトのアプリケーション パスワード 
を指定します。

最大連絡先リストサイズ (Max 
Contact List Size)

このパラメータは、連絡先リストの最大サイズを指定します。

範囲：0 ～ 100 件

最大インスタントメッセージ履

歴サイズ (Max Instant Message 
History Size)

このパラメータは、履歴メッセージの最大数を指定します。

範囲：1 ～ 1000 件

サブスクリプションのタイムア

ウト（Subscription timeout、秒）
このパラメータは、サブスクリプションのタイムアウトを指定

します。

範囲：100 ～ 86400 秒

パブリッシュのタイムアウト

（Publish timeout、秒）
このパラメータは、パブリッシュのタイムアウトを指定します。

範囲：300 ～ 86400 秒

SIP登録イベントパッケージ このパラメータは、SIP 登録イベント パッケージのコンテンツ  
を指定します。

デフォルト値：プレゼンス

SIP 登録アクセプトヘッダー このパラメータは、SIP 登録イベント ヘッダーのコンテンツを  
指定します。

デフォルト値：アプリケーション /pidf+xml
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36
IP Phone 応答メッセージ

カスタム メッセージの追加やメッセージの表示順序の変更など、IP Phone Messenger に表示される    
応答メッセージを設定できます。

応答メッセージの検索
応答メッセージを検索するには、次の手順を実行します。

（注） ブラウザ セッションでの作業中、クライアント マシンの cookie により、検索 /一覧表示の設定が    
保存されます。他のメニュー項目に移動してからこのメニューに戻るか、ブラウザを閉じてから新

しいブラウザ ウィンドウを開くと、検索の設定を変更するまで、Cisco Unified Presence の検索の設    
定がシステムで維持されます。

手順

ステップ 1 ［アプリケーション］>［IP Phone Messenger］>［応答メッセージ］の順に選択します。

［応答メッセージの検索と一覧表示 (Find and List Response Messages)］ウィンドウが表示されます。    
アクティブ（優先）クエリーのレコードもウィンドウに表示される場合があります。

ステップ 2 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、ステップ 3 に進みます。

レコードをフィルタリングするかまたは検索します。

 • ドロップダウン リスト ボックスから検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。検索条件を追加すると、指定し
たすべての検索条件に一致するレコードが検索されます。検索条件を削除するには、［–］ボ
タンをクリックして最後に追加した検索条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンを

クリックして追加したすべての検索条件を削除します。
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ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リストボック 
スで異なる値を選択すると、各ウィンドウに表示する項目の数を変更できます。

（注） 対象のレコードの隣にあるチェックボックスをオンにしてから［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

してから［選択項目の削除］をクリックすると、この選択で設定可能なすべてのレコード

を削除できます。

ステップ 4 表示されるレコードのリストから、表示対象となるレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順序を逆にするには、必要に応じて、リストのヘッダーにある上向きまたは下向き

の矢印をクリックします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.36-4 の「関連項目」を参照してください。
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応答メッセージの設定
この項では、Cisco Unified Presence データベースで応答メッセージを追加または更新する方法につ   
いて説明します。

手順

ステップ 1 次のいずれかのタスクを実行します。

 • 応答メッセージを追加するには、［アプリケーション］>［IP Phone Messenger］>［応答メッ  
セージ］の順に選択し、［新規追加］をクリックします。

 • 応答メッセージを更新するには、P.36-1 の「応答メッセージの検索」の手順に従って応答メッ 
セージを検索し、更新する応答メッセージをクリックします。

［応答メッセージの設定 (Response Message Configuration)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 メッセージのテキストを入力または変更します。

ステップ 3 メッセージの表示順序を変更するには、メッセージの隣にある上向きまたは下向きの矢印をクリッ

クします。

ステップ 4 データを保存するには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示される［保存］アイコンをクリッ

クします（または、ウィンドウの下部に表示される［保存］ボタンをクリックします）。

追加情報

P.36-4 の「関連項目」を参照してください。



第 36章      IP Phone 応答メッセージ        
    応答メッセージの削除

36-4
Cisco Unified Presence アドミニストレーション ガイド

OL-12727-01-J

応答メッセージの削除
この項では、応答メッセージの削除方法を説明します。

手順

ステップ 1 P.36-1 の「応答メッセージの検索」の手順に従い応答メッセージを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除する応答メッセージを選択します。

ステップ 3 応答メッセージを削除するには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示される［選択項目の削除］

アイコンをクリックします（または、ウィンドウの下に表示される［選択項目の削除］ボタンをク

リックします）。

追加情報

P.36-4 の「関連項目」を参照してください。

関連項目
 • 応答メッセージの検索（P.36-1）

 • 応答メッセージの設定（P.36-3）

 • 応答メッセージの削除（P.36-4）
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37
会議通知の設定

会議通知の設定のウィンドウを使用して、会議通知機能を設定します。会議通知を Cisco IP Phone   
Messenger と連携することにより、ユーザの Cisco Unified IP Phone に Microsoft Outlook の会議の招         
待状を送信できます。

会議通知の設定値の設定
会議通知の設定値を設定するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 ［アプリケーション］>［会議通知］>［設定］の順に選択します。

［会議通知の設定 (Meeting Notification Settings)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 表 37-1 の説明に従って適切な設定を入力します。

ステップ 3 データを保存するには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示される［保存］アイコンをクリッ

クします（または、ウィンドウの下部に表示される［保存］ボタンをクリックします）。
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表 37-1 会議通知の設定値 

フィールド 説明

MeetingPlaceアドレス
(MeetingPlace Address)

Cisco MeetingPlace サーバのホスト名または IP アドレスを入力しま    
す。

MeetingPlaceポート
(MeetingPlace Port)

Cisco MeetingPlace のポート番号を入力します。

デフォルト：80（SSL は無効）または 443（SSL は有効）

信頼証明書件名 CN(Trust 
Certificate Subject CN)

信頼証明書件名 Common Name を入力します。

［SSLを使用 (Use SSL)］
チェックボックス

［SSL を使用 (Use SSL)］チェックボックスをオンにすると、Cisco 
MeetingPlace との接続でトランスポート レイヤ セキュリティ（TLS）   
を使用するように指定されます。

（注） SSL を有効にすると［信頼証明書件名 CN(Trust Certificate  
Subject CN)］フィールドがアクティブになり、［MeetingPlace 
ポート (MeetingPlace Port)］フィールドはデフォルトで 443  
に指定されます。SSL を無効にすると、［信頼証明書件名 
CN(Trust Certificate Subject CN)］フィールドは非アクティブ   
になり、［MeetingPlaceポート (MeetingPlace Port)］フィール 
ドはデフォルトで 80 に指定されます。

［電子メール IDと同じユー
ザ ID］チェックボックス

［電子メール IDと同じユーザ ID］をオンにすると、Cisco Unified 
Communications Manager と Microsoft Outlook 予定表の両方で同じ
ユーザ ID が指定されます。
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38
プラグインの設定

アプリケーションのプラグインにより、Cisco Unified Presence の機能を拡張できます。 

この項では、次のトピックについて説明します。

 • プラグインのインストール（P.38-1）

 • プラグインの URL の更新（P.38-3）

 • プラグイン URL の更新の設定値（P.38-3）

プラグインのインストール

ヒント プラグインをインストールする前に、プラグインのインストール先となるサーバで実行されてい

る、侵入検知やアンチウイルスなどのサービスをすべて無効にしてください。

プラグインをインストールするには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 ［アプリケーション］ >［プラグイン］の順に選択します。 

［プラグインの検索と一覧表示 (Find and List Plugins)］ウィンドウが表示されます。アクティブ（優   
先）クエリーのレコードもウィンドウに表示される場合があります。

ステップ 2 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、ステップ 3 に進みます。

レコードをフィルタリングするかまたは検索します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて適切な検索テキストを指定します。
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（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。検索条件を追加すると、指定し
たすべての検索条件に一致するレコードが検索されます。検索条件を削除するには、［–］ボ
タンをクリックして最後に追加した検索条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンを

クリックして追加したすべての検索条件を削除します。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

ステップ 4 インストールするプラグイン名をクリックします。

ステップ 5 プラグインをダウンロードするには、［ダウンロード］リンクをクリックします。

ステップ 6 インストール ウィザードの指示に従ってインストールを完了します。

関連項目

 • プラグインの設定（P.38-1）

 • プラグインの URL の更新（P.38-3）
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プラグインの URL の更新
Cisco Unified Presence のインストール プロセス中、プラグイン テーブルに追加されるレコードによ     
り、管理アプリケーションで［アプリケーション］ドロップダウン メニューを作成するために使用 
する URL が決まります。ドメイン ネーム サーバ（DNS）は、インストール時に作成される URL     
の基盤を提供します。DNS が変更されると、URL が更新されなくなります。

次の手順に従い、プラグインの URL を更新します。

手順

ステップ 1 ［アプリケーション］ >［プラグイン］の順に選択します。 

［プラグインの検索と一覧表示 (Find and List Plugins)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ドロップダウン リスト ボックスから、プラグインの名前と種類を選択します。

ステップ 3 更新するプラグイン名をクリックします。

［プラグイン URLの更新 (Update Plugin URL)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 ［カスタム URL(Custom URL)］フィールドに URL を入力します。

ステップ 5 URL を更新して保存するには、ウィンドウの左上隅のツールバーに表示される［保存］アイコンを 
クリックします（または、ウィンドウの下部に表示される［保存］ボタンをクリックします）。

関連項目

 • プラグインの設定（P.38-1）

 • プラグインのインストール（P.38-1）

プラグイン URL の更新の設定値
表 38-1 で、プラグイン URL の更新の設定値について説明します。

表 38-1 プラグイン URL の更新の設定値 

フィールド 説明

プラグイン名 ドロップダウン リスト ボックスから、URL の変更対象となるプ   
ラグイン名を選択します。

プラグインタイプ ドロップダウン リスト ボックスから、URL の変更対象となるプ   
ラグイン タイプ（アプリケーションやインストールなど）を選 
択します。

URL URL が自動的に表示されます。

カスタム URL(Custom URL) カスタム URL に使用できるのは、英数字だけです。

プラグインをユーザオプション

ページに表示する (Show Plugin 
on User Option Pages)

このチェックボックスをオンにすると、ユーザ オプション ウィ  
ンドウにプラグインが表示されます。
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39
アプリケーション ユーザの設定

Cisco Unified Presence の管理ページにある［アプリケーションユーザの設定（Application User    
Configuration）］ウィンドウを使用すると、管理者は、Cisco Unified Presence アプリケーション ユー    
ザに関する情報の追加、検索、表示、および保守を行うことができます。 

次のトピックには、アプリケーション ユーザ情報の管理に関する情報が含まれています。

 • アプリケーション ユーザの検索（P.39-2）

 • アプリケーション ユーザの設定（P.39-3）

 • アプリケーション ユーザの設定値（P.39-4）

 • アプリケーション ユーザ パスワードの変更（P.39-6）

 • アプリケーション ユーザの信用証明書情報の管理（P.39-7）

 • アプリケーション ユーザの信用証明書の設定値およびフィールド（P.39-8）

追加情報

P.39-9 の「関連項目」を参照してください。
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アプリケーション ユーザの検索
ネットワークにアプリケーション ユーザが複数存在する場合があるため、Cisco Unified Presence で    
は、具体的な検索条件に基づいて特定のアプリケーション ユーザを検索することができます。特定 
のアプリケーション ユーザを検索するには、次の手順を実行します。

（注） ブラウザ セッションでの作業中、Cisco Unified Presence の管理ページにより、アプリケーション    
ユーザ検索の設定が保存されます。他のメニュー項目に移動してからこのメニューに戻ると、検索

の設定を変更するか、またはブラウザを閉じるまで、アプリケーション ユーザ検索の設定が維持 
されます。

手順

ステップ 1 ［ユーザ管理］>［アプリケーションユーザ］の順に選択します。

［アプリケーションユーザの検索と一覧表示 (Find and List Application Users)］ウィンドウが表示され    
ます。アクティブ（優先）クエリーのレコードもウィンドウに表示される場合があります。

ステップ 2 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、ステップ 3 に進みます。

レコードをフィルタリングするかまたは検索します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。検索条件を追加すると、指定し
たすべての検索条件に一致するレコードが検索されます。検索条件を削除するには、［–］ボ
タンをクリックして最後に追加した検索条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンを

クリックして追加したすべての検索条件を削除します。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リストボック 
スで異なる値を選択すると、各ウィンドウに表示する項目の数を変更できます。

（注） 対象のレコードの隣にあるチェックボックスをオンにしてから［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

してから［選択項目の削除］をクリックすると、この選択で設定可能なすべてのレコード

を削除できます。

ステップ 4 表示されるレコードのリストから、表示対象となるレコードのリンクをクリックします。
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（注） ソート順序を逆にするには、必要に応じて、リストのヘッダーにある上向きまたは下向き

の矢印をクリックします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.39-9 の「関連項目」を参照してください。

アプリケーション ユーザの設定
ユーザを追加するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 ［ユーザ管理］>［アプリケーションユーザ］の順に選択します。

［アプリケーションユーザの検索と一覧表示 (Find and List Application Users)］ウィンドウが表示され    
ます。2 つのドロップダウン リスト ボックスを使用してアプリケーション ユーザを検索します。

ステップ 2 ［新規追加］ をクリックします。

［アプリケーションユーザの設定 (Application User Configuration)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 表 39-1 の説明に従って適切な設定を入力します。

ステップ 4 このアプリケーション ユーザのユーザ特権レポートを表示するには、［関連リンク］ドロップダウ 
ン リスト ボックスから［ユーザ特権レポート］を選択し、［移動］をクリックします。

このアプリケーション ユーザのユーザ特権レポートを表示した後は、このユーザの［アプリケー 
ションユーザの設定 (Application User Configuration)］ウィンドウに戻ることができます。［ユーザ特  
権 (User Privilege)］ウィンドウの［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスから、［アプリケー   
ションユーザに戻る］を選択し、［移動］をクリックします。

ステップ 5 ユーザ情報を入力したら、［保存］をクリックして変更を保存し、ユーザを追加します。

追加情報

P.39-9 の「関連項目」を参照してください。
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アプリケーション ユーザの設定値
表 39-1 で、アプリケーション ユーザの設定値について説明します。関連する手順については、  
P.39-9 の「関連項目」を参照してください。

表 39-1 アプリケーション ユーザの設定値 

フィールド 説明

アプリケーションユーザ情報 (Application User Information)

ユーザ ID（User ID） アプリケーション ユーザの識別名を入力します。使用できる特殊文字 
は、ダッシュ（-）、アンダースコア（_）、二重引用符（"）および空白
文字です。

パスワード (Password) 英数字または特殊文字を使ってアプリケーション ユーザのパスワード 
を入力します。割り当てられている信用証明書ポリシーに指定されて

いる文字数以上を入力する必要があります。

パスワードの確認

(Confirm Password)
ユーザ パスワードを再入力します。

ダイジェスト信用証明書

(Digest Credentials)
ダイジェスト認証中に Cisco Unified Presence を UAS として動作させる      
場合、このフィールドで指定するダイジェスト信用証明書をチャレン

ジに使用します。英数字の文字列を入力します。

ダイジェスト信用証明書

の確認 (Confirm Digest 
Credentials)

ダイジェスト信用証明書の入力が正しいことを確認するために、この

フィールドに再度信用証明書を入力します。

クレデンシャルの編集

（Edit Credential）
ユーザをデータベースに追加すると、［クレデンシャルの編集］ボタン

が表示されます。

このボタンをクリックして、このユーザの信用証明書情報を管理しま

す。P.39-7 の「アプリケーション ユーザの信用証明書情報の管理」を  
参照してください。

プレゼンスグループ

(Presence Group)
ドロップダウン リスト ボックスから、アプリケーション ユーザの［プ   
レゼンスグループ (Presence Group)］を選択します。 

インストール時は、Standard Presence Group が設定されています。Cisco   
Unified Presence の管理ページで設定したプレゼンス グループも、ド   
ロップダウン リスト ボックスに表示されます。
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追加情報

P.39-9 の「関連項目」を参照してください。

権限情報 (Permissions Information)

グループ (Groups) このリスト ボックスは、アプリケーション ユーザのレコードが保存さ  
れた後に表示されます。このリスト ボックスには、アプリケーション 
ユーザが属するグループが表示されます。

ユーザを 1 つ以上のユーザ グループに追加するには、［ユーザグループ   
に追加］ボタンをクリックします。［ユーザグループの検索と一覧表示

(Find and List User Groups)］ウィンドウが別のウィンドウとして表示さ    
れます。ユーザを追加するグループを特定し、それらのグループの隣

のチェックボックスをオンにしてから、ウィンドウの下部にある［選

択項目の追加］をクリックします。［ユーザグループの検索と一覧表示

(Find and List User Groups)］ウィンドウが閉じ、［アプリケーションユー    
ザの設定 (Application User Configuration)］ウィンドウが表示され、選択  
したグループが［グループ (Groups)］リスト ボックスに表示されます。

グループからユーザを削除するには、［グループ (Groups)］リスト ボッ 
クスで対象のグループを強調表示し、［ユーザグループから削除］ボタ

ンをクリックします。

グループを表示または更新するには、グループ名をダブルクリックす

るか、グループ名をクリックして強調表示してから［詳細の表示］を

クリックします。現在の設定で［ユーザグループの設定 (User Group 
Configuration)］ウィンドウが表示されます。

ユーザ グループの検索と設定の詳細については、P.41-1 の「ユーザ グ   
ループの設定」を参照してください。

権限 (Roles) このリスト ボックスは、アプリケーション ユーザを追加した後、［グ  
ループ (Groups)］リスト ボックスに値を読み込んだ後、およびユーザ 
レコードを削除した後に表示されます。このリスト ボックスには、ア 
プリケーション ユーザに割り当てられる権限が表示されます。

権限を表示または更新するには、権限名をダブルクリックするか、権

限名をクリックして強調表示してから［詳細の表示］をクリックしま

す。現在の設定で［権限の設定 (Role Configuration)］ウィンドウが表示 
されます。

権限の設定の詳細については、P.40-1 の「権限の設定」を参照してく 
ださい。

表 39-1 アプリケーション ユーザの設定値（続き）

フィールド 説明
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アプリケーション ユーザ パスワードの変更
アプリケーション ユーザ パスワードを変更するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 P.39-2 の「アプリケーション ユーザの検索」の手順に従い、パスワードを変更するアプリケーショ  
ン ユーザを検索します。

［アプリケーションユーザの設定 (Application User Configuration)］ウィンドウに、選択したアプリ  
ケーション ユーザに関する情報が表示されます。

ステップ 2 ［パスワード (Password)］フィールドで、暗号化されている既存のパスワードをダブルクリックし、
新しいパスワードを入力します。

ステップ 3 ［パスワードの確認 (Confirm Password)］フィールドで、暗号化されている既存のパスワードをダブ 
ルクリックし、新しいパスワードを再入力します。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。

追加情報

P.39-9 の「関連項目」を参照してください。
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アプリケーション ユーザの信用証明書情報の管理
関連付けられた認証ルール、関連付けられた信用証明書ポリシー、アプリケーション ユーザの直前 
のパスワード変更の時刻など、信用証明書の情報を変更または表示するには、次の手順を実行しま

す。ユーザの信用証明書は、データベースにユーザが存在している場合にのみ編集できます。

ユーザの［クレデンシャル設定］ウィンドウで割り当てられた信用証明書ポリシーと競合する設定

は保存できません。たとえば、ポリシーで［無期限 (Never Expires)］チェックボックスがオンになっ 
ている場合は、［クレデンシャル設定］ウィンドウで［無期限にする (Does Not Expire)］チェック  
ボックスをオフにして保存することはできません。ただし、［無期限にする (Does Not Expire)］を含  
む、別の信用証明書をユーザに設定することはできます。ポリシーの［無期限にする (Never Expires)］ 
の設定がオンになっていないと、ポリシーの設定はユーザの設定により上書きされます。

ユーザの［クレデンシャル設定］ウィンドウで、他の設定と競合する設定は変更できません。たと

えば、［ユーザは変更不可 (User Cannot Change)］チェックボックスがオンの場合、［ユーザは次回ロ  
グイン時に変更する必要あり (User Must Change at Next Login)］チェックボックスをオンにすること     
はできません。 

信用証明書の設定のウィンドウで報告されるイベント時間は、おおよその時間と考えてください。

システムでは、次の認証クエリーまたはイベントの時点でこのフォームが更新されます。

開始する前に

データベースにアプリケーション ユーザを作成します。P.39-3 の「アプリケーション ユーザの設   
定」を参照してください。

手順

ステップ 1 P.39-2 の「アプリケーション ユーザの検索」の手順に従って、アプリケーション ユーザの設定を   
検索します。

［アプリケーションユーザの設定 (Application User Configuration)］ウィンドウに設定情報が表示され  
ます。

ステップ 2 パスワード情報を変更または表示するには、［パスワード (Password)］フィールドの隣にある［クレ
デンシャルの編集 (Edit Credential)］ボタンをクリックします。ユーザの［クレデンシャル設定］ 
ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 ユーザの信用証明書のデータを表示するか、表 39-2 の該当する設定を入力します。 

ステップ 4 設定を変更した場合は、［保存］をクリックします。

追加情報

P.39-9 の「関連項目」を参照してください。
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アプリケーション ユーザの信用証明書の設定値およびフィールド
表 39-2 で、アプリケーション ユーザの信用証明書の設定値について説明します。これらの設定は、  
アプリケーション ユーザのダイジェスト信用証明書には適用されません。関連する手順について 
は、P.39-9 の「関連項目」を参照してください。

表 39-2 アプリケーション ユーザの信用証明書の設定値およびフィールド 

フィールド 説明

管理者によるロック (Locked By 
Administrator)

このチェックボックスをオンにすると、このアカウントはロッ

クされ、このユーザへのアクセスが拒否されます。

このチェックボックスをオフにすると、アカウントのロックが

解除され、このユーザへのアクセスが許可されます。 

このチェックボックスは、このアカウント タイプに対し、アカ 
ウントのロックアウト後に［管理者がロック解除を行う

(Administrator Must Unlock)］を信用証明書のポリシーで指定する  
場合に使用します。

ユーザは変更不可 (User Cannot 
Change)

このチェックボックスをオンにすると、このユーザによるこの

信用証明書の変更が拒否されます。このオプションはグループ

アカウントに使用します。

［ユーザは次回ログイン時に変更する必要あり(User Must Change  
at Next Login)］がオンになっていると、このチェックボックス  
をオンにできません。

ユーザは次回ログイン時に変更

する必要あり (User Must Change  
at Next Login)

このチェックボックスをオンにすると、ユーザは次回のログイ

ン時にこの信用証明書を変更する必要があります。このオプ

ションは、一時信用証明書を割り当てた後に使用してください。

［ユーザは変更不可 (User Cannot Change)］がオンの場合は、この  
チェックボックスをオンにできません。

無期限にする (Does Not Expire) このチェックボックスをオンにすると、システムのユーザに対

するこの信用証明書の変更要求が拒否されます。このオプショ

ンは、低セキュリティ ユーザまたはグループ ユーザに使用でき  
ます。

このチェックボックスをオンにしても、ユーザはこの信用証明

書をいつでも変更できます。チェックボックスをオフにした場

合、関連付けられている信用証明書ポリシーの期限設定が適用

されます。

ポリシー設定で［無期限 (Does Not Expire)］を指定している場合  
は、このチェックボックスをオフにできません。

ハック数のリセット (Reset Hack 
Count)

このチェックボックスをオンにすると、このユーザのハック カ 
ウントがリセットされ、［失敗したログイン試行によりロックさ

れた時間 (Time Locked Due to Failed Login Attempts)］フィールド      
がクリアされます。

ハック カウントは、不正な信用証明書により認証が失敗するた 
びに増えていきます。

ポリシーに［ログイン失敗無制限 (No Limit for Failed Logons)］が    
指定されている場合、ハック カウントは常に 0 になります。
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関連項目
 • アプリケーション ユーザの検索（P.39-2）

 • アプリケーション ユーザの設定（P.39-3）

 • アプリケーション ユーザの設定値（P.39-4）

 • アプリケーション ユーザ パスワードの変更（P.39-6）

 • アプリケーション ユーザの信用証明書情報の管理（P.39-7）

 • アプリケーション ユーザの信用証明書の設定値およびフィールド（P.39-8）

認証ルール (Authentication Rule) このユーザ信用証明書を適用するための信用証明書ポリシーを
選択します。

最終変更時間 (Time Last 
Changed)

このフィールドには、このユーザの信用証明書が最後に変更さ

れた日付と時刻が表示されます。

失敗したログイン試行 (Failed 
Logon Attempts)

このフィールドには、最後の正常なログイン以降、管理者がこ

のユーザの信用証明書のハック カウントをリセットしたとき以 
降、または失敗したログイン試行の有効期限が切れてリセット

されたとき以降、ログインが失敗した回数が表示されます。

失敗した最後のログイン試行時

間 (Time of Last Failed Logon    
Attempt)

このフィールドには、このユーザの信用証明書で最後にログイ

ンに失敗した日付と時刻が表示されます。

管理者によりロックされた時間

(Time Locked by Administrator) 
このフィールドには、管理者がこのユーザ アカウントをロック 
した日付と時刻が表示されます。管理者が信用証明書のロック

を解除したら、このフィールドは空白になります。

失敗したログイン試行により

ロックされた時間 (Time Locked 
Due to Failed Logon Attempts)

このフィールドには、ログイン試行に失敗したためにシステム

が最後にこのユーザ アカウントをロックした日付と時刻が表示 
されます。失敗したログイン試行が、適用される信用証明書ポ

リシーで設定されているしきい値を超過するたびに、ハック

ロックアウトの時間が設定されます。

表 39-2 アプリケーション ユーザの信用証明書の設定値およびフィールド（続き）

フィールド 説明
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40
権限の設定

権限を使用すると、完全な管理特権（アクセス権）を持つ Cisco Unified Presence 管理者は、エンド    
ユーザやアプリケーション ユーザに対してさまざまなレベルの特権を設定できます。完全な管理特 
権を持つ管理者が、権限とユーザ グループを設定します。また、一般に、フルアクセス権を持つ管 
理ユーザが、Cisco Unified Presence の管理プログラムやその他のアプリケーションに対する他の管   
理ユーザおよびエンド ユーザの特権を設定します。

さまざまなレベルの特権がアプリケーションごとに存在します。Cisco Unified Presence の管理アプ   
リケーションの場合、読み取り特権と更新特権の 2 つのレベルの特権があります。これらの特権レ  
ベルの違いは、次のとおりです。

 • 更新特権を持つユーザは、そのユーザのユーザ グループが更新特権を持つ［Cisco Unified 
Presenceの管理］ウィンドウを表示および変更できます。

 • 読み取り特権を持つユーザの場合、そのユーザのユーザ グループが読み取り特権を持つ権限に 
属する［Cisco Unified Presence の管理］ウィンドウを表示できます。ただし、ウィンドウの読   
み取り特権を持つユーザは、読み取り特権だけを持つこれらの管理ウィンドウに変更を加える

ことはできません。読み取り特権を持つユーザの場合、Cisco Unified Presence の管理アプリケー   
ションに、更新を行うためのボタンやアイコンが表示されません。

権限は、アプリケーションの一連のリソースからなります。インストール時に、さまざまな管理機

能に対してデフォルトの標準権限が作成されます。ただし、アプリケーションのリソースのグルー

プ分けをカスタマイズしたカスタム 権限を作成することも可能です。

（注） アプリケーションとリソースのいずれも関連付けられていない標準権限もあります。これらの権限

は、さまざまなアプリケーションのログイン認証を行います。

権限を設定するには、次のトピックを参照してください。

 • 権限の検索（P.40-2）

 • 権限の設定（P.40-3）

 • 権限の削除（P.40-4）

 • 権限の設定値（P.40-5）

追加情報

P.40-6 の「関連項目」を参照してください。
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権限の検索
ネットワークに権限が複数存在する場合があるため、Cisco Unified Presence では、具体的な検索条   
件に基づいて特定の権限を検索することができます。権限を検索するには、次の手順を実行します。

（注） ブラウザ セッションでの作業中、Cisco Unified Presence の管理ページにより、権限の検索の設定が    
保存されます。他のメニュー項目に移動してからこのメニューに戻ると、検索の設定を変更する

か、またはブラウザを閉じるまで、この権限の検索の設定がこのページに維持されます。

手順

ステップ 1 ［ユーザ管理］ >［権限］の順に選択します。

［権限の検索と一覧表示 (Find and List Roles)］ウィンドウが表示されます。アクティブ（優先）クエ   
リーのレコードもウィンドウに表示される場合があります。

ステップ 2 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、ステップ 3 に進みます。

レコードをフィルタリングするかまたは検索します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。検索条件を追加すると、指定し
たすべての検索条件に一致するレコードが検索されます。検索条件を削除するには、［–］ボ
タンをクリックして最後に追加した検索条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンを

クリックして追加したすべての検索条件を削除します。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リストボック 
スで異なる値を選択すると、各ウィンドウに表示する項目の数を変更できます。

（注） 対象のレコードの隣にあるチェックボックスをオンにしてから［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

してから［選択項目の削除］をクリックすると、この選択で設定可能なすべてのレコード

を削除できます。

ステップ 4 表示されるレコードのリストから、表示対象となるレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順序を逆にするには、必要に応じて、リストのヘッダーにある上向きまたは下向き

の矢印をクリックします。
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選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.40-6 の「関連項目」を参照してください。

権限の設定
この項では、Cisco Unified Presence の管理ページに権限を追加する方法について説明します。

手順

ステップ 1 ［ユーザ管理］ >［権限］の順に選択します。

［権限の検索と一覧表示 (Find and List Roles)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかのタスクを実行します。

 • 既存の権限をコピーするには、P.40-2 の「権限の検索」の説明に従って対象の権限を検索し、 
コピーする権限の隣にある［コピー］ボタンをクリックします。表示されるポップアップ ウィ 
ンドウで、新しい権限の名前を入力し、［OK］をクリックします。ステップ 4 に進みます。

（注） 権限をコピーすると、その権限に関連付けられている特権もコピーされます。

 • 新しい権限を追加するには、［新規追加］ボタンをクリックし、ステップ 3 へ進みます。

 • 既存の権限を更新するには、P.40-2 の「権限の検索」の説明に従って対象の権限を検索し、ス 
テップ 4 へ進みます。

ステップ 3 新しい権限を追加する場合は、［アプリケーション (Application)］ドロップダウン リスト ボックス  
からアプリケーションを選択し、［次へ］をクリックします。

ステップ 4 表示される［権限の設定 (Role Configuration)］ウィンドウで、表 40-1 の説明に従って適切な設定を  
入力します。

ステップ 5 権限を追加するには、［保存］をクリックします。

新しい権限が Cisco Unified Presence のデータベースに追加されます。

追加情報

P.40-6 の「関連項目」を参照してください。
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権限の削除
この項では、Cisco Unified Presence の管理ページから権限を削除する方法について説明します。

手順

ステップ 1 ［ユーザ管理］ >［権限］の順に選択します。

［権限の設定 (Role Configuration)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 左側の権限のリストから、削除する権限の名前をクリックします。

（注） 標準の権限を削除することはできません。

選択した権限が表示されます。

ステップ 3 ［削除］をクリックします。

削除するかどうか確認するメッセージが表示されます。

ステップ 4 OK をクリックします。

ウィンドウが更新され、権限がデータベースから削除されます。

追加情報

P.40-6 の「関連項目」を参照してください。
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権限の設定値
表 40-1 で、権限の設定値について説明します。関連する手順については、P.40-6 の「関連項目」を  
参照してください。

表 40-1 権限の設定値 

フィールド 説明

権限情報 (Role Information)

アプリケーション

(Application)
ドロップダウン リスト ボックスから、この権限を関連付けるアプリ  
ケーションを選択します。

名前 (Name) 権限の名前を入力します。名前は 50 文字以内にする必要があります。

説明 (Description) 権限の説明を入力します。説明は 50 文字以内にする必要があります。

リソースアクセス情報 (Resource Access Information)

（選択したアプリケーショ

ンのリソース名のリスト）

［リソースアクセス情報 (Resource Access Information)］ペインで、こ  
の権限を追加するリソースの隣にあるチェックボックス（複数も可）

をクリックします。

（注） 各リソースにチェックボックスが 1 つしかないアプリケー  
ションもあります。Cisco Unified Presence の管理アプリケー   
ションでは、読み取りと更新のチェックボックスがリソース
ごと割り当てられています。

すべてのアクセスを許可 このボタンをクリックすると、この権限について、このウィンドウに

表示されるすべてのリソースの特権が許可されます。

（注） リソースのリストが複数のウィンドウにわたって表示される
場合、このボタンは、現在のウィンドウに表示されるリソー
スに限り適用されます。他のウィンドウのリストにあるリ
ソースのアクセス権を変更するには、それらのウィンドウを
表示してからそのウィンドウでこのボタンを使用する必要が
あります。

すべてのアクセスを拒否 このボタンをクリックすると、この権限について、このページに表示

されるすべてのリソースの特権が削除されます。

（注） リソースのリストが複数のウィンドウにわたって表示される
場合、このボタンは、現在のウィンドウに表示されるリソー
スに限り適用されます。他のウィンドウのリストにあるリ
ソースのアクセス権を変更するには、それらのウィンドウを
表示してからそのウィンドウでこのボタンを使用する必要が
あります。
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関連項目
 • 権限の検索（P.40-2）

 • 権限の設定（P.40-3）

 • 権限の削除（P.40-4）

 • 権限の設定値（P.40-5）
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41
ユーザ グループの設定

Cisco Unified Presence の管理ページの［ユーザ管理］メニューにある権限とユーザ グループに関す    
るメニュー オプションを使用すると、完全なアクセス権を持つユーザは、Cisco Unified Presence 管    
理者のさまざまなレベルのウィンドウ アクセス権を設定できます。完全なアクセス権を持つユーザ 
は、権限、ユーザ グループ、および権限に対するアクセス特権を設定できます。一般に、完全なア 
クセス権を持つユーザが、他のユーザの Cisco Unified Presence の管理ページへのアクセス権を設定    
します。

ユーザ グループは、アプリケーション ユーザとエンド ユーザのリストで構成されます。ユーザは   
複数のユーザ グループに属することができます。ユーザ グループの追加後、ユーザをユーザ グルー   
プに追加できます。その後に、権限をユーザ グループに割り当てることができます。ユーザが複数 
のユーザ グループに属する場合、MLA アクセス権のエンタープライズ パラメータにより、ユーザ   
の有効な特権が決まります。

ユーザ グループを設定する、ユーザ グループにユーザを割り当てる、あるいはユーザの権限、ユー  
ザ グループ、およびアクセス権を表示するには、次の手順に従います。

 • ユーザ グループの検索（P.41-2）

 • ユーザ グループの設定（P.41-4）

 • ユーザ グループの削除（P.41-5）

 • ユーザ グループへのアプリケーション ユーザの追加（P.41-6）

 • ユーザ グループからのユーザの削除（P.41-7）

 • ユーザ グループへの権限の割り当て（P.41-8）

 • ユーザの権限、ユーザ グループ、およびユーザのアクセス権の表示（P.41-10）
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ユーザ グループの検索
ネットワークに複数のユーザ グループが存在する場合があるため、Cisco Unified Presence では、具    
体的な検索条件に基づいて特定のユーザ グループを検索することができます。ユーザ グループを  
検索するには、次の手順を実行します。

（注） ブラウザ セッションでの作業中、Cisco Unified Presence の管理ページにより、ユーザ グループ検索     
の設定が保存されます。他のメニュー項目に移動してからこのメニューに戻ると、検索の設定を変

更するか、またはブラウザを閉じるまで、ユーザ グループ検索の設定が維持されます。

手順

ステップ 1 ［ユーザ管理］ >［ユーザグループ］の順に選択します。

［ユーザグループの検索と一覧表示 (Find and List User Groups)］ウィンドウが表示されます。アク    
ティブ（優先）クエリーのレコードもウィンドウに表示される場合があります。

ステップ 2 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、ステップ 3 に進みます。

レコードをフィルタリングするかまたは検索します。

 • 最初のドロップダウン リスト ボックスから検索パラメータを選択します。

 • 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから検索パターンを選択します。

 • 必要に応じて適切な検索テキストを指定します。

（注） 検索条件を追加するには、［+］ボタンをクリックします。検索条件を追加すると、指定し
たすべての検索条件に一致するレコードが検索されます。検索条件を削除するには、［–］ボ
タンをクリックして最後に追加した検索条件を削除するか、［フィルタのクリア］ボタンを

クリックして追加したすべての検索条件を削除します。

ステップ 3 ［検索］をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。［ページあたりの行数］ドロップダウン リストボック 
スで異なる値を選択すると、各ウィンドウに表示する項目の数を変更できます。

（注） 対象のレコードの隣にあるチェックボックスをオンにしてから［選択項目の削除］をクリッ

クすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。［すべてを選択］をクリック

してから［選択項目の削除］をクリックすると、この選択で設定可能なすべてのレコード

を削除できます。

ステップ 4 表示されるレコードのリストから、表示対象となるレコードのリンクをクリックします。
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（注） ソート順序を逆にするには、必要に応じて、リストのヘッダーにある上向きまたは下向き

の矢印をクリックします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

P.41-11 の「関連項目」を参照してください。
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ユーザ グループの設定
この項では、Cisco Unified Presence の管理ページでユーザ グループを追加、コピー、および更新す    
る方法について説明します。

手順

ステップ 1 ［ユーザ管理］ >［ユーザグループ］ の順に選択します。

［ユーザグループの検索と一覧表示 (Find and List User Groups)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかのタスクを実行します。

 • 既存のユーザ グループをコピーするには、P.41-2 の「ユーザ グループの検索」 の説明に従って、    
該当するユーザ グループを検索し、コピーするユーザ グループの隣にある［コピー］ボタン  
をクリックします。表示されるポップアップ ウィンドウで、新しいユーザ グループの名前を  
入力し、［OK］をクリックします。ステップ 3 に進みます。

 • 新しいユーザ グループを追加するには、［新規追加］ボタンをクリックします。新しいユーザ 
グループの名前を入力して［OK］をクリックします。ステップ 3 に進みます。

（注） ユーザ グループの名前は最大 50 の英数字で、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、お   
よびアンダースコア（_）を使用できます。ユーザ グループの名前が一意であることを確認 
してください。

 • 既存のユーザ グループを更新するには、P.41-2 の「ユーザ グループの検索」の手順に従って該   
当するユーザ グループを検索します。更新するユーザ グループの名前をクリックします。選  
択したユーザ グループが表示されます。適切な設定を更新します。ステップ 3 に進みます。

（注） 標準のユーザ グループは削除できませんが、標準のユーザ グループのユーザ メンバシップ   
を更新することは可能です。

ステップ 3 ［保存］をクリックします。

ステップ 4 ユーザをこのユーザ グループに追加する作業を進めます。P.41-6 の「ユーザ グループへのアプリ   
ケーション ユーザの追加」を参照してください。

ステップ 5 権限をユーザ グループに割り当てる作業を進めます。P.41-8 の「ユーザ グループへの権限の割り   
当て」を参照してください。

追加情報

P.41-11 の「関連項目」を参照してください。
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ユーザ グループの削除
この項では、Cisco Unified Presence の管理ページからユーザ グループを削除する方法について説明    
します。ユーザ グループ全体を削除するには、次の手順に従います。特定のユーザだけをユーザ 
グループから削除する場合は、P.41-7 の「ユーザ グループからのユーザの削除」を参照してくださ  
い。

開始する前に

ユーザ グループを削除すると、Cisco Unified Presence により、データベースからすべてのユーザ グ     
ループ データが削除されます。ユーザ グループにどの権限が割り当てられているかを調べるには、  
［ユーザグループの設定 (User Group Configuration)］ウィンドウで、［関連リンク］ドロップダウン  
リスト ボックスから［依存関係レコード］を選択し、［移動］をクリックします。システムで依存 
関係レコードが有効でない場合、［依存関係レコード要約］ウィンドウにメッセージが表示されま

す。 

手順

ステップ 1 ［ユーザ管理］ >［ユーザグループ］ の順に選択します。

［ユーザグループの検索と一覧表示 (Find and List User Groups)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 P.41-2 の「ユーザ グループの検索」の手順に従って、削除するユーザ グループを検索します。

ステップ 3 削除するユーザ グループの名前をクリックします。

選択したユーザ グループが表示されます。リストにこのユーザ グループのユーザがアルファベッ  
ト順に表示されます。

ステップ 4 グループ全体を削除する場合は、［削除］をクリックします。

ダイアログボックスに、ユーザ グループを削除すると、元に戻すことができないという内容の警告 
が表示されます。

ステップ 5 ［OK］をクリックしてユーザ グループを削除するか、［キャンセル］をクリックして操作を取り消 
します。［OK］をクリックすると、Cisco Unified Presence により、データベースからユーザ グルー    
プが削除されます。

追加情報

P.41-11 の「関連項目」を参照してください。
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ユーザ グループへのアプリケーション ユーザの追加
この項では、Cisco Unified Presence の管理ページでアプリケーション ユーザをユーザ グループに追     
加する方法について説明します。

手順

ステップ 1 ［ユーザ管理］ >［ユーザグループ］ の順に選択します。

［ユーザグループの検索と一覧表示 (Find and List User Groups)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ユーザの追加先となるユーザ グループを検索します。P.41-2 の「ユーザ グループの検索」の手順   
に従います。

ステップ 3 更新するユーザ グループの名前をクリックします。

選択したユーザ グループが表示されます。［ユーザ］リストに、現在このユーザ グループに属して  
いるユーザが表示されます。

ステップ 4 アプリケーション ユーザを追加するには、［グループにアプリケーションユーザを追加］をクリッ 
クします。

［アプリケーションユーザの検索と一覧表示 (Find and List Application Users)］ウィンドウが表示され    
ます。

ステップ 5 ［アプリケーションユーザの検索と一覧表示 (Find and List Application Users)］ウィンドウのドロップ    
ダウン リスト ボックスを使用して追加するアプリケーション ユーザを検索し、［検索］をクリック   
します。

（注） アプリケーション ユーザの検索は、ユーザ ID を検索することにより実行できます。また、   
フィールドを空白のままにしておくと、すべてのアプリケーション ユーザが表示されます。

検索条件に一致するアプリケーション ユーザのリストが表示されます。

ステップ 6 検索結果のリストで、このユーザ グループに追加するアプリケーション ユーザの隣にあるチェッ  
クボックスをオンにします。リストが複数のウィンドウにわたっている場合、下部のリンクをク

リックすると、さらに検索結果を表示できます。

（注） 検索結果のリストには、すでにそのユーザ グループに属しているアプリケーション ユーザ  
は表示されません。

ステップ 7 ［選択項目の追加］をクリックします。

［グループ内のユーザ (Users in Group)］ペインの一覧にユーザが追加された状態で、［ユーザグルー  
プの設定 (User Group Configuration)］ウィンドウが再表示されます。
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（注） アプリケーション ユーザの追加後、そのユーザの［権限 (Permission)］列で［i］アイコン 
をクリックすると、そのユーザの権限を表示できます。

ステップ 8 このユーザ グループへの変更を保存するには、［保存］をクリックします。

追加情報

P.41-11 の「関連項目」を参照してください。

ユーザ グループからのユーザの削除
この項では、Cisco Unified Presence の管理ページで、ユーザ グループからユーザを削除する方法に    
ついて説明します。

手順

ステップ 1 ［ユーザ管理］ >［ユーザグループ］ の順に選択します。

［ユーザグループの検索と一覧表示 (Find and List User Groups)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ユーザを削除するユーザ グループを検索します。P.41-2 の「ユーザ グループの検索」の手順に従   
います。

ステップ 3 更新するユーザ グループの名前をクリックします。

選択したユーザ グループが表示されます。［グループ内のユーザ (Users in Group)］リストに、現在   
このユーザ グループに属しているユーザが表示されます。

ステップ 4 このユーザ グループから削除するユーザの名前の隣にあるチェックボックスをオンにします。

ステップ 5 ［選択項目の削除］をクリックします。

削除の確認をするメッセージが表示されます。

ステップ 6 ［OK］をクリックして選択したユーザ グループのメンバーを削除するか、または［キャンセル］を 
クリックしてこのウィンドウを閉じます。

［グループ内のユーザ (Users in Group)］ペインからこのユーザが削除された状態で、［ユーザグルー  
プの設定 (User Group Configuration )］ウィンドウが再表示されます。

追加情報

P.41-11 の「関連項目」を参照してください。
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ユーザ グループへの権限の割り当て
完全なアクセス権を持つユーザは、ユーザ グループに権限を割り当てることができます。権限を割 
り当てられたユーザ グループは、権限を持つリソースへアクセスできます。

この項では、Cisco Unified Presence の管理ページで、ユーザ グループに権限を割り当てる方法につ    
いて説明します。

（注） 権限をユーザ グループに割り当てる場合、管理者はそのユーザ グループに Standard Unified CM     
Admin Users 権限を割り当てる必要があります。この権限により、ユーザは Cisco Unified Presence     
の管理ページにログインできます。

手順

ステップ 1 ［ユーザ管理］ >［ユーザグループ］ の順に選択します。

［ユーザグループの検索と一覧表示 (Find and List User Groups)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 権限を割り当てるユーザ グループを検索します。P.41-2 の「ユーザ グループの検索」の手順に従   
います。

ステップ 3 権限を割り当てるユーザ グループの名前をクリックします。

選択したユーザ グループが表示されます。［グループ内のユーザ (Users in Group)］リストに、現在   
このユーザ グループに属しているユーザが表示されます。

ステップ 4 ［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスから、［ユーザグループに権限を割り当て］を選択  
して［移動］をクリックします。

［ユーザグループの設定 (User Group Configuration)］ウィンドウが変更され、［権限の割り当て (Role  
Assignment)］ペインが表示されます。選択したユーザ グループに割り当てられている権限のリスト 
が表示されます。次のいずれかのオプションを選択します。

 • ユーザ グループに権限を割り当てるには、ステップ 5 へ進みます。

 • ユーザ グループから権限を削除するには、ステップ 9 へ進みます。

ステップ 5 ユーザ グループに権限を追加するには、［グループに権限を割り当て］をクリックします。

［権限の検索と一覧表示 (Find and List Roles)］ポップアップ ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 必要に応じて、権限の検索条件を使用して権限のリストを絞り込みます。

ステップ 7 権限名の隣にあるチェックボックスをオンにして、このユーザ グループに割り当てる権限を選択し 
ます。このユーザ グループに権限を割り当てずにそのまま［権限の検索と一覧表示 (Find and List   
Roles)］ポップアップ ウィンドウを閉じるには、［閉じる］をクリックします。
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ステップ 8 ［選択項目の追加］をクリックします。

［権限の検索と一覧表示 (Find and List Roles)］ポップアップ ウィンドウが閉じられます。このユー    
ザ グループの［権限の割り当て (Role Assignment)］ペインに、選択した権限が追加されます。この  
ユーザ グループに割り当てられている権限を削除しない場合は、ステップ 10 へ進みます。

ステップ 9 割り当てられている権限をユーザ グループから削除するには、［権限の割り当て (Role Assignment)］  
ペインにある権限を選択し、［権限の割り当ての削除］をクリックします。このユーザ グループか 
ら削除する権限ごとに、この手順を繰り返します。

ステップ 10［保存］をクリックします。

データベース内で、ユーザ グループへの権限割り当ての追加と削除が実行されます。

追加情報

P.41-11 の「関連項目」を参照してください。
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ユーザの権限、ユーザ グループ、およびユーザのアクセス権の表示
この項では、指定したユーザ グループに属するユーザの権限、ユーザ グループ、およびアクセス  
権を表示する方法について説明します。ユーザ グループのユーザに割り当てられた権限、ユーザ 
グループ、およびアクセス権を表示するには、次の手順に従います。

（注） ［ユーザ管理］ >［アプリケーションユーザ］（アプリケーション ユーザの場合）、または［ユーザ管  
理］ >［エンドユーザ］（エンド ユーザの場合）の順に選択し、特定のユーザを表示してからその  
ユーザの権限を表示することもできます。

手順

ステップ 1 ［ユーザ管理］ >［ユーザグループ］の順に選択します。

［ユーザグループの検索と一覧表示 (Find and List User Groups)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 割り当てられている権限を表示するユーザが属するユーザ グループを検索します。P.41-2 の「ユー  
ザ グループの検索」の手順に従います。

ステップ 3 ユーザに割り当てられている権限を表示するユーザ グループの名前をクリックします。

［ユーザグループの設定 (User Group Configuration)］ウィンドウに、選択したユーザ グループが表示   
されます。［グループ内のユーザ (Users in Group)］ペインに、このユーザ グループに属しているユー   
ザが表示されます。

ステップ 4 特定のユーザの［権限 (Permission)］列で［i］アイコンをクリックします。

［ユーザ特権 (User Privilege)］ウィンドウが表示されます。選択したユーザに関して次の情報が表示 
されます。

 • ユーザが所属しているユーザ グループ (User Groups the user belongs to)。

 • ユーザに割り当てられている権限 (Roles assigned to user)。

 • ユーザがアクセスできるリソース (Resources the user has access to)。各リソースに関して次の情     
報が表示されます。

－ アプリケーション (Application)
－ リソース (Resource)
－ 権限 (Permission)（読み取りと更新の一方または両方）

ステップ 5 ユーザの設定に戻るには、［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスの［ユーザの設定に戻る］  
を選択して［移動］をクリックします。

追加情報

P.41-11 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
 • ユーザ グループの検索（P.41-2）

 • ユーザ グループの設定（P.41-4）

 • ユーザ グループの削除（P.41-5）

 • ユーザ グループへのアプリケーション ユーザの追加（P.41-6）

 • ユーザ グループからのユーザの削除（P.41-7）

 • ユーザ グループへの権限の割り当て（P.41-8）

 • ユーザの権限、ユーザ グループ、およびユーザのアクセス権の表示（P.41-10）
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42
ファイルのアップロードとダウンロー
ド

この章では、Cisco Unified Presence の Bulk Administration（一括管理） の概要、Cisco Unified Presence        
の最初のノードをアップロードする方法、およびこれらのファイルをローカル マシンにダウンロー 
ドする方法について説明します。

この章には、次の項があります。

 • 概要（P.42-1）

 • ファイルの検索（P.42-2）

 • ファイルのダウンロード（P.42-3）

 • ファイルのアップロード（P.42-4）

 • ファイルの削除（P.42-5）

概要
Bulk Administration（一括管理） は、Cisco Unified Presence と Cisco Unified Communications Manager         
の両方で使用できます。この機能を使用して、Cisco Unified Presence のさまざまな機能を設定でき   
ます。 

Cisco Unified Communications Manager Bulk Administration Tool

Cisco Unified Communications Manager の Bulk Administration Tool で設定できる機能は、次のとおり        
です。

 • Cisco Unified Presence ユーザおよび Cisco Unified Personal Communicator ユーザへのエンドユー        
ザ ライセンスの割り当て。

 • ユーザへのライン アピアランスのマッピング。Cisco Unified Presence サーバを Cisco Unified      
Communications Manager Release 6.0(1) に関連付けると、ライン アピアランスに基づいてプレゼ     
ンス情報が渡されます。 

Cisco Unified Communications Manager Bulk Administration Tool の詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager Bulk Administration ガイド』を参照してください。

Cisco Unified Presence Bulk Administration Tool

Cisco Unified Presence Bulk Administration Tool で設定できる機能は、次のとおりです。

 • Cisco Unified Personal Communicator ユーザのユーザ プロファイルの設定。

 • Cisco Unified Presence ユーザへの Microsoft Office Communicator の機能の割り当て。
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ファイルの検索
Cisco Unified Presence サーバからダウンロードできるファイルを検索するには、次の手順に従いま   
す。

手順

ステップ 1 ［一括管理］>［ファイルのアップロード /ダウンロード］の順に選択します。 

［ファイルの検索と一覧表示 (Find and List Files)］ウィンドウが表示されます。 

ステップ 2 ［ファイルの検索と一覧表示 (Find and List Files)］ウィンドウの最初のドロップダウン リスト ボッ     
クスから、次のいずれかのオプションを選択します。

 • 名前

 • タイプ

ステップ 3 ［ファイルの検索と一覧表示 (Find and List Files)］ウィンドウの 2 番目のドロップダウン リスト ボッ       
クスから、次のいずれかのオプションを選択します。

 • ステップ 2 で［名前］を選択した場合、次のいずれかのオプションを選択してステップ 4 へ進    
みます。

－ が次の文字列で始まる

－ が次の文字列を含む

－ が次の文字列と等しい

－ が次の文字列で終わる

－ が空である

－ が空ではない

 • 手順 2 で［タイプ］を選択した場合は、手順 4 に進みます。

ステップ 4 必要に応じて適切な検索テキストを指定します。

ヒント データベースに登録されているすべてのファイルを検索するには、検索テキストを入力せずに［検

索］をクリックします。

ステップ 5 さらにクエリーを定義して複数のフィルタを追加するには、［次を使用した拡張検索］チェックボッ

クスをオンにして、ドロップダウン リスト ボックスから AND または OR を選択し、ステップ 2 ～        
4 を繰り返します。

ステップ 6 ステップ 2 で［タイプ］を選択した場合、［項目を選択するか、検索テキストを入力してください］  
ドロップダウン リスト ボックスから、次のいずれかのオプションを選択します。

 • Insert Files

 • Export Files

 • Report Files

 • Custom Files

 • Log Files
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 • BAT Excel Template

ステップ 7 ［検索］をクリックします。

検出されたファイルのリストが次の条件で表示されます。

 • ファイル名 (File Name)

 • 機能タイプ (Function Type)

手順 2 で［タイプ］を選択した場合は、検索されたファイルのリストが次の条件で表示されます。

 • ファイル名 (File Name)

 • 起動日時 (Launch Date and Time)

追加情報

P.42-5 の「関連項目」を参照してください。

ファイルのダウンロード
Cisco Unified Presence からファイルをダウンロードするには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 P.42-2 の「ファイルの検索」の手順に従ってダウンロードするファイルを検索します。

ステップ 2 ダウンロードするファイルに対応するチェックボックスをオンにして、［選択項目のダウンロード］

をクリックします。 

（注） ［すべてを選択］をクリックしてから［選択項目のダウンロード］をクリックすると、すべ

てのファイルをダウンロードできます。

（注） 複数のファイルを同時に選択してダウンロードすると、それらのファイルが同じ ZIP ファ  
イルにダウンロードされます。

ステップ 3 ［ファイルのダウンロード］ポップアップ ウィンドウが表示されます。［保存］をクリックします。

ステップ 4 ［名前を付けて保存］ポップアップ ウィンドウで、ファイルの保存先を選択して［保存］をクリッ 
クします。

ステップ 5 ［ダウンロードの完了］ポップアップ ウィンドウが表示されます。［ファイルを開く］をクリックし 
てダウンロードしたファイルを開くか、または［閉じる］をクリックして後でファイルを開きます。

追加情報

P.42-5 の「関連項目」を参照してください。
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ファイルのアップロード
Cisco Unified Presence へファイルをアップロードするには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 ［一括管理］>［ファイルのアップロード /ダウンロード］の順に選択します。［ファイルの検索と一
覧表示 (Find and List Files)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ［新規追加］をクリックします。［ファイルのアップロードの設定 (File Upload Configuration)］ウィ  
ンドウが表示されます。 

ステップ 3 ［ファイル (File)］テキスト ボックスでアップロードするファイルのフル パスを入力するか、また  
は［参照］をクリックしてファイルを探します。

ステップ 4 ［ターゲットの選択 (Select The Target)］ドロップダウン リスト ボックスから、ファイルを使用する    
ターゲットを選択します。

ステップ 5 ［トランザクションタイプの選択 (Select Transaction Type)］ドロップダウン リスト ボックスから、    
ファイルを定義するトランザクション タイプを選択します。 

ステップ 6 既存のファイルを同じ名前で上書きするには、［ファイルが存在する場合は上書きする。(Overwrite
File if it exists.)］チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 ［保存］をクリックします。ステータスでアップロードが完了したことがわかります。 

追加情報

P.42-5 の「関連項目」を参照してください。
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ファイルの削除
ファイルを削除するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 P.42-2 の「ファイルの検索」の手順に従って削除するファイルを検索します。

ステップ 2 ［検索結果 (Search Results)］エリアで、削除するファイルに対応するチェックボックスをオンにしま 
す。 

ステップ 3 ［選択項目の削除］をクリックします。

（注） ［検索結果 (Search Results)］エリアに表示されるファイルをすべて削除するには、［すべてを 
選択］および［選択項目の削除］をクリックします。

ステップ 4 作業を続けるには、［OK］をクリックします。

ステップ 5 サーバからファイルが削除されます。

（注） 削除しようとして選択したファイルが何らかのジョブの実行に使用されている場合、これ

らのファイルは削除されません。

追加情報

P.42-5 の「関連項目」を参照してください。

関連項目
 • ファイルの検索（P.42-2）

 • ファイルのダウンロード（P.42-3）

 • ファイルのアップロード（P.42-4）

 • ファイルの削除（P.42-5）
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43
ジョブのスケジューリング

一括トランザクションをスケジュールして、トランザクションを開始する時刻を指定できます。 

［一括管理］メニューから送信されるすべてのジョブは、Bulk Provisioning Service（BPS）のキュー  
に入れられます。ジョブに対して指定した開始時刻により、トランザクションの実行が開始されま

す。開始時刻が指定されていない場合、トランザクションは受信した順序で実行されます。

BPS をアクティブにしてジョブをスケジュールする方法については、次のトピックを参照してくだ 
さい。

 • Bulk Provisioning Service のアクティブ化（P.43-2）

 • BPS の開始 /停止 /再起動（P.43-3）

 • BPS の無効化（P.43-4）

 • ジョブの検索（P.43-5）

 • ジョブのスケジューリング（P.43-7）
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Bulk Provisioning Service のアクティブ化
ジョブを送信して実行する前に、BPS がアクティブになっていることを確認してください。 

BPS をアクティブ化するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ［Cisco Unified Presence Serviceability］ウィンドウで、［Tools］>［Service Activation］の順に選択します。

［Service Activation］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ［Server］ドロップダウン リスト ボックスから、Cisco Unified Presence を実行するサーバを選択しま     
す。

ステップ 3 Database and Admin Services エリアで、CiscoBulk Provisioning Service に対応するチェックボックスを       
オンにします。 

（注） サービスがすでに有効になっている場合は、Activation Status に Activated と表示されていま    
す。

ステップ 4 ［Update］をクリックします。

ステップ 5 ウィンドウが更新され、Bulk Provisioning Service に対応する Activation Status に Activated と表示さ        
れます。

（注） BPS は、有効にすると自動的に開始します。サービスの開始、停止、および再起動については、
P.43-3 の「BPS の開始 /停止 /再起動」を参照してください。

（注） BPS を開始すると、その都度 Cisco Unified Presence データベースとの同期が実行されます。
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BPS の開始 /停止 /再起動
BPS を有効にした後に自動的に開始するには、Cisco Unified Presence Serviceability を使用します。こ     
の項では、BPS を停止または再起動する手順について説明します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Presence Serviceability で、［Tools］>［Control Center - Feature Services］の順に選択し        
ます。

［Control Center - Feature Services］ウィンドウが表示されます。 

ステップ 2 ［Servers］ドロップダウン リスト ボックスから Cisco Unified Presence を選択します。 

Cisco Bulk Provisioning Service が Database and Admin Services エリアの Service Name 列のリストに表          
示されます。 

（注） P.43-2 の「Bulk Provisioning Service のアクティブ化」の手順に従い BPS を有効にすると、ス      
テータスに Activated と表示されます。 

ステップ 3 BPS に対応するチェックボックスをオンにします。

ステップ 4 BPS を再起動するには、［Restart］をクリックします。

サービスが再起動され、Service Successfully Restarted というメッセージが表示されます。

ステップ 5 BPS を停止するには、［Stop］をクリックします。

サービスが停止し、Service Successfully Stopped というメッセージが表示されます。

ステップ 6 停止した BPS を開始するには、［Start］をクリックします。

サービスが開始され、Service Successfully Started というメッセージが表示されます。
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BPS の無効化
BPS が不要な場合は無効にすることができます。この項では、BPS サービスを無効にしてツールか  
らログアウトする方法について説明します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Presence Serviceability で、［Tools］>［Service Activation］の順に選択します。

［Service Activation］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ［Servers］ドロップダウン リスト ボックスから Cisco Unified Presence を選択します。 

CiscoBulk Provisioning Service が Database and Admin Services エリアの Service Name 列のリストに表          
示されます。 

ステップ 3 Cisco Bulk Provisioning Service に対応するチェックボックスをオフにして、［Update］をクリックし    
ます。

サービスが無効になり、Status 列に Deactivated と表示されます。
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ジョブの検索
［一括管理］メニューから BPS へ送信済のジョブを検索するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 ［一括管理］>［ジョブスケジューラ］の順に選択します。［ジョブの検索と一覧表示 (Find and List  
Jobs)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ［ジョブの検索と一覧表示 (Find and List Jobs)］ウィンドウの最初のドロップダウン リスト ボックス     
から、次のいずれかのオプションを選択します。

 • ユーザ

 • ステータス

 • ジョブ ID

 • 説明 (Description)

 • スケジュール日時 (Scheduled Date Time)

ステップ 3 ［ファイルの検索と一覧表示 (Find and List Files)］ウィンドウの 2 番目のドロップダウン リスト ボッ       
クスから、次のいずれかのオプションを選択します。

 • が次の文字列で始まる

 • が次の文字列を含む

 • が次の文字列と等しい

 • が次の文字列で終わる

 • が空である

 • が空ではない

ステップ 4 3 番目のドロップダウン リスト ボックスから［表示］を選択して、完了したジョブを表示します。

ステップ 5 必要に応じて適切な検索テキストを指定します。

ヒント データベースに登録されているすべてのジョブを検索するには、検索テキストを入力せ

ずに［検索］をクリックします。

ステップ 6 クエリーをさらに定義するには、AND または OR を選択して複数のフィルタを追加し、ステップ 2    
～ 5 を繰り返します。

ステップ 7 ［検索］をクリックします。

検出されたジョブのリストが次の基準で表示されます。

 • ジョブ ID(Job id)

 • スケジュール日時 (Scheduled Date Time)

 • 送信日時 (Submit Date Time)

 • 順序 (Sequence)

 • 説明 (Description)
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 • ステータス (Status)

 • 最後のユーザ (Last User)

（注） ジョブのスケジューリング時に［後で実行 ( このジョブをスケジュールして有効にするに
は、［ジョブスケジューラ］ページを使用します。)］オプション ボタンをクリックした場 
合は、［ステータス (Status)］に Hold と表示されます。［今すぐ実行］オプション ボタンを   
クリックした場合は、［ステータス (Status)］に Pending と表示されます。ジョブが完了して  
いる場合は、［ステータス (Status)］に Completed と表示されます。また、エラーが発生して  
いて完了できないジョブの場合は、Incomplete と表示されます。

ステップ 8 処理中のジョブ、またはスケジュールおよびアクティブ化する保留中のジョブについて、ジョブ ID
をクリックします。 

［ジョブスケジューラ (Job Scheduler)］ウィンドウが表示されます。

選択したジョブのステータスと要約の結果を表示できます。

追加情報

P.43-8 の「関連項目」を参照してください。
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ジョブのスケジューリング
送信済のジョブをスケジュールするには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 P.43-5 の「ジョブの検索」の手順に従ってスケジュールするジョブを検索します。

ステップ 2 表 43-1 の手順に従い、［ジョブスケジューラ (Job Scheduler)］ウィンドウで、ジョブのスケジュー  
リングとアクティブ化の設定を入力します。

表 43-1 ジョブの設定値 

フィールド 説明

ジョブ ID(Job id) このフィールドには、ジョブの送信時に作成されたジョブ ID が  
表示されます。

ジョブのステータス (Job Status) このフィールドには、次のいずれかのジョブ ステータスが表示 
されます。

 • Hold

 • Pending

 • Completed

 • Incomplete

スケジュール日時 (Scheduled 
Date Time)

ドロップダウン リスト ボックスから月、日、年を選択します。  
ジョブをスケジュールする時刻を入力します。

送信日時 (Submit Date Time) このフィールドには、ジョブが送信された日時が表示されます。

順序 (Sequence) ドロップダウン リスト ボックスから、ジョブの実行順序を選択  
します。選択できる数値は 1 ～ 20 です。

（注） 複数のジョブで同じ日時がスケジュールされている場
合、この順序の数値に従ってそれらのジョブが BPS の  
キューに入れられます。スケジュールされた日時と［順
序 (Sequence)］が同じである場合は、送信された日時に
応じてジョブがキューに入れられます。

ジョブ説明 (Job Description) このフィールドには、ジョブの作成時に入力した説明が表示さ

れます。

頻度 (Frequency) 次のオプションの中から、トランザクションの頻度を選択しま

す。

 • 1度

 • 月次

 • 週次

 • 日次

 • 毎時

たとえば、［日次］を選択すると、トランザクションは、［スケ

ジュール日時 (Scheduled Date Time)］フィールドで入力した時刻  
に毎日実行されます。
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ステップ 3 スケジュールした時刻にジョブをアクティブ化するには［ジョブのアクティブ化］をクリックしま

す。設定を保存して後でジョブをアクティブ化するには［保存］をクリックします。

［ジョブの検索と一覧表示 (Find and List Jobs)］ウィンドウが表示されます。

（注） ジョブが保存されていてアクティブ化されていない場合、そのジョブのステータスは Hold 
と表示されます。これらのジョブがアクティブ化されるまで、BPS ではこれらのジョブは 
処理されません。

ステップ 4 アクティブ化したジョブのジョブ ID をクリックします。［ジョブスケジューラ (Job Scheduler)］ウィ   
ンドウの［ジョブの結果 (Job Results)］エリアに、完了、未完了、停止要求中、または処理中のす 
べてのジョブに関する次の情報が表示されます。

 • ジョブの実行日時 (Job Launched Date Time)

 • ジョブの結果の状況 (Job Result Status)

 • 処理されたレコードの数 (Number Of Records Processed)

 • 失敗したレコードの数 (Number Of Records Failed)

 • レコードの総数 (Total Number Of Records)

 • ログファイル名 (Log File Name)

（注） このトランザクションのログ ファイルを表示するには、［ログファイル名 (Log File Name)］   
列のリンクをクリックします。

ステップ 5 ジョブのリストに戻るには、［関連リンク］ドロップダウン リスト ボックスから［検索 /リストに  
戻る］を選択し、［移動］をクリックします。

関連項目
 • Bulk Provisioning Service のアクティブ化（P.43-2）

 • BPS の開始 /停止 /再起動（P.43-3）

 • BPS の無効化（P.43-4）

 • ジョブの検索（P.43-5）

 • ジョブのスケジューリング（P.43-7）

ジョブの終了時刻(Job End Time) このフィールドには、反復的な（頻度の高い）ジョブの終了時
刻が表示されます。

最終変更者 (Last Modified By) このフィールドには、最後にこのジョブを変更した管理者の

ユーザ ID が表示されます。

表 43-1 ジョブの設定値（続き）

フィールド 説明



C H A P T E R

44-1
Cisco Unified Presence アドミニストレーション ガイド    

OL-12727-01-J

44
CUP ユーザの更新

Cisco Unified Presence Bulk Administration（BAT、一括管理）を使用すると、Cisco Unified Presence      
ディレクトリ内にあるユーザ グループを更新できます。

Cisco Unified Presence のユーザの更新
Cisco Unified Presence ディレクトリのユーザ グループを更新するには、次の手順に従います。

開始する前に

ユーザ名、制御されるデバイス名、およびディレクトリ番号を含む CSV データ ファイルが必要で   
す。次のいずれかの方法を使用して、CSV データ ファイルを作成できます。

 • CSV 形式に変換される BAT スプレッドシート

 • ユーザ データのエクスポート ファイルを生成するエクスポート ユーティリティ

エクスポート ユーティリティにより生成されるファイルを更新する場合は、接尾辞 _MgrLevel# に   
基づいてファイルを降順で挿入します。# は 1 ～ 20 の数字です。ファイルの末尾に _user という接       
尾辞を挿入し、マネージャのユーザ レコードが存在することを確認してから、［マネージャのユー 
ザ (Manager User ID)］フィールドにあるマネージャのユーザ ID を使用します。

手順

ステップ 1 ［一括管理］>［CUP］>［CUPユーザの更新］の順に選択します。 

［CUPユーザの更新 (Update Users Configuration)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ［ファイル名 (File Name)］フィールドで、この一括トランザクションに対して作成した CSV データ   
ファイルを選択します。

ステップ 3 ［ジョブ情報 (Job Information)］エリアで、ジョブの説明を入力します。

ステップ 4 ただちにユーザ レコードを挿入する場合は、［今すぐ実行］オプション ボタンをクリックします。  
後でユーザ レコードを挿入する場合は、［後で実行 ( このジョブをスケジュールして有効にするに 
は［ジョブスケジューラ］ページを使用します。)］をクリックします。

ステップ 5 ユーザ レコードを挿入するジョブを作成するには、［送信］をクリックします。 
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ステップ 6 ［一括管理］メニューの［ジョブスケジューラ］オプションを使用して、このジョブをスケジュー
ルおよびアクティブ化します。

関連項目
 • Cisco Unified Presence のユーザの更新（P.44-1）
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45
Cisco Unified Presence ユーザのエク   
スポート

Cisco Unified Presence の Bulk Administration（一括管理） を使用してユーザのレコードをエクスポー      
トすると、エクスポート ユーティリティにより、データベースの組織階層に従ってユーザがソート 
されます。 

ユーザ レコードのエクスポート
Cisco Unified Presence からユーザ レコードをエクスポートするには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 ［一括管理］>［CUP］>［CUPユーザのエクスポート］の順に選択します。

［ユーザエクスポートのクエリー (Export Users Query)］ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ［ユーザエクスポートのクエリー (Export Users Query)］ウィンドウの最初のドロップダウン リスト   
ボックスで、クエリーを実行するフィールドを選択します。

 • ユーザ ID

 • 名

 • ミドルネーム

 • 姓

 • マネージャ

 • 部署名

ステップ 3 ［ユーザエクスポートのクエリー (Export Users Query)］ウィンドウの 2 番目のドロップダウン リス     
ト ボックスで、次のオプションの中から選択します。

 • が次の文字列で始まる

 • が次の文字列を含む

 • が次の文字列と等しい

 • が次の文字列で終わる

 • が空である

 • が空ではない
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ステップ 4 検索フィールドのリスト ボックスで、特定の名前またはユーザ ID などの、検索する値を入力しま   
す。

（注） 複数の部署からユーザを選択するには、このフィールドで複数の部署名を入力します。た

とえば、部署名 12 と 34 のユーザを選択するには、3 番目のボックスに 12, 34 と入力すれ        
ば、処理を 2 度行う必要がありません。 

ステップ 5 ［次を使用した拡張検索］チェックボックスをオンにして、AND または OR を選択して複数のフィ   
ルタを追加し、ステップ 2 ～ ステップ 4 の手順を繰り返してさらにクエリーを定義します。

ステップ 6 ［検索］をクリックします。検索結果が表示されます。

（注） データベースに登録されているすべてのユーザを検索するには、検索テキストを入力せず

に［検索］をクリックします。

ステップ 7 ［次へ］をクリックします。

ステップ 8 ［ファイル名 (File Name)］テキスト ボックスに、ユーザ エクスポートのファイル名を入力します。

ステップ 9 ［ファイル形式 (File Format)］ドロップダウン リスト ボックスからファイル形式を選択します。 

ステップ 10［ジョブ情報 (Job Information)］エリアに、ジョブの説明を入力します。

ステップ 11 ただちにユーザ レコードをエクスポートする場合は、［今すぐ実行］オプション ボタンをクリック  
します。後でエクスポートする場合は、［後で実行 (このジョブをスケジュールして有効にするには
［ジョブスケジューラ］ページを使用します。)］をクリックします。

ステップ 12 ユーザ レコードをエクスポートするジョブを作成するには、［送信］をクリックします。 

ステップ 13［一括管理］メニューの［ジョブスケジューラ］オプションを使用して、このジョブをスケジュー
ルおよびアクティブ化します。

［一括管理］メニューの［ファイルのアップロード /ダウンロード］オプションを使用すると、エク
スポート済ファイルを検索してダウンロードできます。

関連項目
 • ユーザ レコードのエクスポート（P.45-1）
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